




1

8

7

6

5

4

3

2

イラスト目次 イラストから検索

安全・安心のために
お客様に必ずお読みいただきたいこと
（主な項目：チャイルドシートの取扱い、盗難防止装置）

走行に関する情報表示
走行に関する情報を表示する計器類の見方

（主な項目：メーター・マルチインフォメーションディスプレイ）

運転する前に
ドア・ドアガラスの開閉や、運転操作前の調整

（主な項目：キー、ドア、シート）

運転
運転に必要な操作やアドバイス

（主な項目：エンジンの始動のしかた、給油のしかた）

室内装備・機能
室内装備の使い方など

（主な項目：エアコン・収納装備の使い方）

お手入れのしかた
車のお手入れ・メンテナンスの方法

（主な項目：内装・外装の手入れ、電球の交換）

万一の場合には
故障したときや、緊急時などの対処

（主な項目：バッテリーあがりやタイヤがパンクしたときの対処）

車両情報
車の仕様やお好みに合わせて選べる機能の情報

（主な項目：指定燃料、各オイル量、タイヤ空気圧）

さくいん

症状から検索

音から検索

アルファベットで検索

五十音で検索



2 目次

知っておいていただきたいこと ............. 5

本書の見方........................................ 8

検索のしかた..................................... 9

イラスト目次................................... 10

1-1. 安全にお使いいただくために
運転する前に .......................... 20

安全なドライブのために............ 21

シートベルト .......................... 23

SRS エアバッグ....................... 26

ポップアップフード.................. 31

排気ガスに対する注意............... 33

1-2. お子さまの安全
お子さまを乗せるときは............ 35

チャイルドシート..................... 35

1-3. 盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム
.......................................... 48

オートアラーム........................ 49

2-1. 計器の見方
警告灯／表示灯........................ 54

計器類 ................................... 58

マルチインフォメーションディスプレ
イ....................................... 64

燃費画面／Harmonious Driving Navi.
画面 .................................... 71

3-1. キー
キー...................................... 78

3-2. ドアの開閉、ロックのしかた
ドア...................................... 82

トランク ................................ 85

スマートエントリー＆スタートシステ
ム........................................89

3-3. シートの調整
フロントシート ........................94

リヤシート ..............................96

パワーイージーアクセスシステム／ポ
ジションメモリー／メモリーコール
機能.....................................97

ヘッドレスト .........................100

3-4. ハンドル位置・ミラー
ハンドル...............................102

インナーミラー ......................103

ドアミラー ............................104

3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉
パワーウインドウ ...................107

ムーンルーフ .........................110

4-1. 運転にあたって
運転にあたって ......................114

荷物を積むときの注意..............120

4-2. 運転のしかた
エンジン（イグニッション）スイッチ
.........................................122

オートマチックトランスミッション
.........................................126

方向指示レバー ......................130

パーキングブレーキ.................131

4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い
方
ランプスイッチ ......................133

オートマチックハイビーム........135

フォグランプスイッチ..............137

ワイパー＆ウォッシャー...........138

4-4. 給油のしかた
給油口の開け方 ......................143

4-5. 運転支援装置について
Lexus Safety System + ...........146

PCS（プリクラッシュセーフティ）
.........................................150

1 安全・安心のために

2 走行に関する情報表示

3 運転する前に

4 運転



3目次

1

8

7

6

5

4

3

2

LDA（レーンディパーチャーアラート
[ステアリング制御機能付き ]）156

レーダークルーズコントロール . 164

Stop & Start System .............. 171

BSM（ブラインドスポットモニター）
........................................ 178

クリアランスソナー................ 186

ドライブモードセレクトスイッチ
........................................ 192

運転を補助する装置................ 194

4-6. 運転のアドバイス
寒冷時の運転 ........................ 199

5-1. リモートタッチ
リモートタッチ...................... 204

センターディスプレイ............. 206

5-2. エアコンの使い方
オートエアコン...................... 208

ステアリングヒーター／シートヒー
ター／シートベンチレーター .. 216

5-3. 室内灯のつけ方
室内灯一覧 ........................... 218

5-4. 収納装備
収納装備一覧 ........................ 220

トランク内装備...................... 222

5-5. その他の室内装備の使い方
その他の室内装備................... 224

6-1. お手入れのしかた
外装の手入れ ........................ 228

内装の手入れ ........................ 232

6-2. 簡単な点検・部品交換
ボンネット ........................... 234

ガレージジャッキ................... 235

ウォッシャー液の補充............. 236

タイヤについて...................... 237

タイヤ空気圧について..............244

エアコンフィルターの交換........245

電子キーの電池交換.................246

ヒューズの点検・交換..............248

電球（バルブ）の交換..............249

7-1. まず初めに
故障したときは ......................252

非常点滅灯（ハザードランプ）....253

発炎筒..................................253

車両を緊急停止するには...........254

水没したときは ......................255

7-2. 緊急時の対処法
けん引について ......................256

フューエルポンプシャットオフシステ
ム......................................260

警告灯がついたときは..............261

警告メッセージが表示されたときは
.........................................267

パンクしたときは（応急用タイヤ装着
車）....................................270

パンクしたときは（タイヤパンク応急
修理キット装着車）................278

エンジンがかからないときは.....288

キーをなくしたときは..............290

給油扉が開かないときは...........290

電子キーが正常に働かないときは
.........................................291

バッテリーがあがったときは.....293

オーバーヒートしたときは........296

スタックしたときは.................300

8-1. 仕様一覧
メンテナンスデータ（指定燃料・オイ
ル量など）............................302

8-2. カスタマイズ機能
ユーザーカスタマイズ機能一覧..307

5 室内装備・機能

6 お手入れのしかた

7 万一の場合には

8 車両情報



4 目次

8-3. 初期設定
初期設定が必要な項目............. 316

こんなときは（症状別さくいん）
........................................ 318

車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）................................... 320

アルファベット順さくいん ....... 321

五十音順さくいん................... 322

さくいん



5

本書はオプションを含むすべての装
備の説明をしています。

そのため、お客様の車にはない装備
の説明が記載されている場合があり
ます。また、車の仕様変更により、
内容がお車と一致しない場合があり
ますのでご了承ください。

レクサス販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱い
については、その商品に付属の取扱
説明書をお読みください。

イラストは、記載している仕様など
の違いにより、お客様の車の装備と
一致しない場合があります。

● レクサスが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがありま
す。

● 車高を下げたり、ワイドタイヤを
装着するなど、車の性能や機能に
適さない部品を装着すると、故障
の原因となったり、事故を起こ
し、重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。

● ハンドルの改造は絶対にしないで
ください。ハンドルには SRSエ
アバッグが内蔵されているため、
不適切に扱うと、正常に作動しな
くなったり、誤ってふくらみ、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがありま

す。

● 次の場合はレクサス販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けナットの交換

異なった種類や指定以外のものを使用す
ると、走行に悪影響をおよぼしたり、不
正改造になることがあります。

･ 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるおそ
れがあり危険です。

RF送信機の取り付けについては、P.7 も
参照してください。

● フロントウインドウガラス、およ
び運転席・助手席のドアガラスに
着色フィルム（含む透明フィル
ム）などを貼り付けないでくださ
い。視界をさまたげるばかりでな
く、不正改造につながるおそれが
あります。

故障診断コネクター などに、点検
整備用の故障診断装置以外の電装品
を取り付けないでください。

電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあり
ます。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

不正改造について

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

A
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本車両には、車両の制御や操作に関
するデータなどを記録するコン
ピューターが装備されており、各機
能の作動時や操作状況により、主に
次のようなデータを記録します。
･ エンジン回転数 / 電気モーター回
転数

･ アクセルペダルの操作状況
･ ブレーキペダルの操作状況
･ 車速
･ 運転支援システムの作動状況
･ カメラの画像情報

車両には複数のカメラがついていま
す。どのカメラが画像を記録してい
るかは、レクサス販売店にお問い合
わせください。

グレード・オプション装備により記
録されるデータ項目は異なります。

なお、コンピューターは会話などの
音声や車内の映像は記録しません。

● データの取扱いについて

レクサスはコンピューターに記録さ
れたデータを車両の故障診断・研究
開発・品質の向上を目的に取得・利
用することがあります。

なお、次の場合を除き、レクサスは
取得したデータを第三者へ開示また
は提供することはありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ レクサスが訴訟で使用する場合

･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

● 記録した画像情報はレクサス販売
店にて消去することが可能です。

また、画像情報を記録する機能を停
止することも可能です。ただし、機
能を停止するとシステム作動時の
データは残りません。

お客様がG-Link をご利用の場合、
記録データとその使用について、
G-Link 利用規約をご覧ください。

お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されています。
EDRは、一定の衝突や衝突に近い状
態（SRSエアバッグの作動および路
上障害物との接触など）が発生した
時に車両システムの作動状況に関す
るデータを記録します。EDR は車両
の動きや安全システムに関するデー
タを短時間記録するように作られて
います。ただし、衝突の程度と形態
によっては、データが記録されない
場合があります。

EDRは次のようなデータを記録しま
す。

● 車両の各システムの作動状況

車両データの記録について

G-Link によるデータの取り扱
いについて

イベントデータレコーダー
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● アクセルペダルおよびブレーキペ
ダルの操作状況

● 車速

これらのデータは、衝突や傷害が発
生した状況を把握するのに役立ちま
す。

注意：EDRは衝突が発生したときに
データを記録します。通常走行時に
はデータは記録されません。また、
個人情報（例：氏名・性別・年齢・
衝突場所）は記録されません。ただ
し、事故調査の際に法執行機関など
の第三者が、通常の手続きとして収
集した個人を特定できる種類のデー
タと EDRデータを組み合わせて使
用することがあります。EDR で記録
されたデータを読み出すには、特別
な装置を車両または EDRへ接続す
る必要があります。レクサスにくわ
え、法執行機関などの特別な装置を
所有する第三者が車両または EDR
に接続した場合でも情報を読み出す
ことができます。

● EDRデータの情報開示

次の場合を除き、レクサスは EDR
で記録されたデータを第三者へ開示
することはありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ レクサスが訴訟で使用する場合

ただし、レクサスは

･ データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

･ 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へ RF送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよぼ
す可能性があります。

● EFI コンピュータ

● Lexus Safety System +

● ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

● VDIM（ビークルダイナミクスイ
ンテグレイテッドマネージメン
ト）

● SRS エアバッグ

● シートベルトプリテンショナー

悪影響を防ぐための措置や取り付け
方法については、必ずレクサス販売
店にお問い合わせください。

ご希望により、RF送信機の取り付け
に関する詳しい情報（周波数帯域・
電力レベル・アンテナ位置・取り付
け条件）をレクサス販売店にてご提
供します。

保証および点検整備については、別
冊「メンテナンスノート」に記載し
ていますので、併せてお読みくださ
い。

日常点検整備や定期点検整備は、お
客様の責任において実施してくださ
い。（法律で義務付けられています）

RF 送信機の取り付けについて

保証および点検について
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本書の見方

本書で使用している、記号につい
て説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：

お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：

お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、して
いただきたい操作を示し
ています。

フタが開くなど、操作後
の作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・
場所を示しています。

してはいけません、この
ようにしないでくださ
い、このようなことを起
こさないでくださいとい
う意味です。
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■ 名称から探す

●五十音順さくいん：P.322

●アルファベット順さくいん：P.321

■ 取り付け位置から探す

●イラスト目次：P.10

■ 症状や音から探す

●こんなときは（症状別さくいん）：
P.318

●車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）：P.320

■ タイトルから探す

●目次：P.2
検索のしかた
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A

B
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ボンネット解除レバー ...........................................................P.234

ハンドル位置調整スイッチ......................................................P.102

調整方法.............................................................................P.102

調整位置の登録......................................................................P.97

オートエアコン....................................................................P.208

操作方法.............................................................................P.208

リヤウィンドウの曇り取り（リヤウインドウデフォッガー）............P.212

オーディオ※

音楽を聴く※

電話をかける・受ける（ハンズフリー）※

トランクオープナーメインスイッチ............................................P.88

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「ナビゲーションシステム取扱説明書」を参照してください。

E

F

G

H
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J

K

L

M

N



14 イラスト目次

■スイッチ類

インストルメントパネル照度調整スイッチ ...................................P.63

オドメーター／トリップメーター切りかえ・

トリップメーターリセットボタン...............................................P.63

ウインドシールドデアイサースイッチ★.....................................P.212

オートマチックハイビームスイッチ..........................................P.135

BSM（ブラインドスポットモニター）メインスイッチ★................P.178

クリアランスソナースイッチ★ ................................................P.186

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

A

B

C

D

E

F



15イラスト目次

タイヤ空気圧警報リセットスイッチ..........................................P.242

ドアミラースイッチ ..............................................................P.104

運転席ポジションメモリースイッチ............................................P.97

ウインドウロックスイッチ......................................................P.109

パワーウインドウスイッチ......................................................P.107

ドアロックスイッチ ................................................................P.84

オーディオスイッチ※

パドルシフトスイッチ ...................................................P.128, 129

メーター操作スイッチ .............................................................P.64

車間距離切りかえスイッチ......................................................P.167

クルーズコントロールスイッチ................................................P.164

LDA（レーンディパーチャーアラート

[ ステアリング制御機能付き ]）スイッチ ...................................P.156

トークスイッチ※

電話スイッチ※

※別冊「ナビゲーションシステム取扱説明書」を参照してください。

A

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

G

H



16 イラスト目次

ドライブモードセレクトスイッチ.............................................P.192

VSC OFF スイッチ ...............................................................P.195

スノーモードスイッチ ...........................................................P.128

Stop & Start キャンセルスイッチ★ .........................................P.176

シートヒータースイッチ ........................................................P.216

シートベンチレータースイッチ★ .............................................P.217

ステアリングヒータースイッチ................................................P.216

リモートタッチ※ .................................................................P.204

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「ナビゲーションシステム取扱説明書」を参照してください。

A

B

C

D

E

F

G

H



17イラスト目次

■室内

SRSエアバッグ .....................................................................P.26

フロアマット.........................................................................P.20

フロントシート......................................................................P.94

ヘッドレスト.......................................................................P.100

シートベルト.........................................................................P.23

コンソールボックス ..............................................................P.221

ドアロックレバー ...................................................................P.84

カップホルダー....................................................................P.221

アシストグリップ .................................................................P.224

コートフック.......................................................................P.224

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J



18 イラスト目次

■天井

インナーミラー....................................................................P.103

サンバイザー※1 ..................................................................P.225

バニティミラー....................................................................P.225

インテリアランプ .................................................................P.218

パーソナルランプ .................................................................P.219

ムーンルーフスイッチ★ .........................................................P.110

侵入・傾斜センサーOFF スイッチ .............................................P.51

ヘルプネットスイッチパネル※2

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※1やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシートを
うしろ向きに取り付けないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。（ P.37）

※2別冊「ナビゲーションシステム取扱説明書」を参照してください。

A

B

C

D

E

F

G
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1-1.安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、お
客様の責任において実施していただ
くことが法律で義務付けられていま
す。適切な時期に点検整備を実施し、
車に異常がないことを確認してくだ
さい。

日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。
異常が見つかった場合は、レクサス販売
店で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロアカー
ペットの上にしっかりと固定してお
使いください。

1 固定フック（クリップ）にフロア
マット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部のレ
バーをまわして、フロアマットを
固定する

マーク を必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状はイラス
トと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただくた
めに、運転する前は必ず次のこと
を確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■運転席にフロアマットを敷くとき

●レクサス純正品であっても、他車種
および異なる年式のフロアマットは
使用しない

●運転席専用のフロアマットを使用す
る

●固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

●フロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない

A
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まっすぐ座り、運転操作時に体が
背もたれから離れないよう、背も
たれの角度を調整する（ P.94）

ペダルがしっかりと踏み込め、ハ
ンドルを握ったときにひじが少し
曲がるようなシート位置にする
（ P.94）

ヘッドレストの中央が耳のいちば
ん上のあたりになるようにする
（ P.100）

シートベルトを正しく着用する
（ P.23）

警告

■運転する前に

●フロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

●エンジン停止およびシフトレバーがP
の状態で、各ペダルを奥まで踏み込
み、フロアマットと干渉しないこと
を確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前に
シートやミラーなどを適切に調整
してください。

正しい運転姿勢をとるには

警告

■安全な運転のために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

A

B

C

D
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すべての乗員は、走行前に必ずシー
トベルトを正しく着用してください。
（ P.23）

シートベルトを正しく着用できない
小さなお子さまを乗せるときは、適
切なチャイルドシートをご用意くだ
さい。（ P.35）

後方が確実に確認できるように、イ
ンナーミラー・ドアミラーを正しく
調整してください。（ P.103, 
104）

警告

●走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

●背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

●フロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

●公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

●他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

●飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

●運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

●長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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シートベルト

走行前にすべての乗員は必ずシー
トベルトを正しく着用してくださ
い。

警告

急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■シートベルトの着用について

●全員がシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

●お子さまはリヤ席に座らせてシート
ベルトを着用させる

●背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

■妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（ P.24）
通常の着用のしかたと同じように、腰
部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置
にかかるようにお腹のふくらみの下に、
肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹の
ふくらみを避けて胸部にかかるように
着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

■お子さまを乗せるとき

P.45

■シートベルトの損傷・故障について

●ベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

●シートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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● 肩部ベルトを肩に十分かける

首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のできるだ
け低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

● ねじれがないようにする

ねじれていない

ねじれている

知識

■お子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

●シートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合ったチャイルドシートを使
用してください。（ P.35）

●シートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレート
をバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボタ

警告

●プレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
レクサス販売店に連絡してください。

●もし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート、シートベルトを交換してく
ださい。

●プリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、レクサス販売店以外でし
ないでください。不適切に扱うと、
正常に作動しなくなるおそれがあり
ます。

正しく着用するには

着け方・はずし方

A

B
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ン を押す

知識

■シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動か
せば、ベルトを引き出すことができます。

フロント席のシートベルトを着用す
るときは、ベルトをガイドに通して
ください。フロント席のシートベル
トをガイドに通しておくとシートベ
ルトが引き出しやすくなります。

リヤシートへ乗り降りするときは、シー
トベルトガイドからシートベルトをはず
します。

前方から強い衝撃を受けたとき、
シートベルトを引き込むことで適切
な乗員拘束効果を確保します。

フロント席のシートベルトプリテンショ
ナーは、側方から強い衝撃を受けたとき
も作動します。

前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃、横転のときは通常は作
動しません。

知識

■シートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは一度し
か作動しません。玉突き衝突などで連続
して衝撃を受けた場合でも、一度作動し
たあとは、その後の衝突では作動しませ
ん。

シートベルトガイド

警告

■シートベルトガイドを使うときは

●ベルトがねじれたり、ひっかかった
りしたままで使用しないでください。

●使用・不使用に関わらず、確実にボ
タンを留めてください。

●ぶらさがったり、無理に引っぱった
りしないでください。

A シートベルトプリテンショナー

警告

■プリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯が点灯します。その場
合はシートベルトを再使用することが
できないため、必ずレクサス販売店で
交換してください。
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■ SRS エアバッグの配置

フロント SRSエアバッグ

運転席SRS エアバッグ／助手席 SRSエアバッグ

運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和します

SRSニーエアバッグ

運転者と助手席乗員の衝撃緩和を補助します

SRS サイド＆カーテンシールドエアバッグ

SRSサイドエアバッグ

フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和します

SRSカーテンシールドエアバッグ

フロント席とリヤ席乗員の主に頭部への衝撃を緩和します

SRSエアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたとき
にふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝撃を緩和
させます。

SRSエアバッグシステム

A

B

C

D
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知識

■SRSエアバッグが作動すると

●SRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

●作動音と共に白いガスが発生します。

●フロント席・フロントピラー・リヤピ
ラー・ルーフサイドレールの一部分な
どだけでなくエアバッグ構成部品（ハ
ンドルのハブ・エアバッグカバー・イ
ンフレーター）も数分間熱くなること
があります。エアバッグそのものも熱
くなります。

●フロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

●すべてのドアが解錠されます。
（ P.83）

●燃料供給を停止します。（ P.260）

●G-Link の契約期間内は、次の場合、自
動的に緊急通報がヘルプネットセン
ターに送信されます。オペレーターか
らの呼びかけに応答がない場合は、緊
急車両を手配します。
詳しくは「ナビゲーションシステム取
扱説明書」を参照してください。

･ SRSエアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作動
した

･ 後方から強い衝撃を受けた

■SRSエアバッグが作動するとき（フロ
ント SRS エアバッグ）

●フロント SRSエアバッグは、衝撃の強
さが設定値（移動も変形もしない固定
された壁に、車速約 20～ 30km/h で
正面衝突した場合の衝撃の強さに相当
する値）以上の場合に作動します。
ただし、次のような場合はエアバッグ
が作動する車速は設定値より高くなり
ます。

･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

●衝突条件によってはシートベルトプリ
テンショナーのみ作動する場合があり
ます。

■SRS エアバッグが作動するとき（SRS
サイド＆カーテンシールドエアバッグ）

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグは、衝撃の強さが設定値（約
1.5t の車両が、約 20～ 30km/h の速
度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃
の強さに相当する値）以上の場合に作
動します。

●前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場
合は左右の SRS サイド＆カーテンシー
ルドエアバッグが開く場合があります。

■衝突以外で作動するとき

次のような状況で車両下部に強い衝撃を
受けたときも、フロント SRS エアバッグ
と SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

●縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

●深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

●ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき
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■SRSエアバッグが作動しないとき（フ
ロント SRS エアバッグ）

フロント SRS エアバッグは、側面や後方
からの衝撃・横転・または低速での前方
からの衝撃では、通常は作動しません。
ただし、それらの衝撃が前方への減速を
十分に引き起こす場合には、フロント
SRS エアバッグが作動することがありま
す。

●側面からの衝突

●後方からの衝突

●横転

■SRSエアバッグが作動しないとき
（SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分
以外の側面に衝撃を受けたときには、
SRS サイド＆カーテンシールドエアバッ
グが作動しない場合があります。

●客室部分以外の側面への衝撃

●斜めからの衝撃

SRS サイド＆カーテンシールドエアバッ
グは、後方からの衝撃・横転・または低
速での前方や側面からの衝撃では、通常
は作動しません。

●後方からの衝突

●横転

■レクサス販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くレクサス販
売店へご連絡ください。

●いずれかの SRS エアバッグがふくらん
だとき

●フロント SRS エアバッグはふくらまな
かったが、事故で車両の前部を衝突し
たとき、または破損・変形などがある
とき

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグはふくらまなかったが、事故で
ドアおよびその周辺部分を衝突したと
き、または破損・変形などがあるとき

●ハンドルのパッド部分・ダッシュボー
ドの助手席 SRS エアバッグ付近・イン
ストルメントパネル下部が傷付いたり、
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ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

●SRSサイドエアバッグが内蔵されてい
るシート表面が傷付いたり、ひび割れ
たり、その他の損傷を受けたとき

●SRSカーテンシールドエアバッグが内
蔵されているフロントピラー部・リヤ
ピラー部・ルーフサイド部が傷付いた
り、ひび割れたり、その他の損傷を受
けたとき

警告

■SRS エアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRS エアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

●助手席 SRS エアバッグは強い力でふ
くらむため、シートの背もたれを調
整して、シートをできるだけ SRSエ
アバッグから離し、まっすぐに座っ
てください。

●お子さまが小さくてシートベルトを
使用できないときは、チャイルド
シートでしっかり固定してください。
お子さまはリヤ席に乗せ、チャイル
ドシートまたはシートベルトを着用
させることをおすすめします。
（ P.35）

●シートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない

●お子さまを助手席 SRS エアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りしない

●運転者および助手席乗員は、ひざの
上に何も持たない
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警告

●ドアやフロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レールへ寄りかからない

●助手席では、ドアに向かってひざを
ついたり、窓から顔や手を出したり
しない

●ダッシュボード・ハンドルのパッド
部分・インストルメントパネル下部
などには何も取り付けたり、置いた
りしない

●ドア・フロントウインドウガラス・
ドアガラス・フロントピラーおよび
リヤピラー・ルーフサイドレール・
アシストグリップなどには何も取り
付けない
( 速度制限ラベルを除く： P.280)

●コートフックにハンガーなどの硬い
ものをかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグが
作動したときに投げ出されるおそれ
があります。

●SRS ニーエアバッグがふくらむ場所
にビニールカバーが付いている場合
は、取り除いてください。

●SRS サイドエアバッグがふくらむ場
所を覆うようなシートアクセサリー
を使用しないでください。エアバッ
グが作動する際、アクセサリーが干
渉するおそれがあります。そのよう
なアクセサリーがエアバッグが正常
に作動するのをさまたげ、システム
を不能にしたり、またはエアバッグ
が誤って作動したりするおそれがあ
ります。

●SRS エアバッグシステム構成部品の
周辺は、強くたたくなど過度の力を
加えないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

●SRSエアバッグがふくらんだ直後は、
構成部品が熱くなっているため、ふ
れないでください。
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センサー

ボンネット

リフター

知識

■ポップアップフードについて

●廃車するときは、必ずレクサス販売店
にご相談ください。

●ポップアップフードは、一度作動する
と再使用できません。レクサス販売店
で交換してください。

■ポップアップフードが作動するとき

次のような衝撃を受けたときに作動しま

警告

●SRSエアバッグがふくらんだあとに、
もし呼吸が苦しく感じたら、ドアや
ドアガラスを開けて空気を入れるか、
安全を確認して車外に出てください。
皮膚の炎症を防ぐため、残留物はで
きるだけ早く洗い流してください。

●SRS エアバッグが収納されている
パッド部およびフロントピラーガー
ニッシュ部に傷が付いていたり、ひ
び割れがあるときは、そのまま使用
せずレクサス販売店で交換してくだ
さい。

■改造・廃棄について

レクサス販売店への相談なしに、次の
改造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●SRS エアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理

●ハンドル・インストルメントパネ
ル・ダッシュボード・シート・シー
ト表皮・フロントピラー・センター
ピラー・リヤピラー・ルーフサイド
レールなどの周辺の修理・取りはず
し・改造

●フロントフェンダー・フロントバン
パー・車内側面部の修理・改造

●グリルガード（ブルバー・カンガ
ルーバーなど）・除雪装置・ウインチ
などの取り付け

●サスペンションの改造

●CD プレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け

ポップアップフード

ポップアップフードは前方向から
の衝突時にボンネットの後方を持
ち上げ、エンジンルーム内の空間
を確保し、歩行者の頭部への衝撃
を緩和させます。

作動速度範囲での走行時に歩行者
やその他の物体との衝突により、
フロントバンパー裏にあるセン
サーが一定以上の衝撃を感知する
と、システムが作動し、ボンネッ
トが持ち上がります。

システムの構成部品

A

B

C
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す。

●作動速度範囲（約 25 ～ 55km/h）での
走行時、フロントバンパーに歩行者と
同等、もしくはそれ以上の衝撃を正面
から受けたとき。（衝突したときにフロ
ントバンパーに痕跡が残らないような
場合でも、一定以上の衝撃が加われば
作動します。また、軽いもの・小さな
動物や他の小さな物体でも衝突の状況、
速度によっては作動することがありま
す）

●その他に、次のような車両下部やフロ
ントバンパーに衝撃を受けたときも作
動することがあります。

･ 縁石に衝突したとき
･ 深い溝や穴に落ち込んだとき
･ ジャンプして地面にぶつけたとき
･ 駐車場のスロープ・うねりのある道路・
突起物や落下物などにぶつけたとき

■ポップアップフードが作動しにくいと
き

●走行中、フロントバンパーの左右の角
や側面に歩行者がぶつかったときは、
衝撃を検知しにくいため、作動しない
ことがあります。また、歩行者の衝撃
によっては作動しにくい場合がありま
す。

●車両が横すべりするなどして、車速が
正しく検知できないときは正常に作動
しないことがあります。

■ポップアップフードが作動しないとき

次のようなときは作動しません

●横たわっている歩行者に衝突したとき

●作動速度範囲外での走行時にフロント
バンパーが衝撃を受けたとき

●横方向や後部から衝撃を受けたとき

●横転、転覆したとき（事故の状況、形
態によっては、ポップアップフードが
作動することがあります。）

警告

■ポップアップフードが作動したとき

●ボンネット解除レバーを引かないで
ください。ポップアップフードが作
動したあとにボンネット解除レバー
を引くと、さらにボンネットが上が
り、思わぬけがをするおそれがあり
危険です。ボンネットが上がったま
ま走行すると視界がさまたげられ、
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。
ボンネットを無理に押しもどさない
でください。作動したボンネットは
手動では下げることができないため、
ボンネットが変形したり、思わぬ傷
害につながるおそれがあり危険です。
ポップアップフードが作動したあと
はレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。車両の移動は安全な場所ま
でにとどめ、販売店に連絡してくだ
さい。

●ポップアップフードが作動した直後
は、リフターにふれないでください。
作動直後はリフターが熱くなってい
るため、やけどをするおそれがあり
ます。

注意

■ポップアップフードについて

●ボンネットが完全に閉まっていない
と、正常に作動しないおそれがあり
ます。走行前に必ず確認してくださ
い。

●4 輪とも指定されたサイズのタイヤ
を指定空気圧で使用してください。
異なるサイズのタイヤを使用すると、
システムが正常に作動しなくなるお
それがあります。
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注意

●フロントバンパー周辺に何かがぶつ
かったときは、ポップアップフード
が作動していなくても、センサーが
損傷しているおそれがあります。必
ずレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

●ポップアップフードの部品や配線な
どを取りはずしたり修理しないでく
ださい。誤って作動したり、正常に
作動しなくなるおそれがあります。
修理や交換作業が必要なときは、レ
クサス販売店にご相談ください。

●フロントバンパー・ボンネット・サ
スペンションなどを純正品以外のも
のに交換しないでください。また、
取りはずしたりしないでください。
システムが正常に作動しなくなるお
それがあります。

●フロントバンパーやボンネットにも
のを取り付けないでください。衝撃
を正しく検知できず、システムが正
常に作動しなくなるおそれがありま
す。

●ボンネットを強く閉めたり、リフ
ターに荷重を加えないでください。
リフターが損傷し、システムが正常
に作動しなくなるおそれがあります。

●サスペンションを改造しないでくだ
さい。車高が変わると、システムが
正常に作動しなくなるおそれがあり
ます。

排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に有
害な物質が含まれています。

警告

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因となるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■走行中の留意事項

トランクを閉じてください。
トランクが閉じているのに車内で排気
ガス臭がするときは、ドアガラスを開
けて空気を入れかえ、すみやかにレク
サス販売店で点検整備を受けてくださ
い。

■駐車するとき

●車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、エンジンを停止してく
ださい。

●長時間エンジンが作動したままにし
ないでください。
やむを得ないときは、開かれた場所
に車を停め、排気ガスが車内に入っ
てこないことを確認してください。

●降雪時や雪が積もった場所では、エ
ンジンが作動したままにしないでく
ださい。
まわりに積もった雪で排気ガスが滞
留して、車内に侵入するおそれがあ
ります。
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警告

■排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や
亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、
排気音の異常などに気付いた場合は、
必ずレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。
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1-2.お子さまの安全

知っておいていただきたいこと：
P.36

チャイルドシートを使用するとき
は：P.37

シート位置別チャイルドシートの適
合性について：P.39

チャイルドシートの取り付け方法：
P.43
･ シートベルトで固定する：P.43

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次のこ
とをお守りください。

● シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、適切なチャイルドシート
をご用意ください。（ P.35）

● 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに乗
せることをおすすめします。

● パワーウインドウを誤操作しな
いように、ウインドウロックス
イッチ（ P.109）をご使用く
ださい。

● 小さなお子さまには、パワーウ
インドウ・ボンネット・トラン
クやシートなど、体を挟まれる
おそれがある装備類を操作させ
ないでください。

警告

■お子さまをのせるときは

●お子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になっ
て熱射病や脱水症状になり、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、
発炎筒などでやけどしたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●車にお子さまを乗せる場合は、お子
さまの安全を確保するための注意事
項やチャイルドシートの取り付け方
などをまとめた、P.35 を参照してく
ださい。

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルドシー
トを取り付ける前にお守りいただ
きたいことや、チャイルドシート
の種類および取り付け方法などを
記載しています。

● シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、チャイルドシートをお使
いください。お子さまの安全の
ために、チャイルドシートはリ
ヤシートに取り付けてくださ
い。
取り付け方法は、商品に付属の
取扱説明書に必ず従ってくださ
い。

● レクサスでは、より安全にお使
いいただくために、レクサス純
正チャイルドシートの使用を推
奨しています。
レクサス純正チャイルドシート
は、レクサス車のために作られ
たチャイルドシートです。レク
サス販売店で購入することがで
きます。

目次
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･ ISOFIX ロアアンカレッジで固定
する：P.45

･ トップテザーアンカレッジを使用
する：P.46

● チャイルドシートに関する注意事
項および法規について、優先して
お守りください。

● お子さまが成長し、適切にシート
ベルトが着用できるようになるま
ではチャイルドシートを使用して
ください。

● お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートをお
選びください。

● すべてのチャイルドシートがすべ
ての車両に適合するわけではあり
ません。チャイルドシートの使
用・購入の際は、あらかじめ取り
付けるシート位置との適合性を確
認してください。

知っておいていただきたいこと

警告

■お子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。お子さまに最適なチャイルド
シートについては、チャイルドシー
ト製造業者、または販売業者にご相
談ください。

●レクサスでは、お子さまの年齢や体
の大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

●お子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。

■チャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

●チャイルドシートによっては、取り
付けができない、または取り付けが
困難な場合があります。その場合は、
車への取り付けに適したチャイルド
シートであるか確認してください
（ P.39）。本書のチャイルドシート
固定方法およびチャイルドシートに
付属の取扱説明書をよくお読みの上、
確実に取り付け、使用方法をお守り
ください。

●チャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

●チャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
するか、トランク内に容易に動かな
いように収納してください。
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■ 助手席にチャイルドシートを取り
付けるとき

お子さまの安全のために、チャイル
ドシートはリヤシートに取り付けて
ください。

やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、助手席
シートを次のように調整し、チャイ
ルドシートを取り付けてください。

● シートをいちばんうしろに下げる

● シートの高さをいちばん高い位置
まで上げる

● 背もたれを可能な限り起こす

背もたれとチャイルドシートの間にすき
間がある場合は、背もたれと チャイルド
シートのすき間が少なくなるように背も
たれを調整してください。

● ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずす
取りはずしができない場合は、
ヘッドレストをいちばん上まで上
げる

チャイルドシートを使用すると
きは

警告

■チャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、チャイル
ドシートをうしろ向きに取り付けな
いでください。
うしろ向きに取り付けていると、事
故などで助手席 SRSエアバッグがふ
くらんだとき、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内容
のラベルが貼られています。併せて
参照してください。



38 1-2. お子さまの安全

警告

警告

●やむを得ず助手席に前向きにチャイ
ルドシートを取り付ける場合には、
助手席シートをいちばんうしろに下
げて取り付けてください。
助手席 SRS エアバッグはかなりの速
度と力でふくらむので、お守りいた
だかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

●チャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール付近にお子さまの頭や体のど
の部分も、もたれかけないようにし
てください。SRS エアバッグがふく
らんだ場合、大変危険であり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

●お子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リ
ヤシートに取り付けてください。



39

1

1-2. お子さまの安全
安
全
・
安
心
の
た
め
に

■ シート位置別チャイルドシートの
適合性一覧表について

シート位置別チャイルドシートの適
合性（ P.40）は、使用可能なチャ
イルドシートの種類や取り付け可能
な座席位置を記号で表しています。
また、お子さまに合った推奨チャイ
ルドシートについても選択すること
ができます。
推奨チャイルドシートについては、
「推奨チャイルドシートと適合性一覧
表」を確認してください。（ P.42）
次に記載されている、「シート位置別
チャイルドシートの適合性を確認す
る前に」も併せて確認してください。

■ シート位置別チャイルドシートの
適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認す
る

UN(ECE) R44※1 に適合した

チャイルドシートを使用してくだ
さい。
適合したチャイルドシートには、
次の認可マークが表示されていま
す。
チャイルドシートに付いている認
可マークを確認してください。

法規番号の表示例

UN(ECE) R44認可マーク※2

対象となるお子さまの体重の範囲
が記載されています。

2 チャイルドシートのカテゴリーを
確認する
チャイルドシートのカテゴリーが
次のどのカテゴリーに該当するの
か、チャイルドシートの認可マー
クを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイルド
シートに付属の取扱説明書を確認
頂くか、または販売業者へ確認し
てください。

･ ユニバーサル「universal（汎用）」
･ セミユニバーサル
「semi-universal（準汎用）」
･ リストリクティッド「restricted
（限定）」
･ ビークルスペシフィック「vehicle 

警告

●運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ席
に取り付けてください。

●助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について

A
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specific（特定車両）」

※1UN(ECE) R44 は、チャイルドシート
に関する国連法規です。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。

■ シート位置別チャイルドシートの
適合性 ※1シートをいちばんうしろに下げた状態

で取り付けてください。シートの高さ
調整ができる場合は、いちばん高い位
置に調整してください。

※2背もたれを可能な限り起こしてくださ
い。
前向きにチャイルドシートを取り付け
るときに、背もたれとチャイルドシー
トの間にすき間がある場合は、背もた
れとチャイルドシートのすき間が少な
くなるように背もたれを調整してくだ
さい。

※3ヘッドレストとチャイルドシートが干
渉してチャイルドシートが正しく取り
付けられない場合、ヘッドレストの取
りはずしが可能なときは、ヘッドレス
トを取りはずしてください。

※1, 2, 3
※4

※3

※3

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
推奨チャイルドシートと適合性
一覧表（ P.42）に記載された
チャイルドシートに適していま
す。

ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。

トップテザーアンカレッジが装
備されています。

やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。
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取りはずしができない場合は、ヘッド
レストをいちばん上まで上げてくださ
い。

※4チャイルドシートを必ず、前向きで使
用してください。

■ チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

※フロントシートを一番前に移動させてください。

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記の表
に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができます。
「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシートに
付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに「治
具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャイルド
シートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合わせの上、
適合性を確認してください。

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト式が搭載可能な
着座位置（有 / 無）

有 有 有

アイサイズ着座位置（有 / 無） 無 無 無

搭載可能な横向きチャイルドシートの治具
（L1/L2）

搭載可能なうしろ向きチャイルドシートの治
具（R1/R2X/R2/R3） R1※ R1※

搭載可能な前向きチャイルドシートの治具
（F2X/F2/F3）

F2X, F2 F2X, F2

搭載可能なジュニアシートの治具（B2/B3）

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート
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■ 推奨チャイルドシートと適合性一覧表

● リヤシートにチャイルドシートを
取り付けるときは、お子様やチャ
イルドシートがフロントシートと
干渉しないようにフロントシート
を調整してください。

● サポートベース付きのチャイルド
シートを取り付けるときに、チャ
イルドシートをサポートベースへ
固定する際にチャイルドシートが
背もたれと干渉する場合は、チャ
イルドシートが干渉しなくなるま
で背もたれを調整してださい。

● シートベルトのショルダーアン
カーがチャイルドシートベルトガ
イドより前にある場合は、シート
を前方に動かします。

● ジュニアシートを取り付けるとき
に、お子様がかなり直立した姿勢
になる場合は、背もたれの角度を
最も快適な位置に調整します。ま
た、シートベルトのショルダーア
ンカーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、シー
トを前方に移動します。

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

質量グループ 推奨チャイルドシート

着座位置

0、0+
（13kg まで）

レクサス純正
NEO G-Child baby

○ ○

レクサス純正
NEO G-Child ISO leg

○ ○

Ⅰ
（9 ～ 18kg）

レクサス純正
NEO G-Child baby

○
前向き
のみ

○ ○

レクサス純正
NEO G-Child ISO leg

○ ○

Ⅱ、Ⅲ
（15 ～ 36kg）

レクサス純正
ジュニアシート

○ ○ ○

治具 使用の向き・形状・大きさ
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チャイルドシートの取り付けについては、チャイルドシートに付属の取扱説
明書を確認してください。

■ シートベルトで固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。

お手持ちのチャイルドシートが「ユ
ニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場
合は、チャイルドシートメーカーが
提供する「車種別適合リスト」を参
照するか、販売業者へお問い合わせ
の上、適合性を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.43

ISOFIX ロアアンカレッジ
で固定する

P.45

テザーベルトを固定する P.46

チャイルドシートをシートベル
トで固定する



44 1-2. お子さまの安全

（ P.39, 40）

1 やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助手
席シートを正しく調整してくださ
い。（ P.37）

2 背もたれを可能な限り起こす

前向きにチャイルドシートを取り付ける
とき：
背もたれとチャイルドシートの間にすき
間がある場合は、背もたれとチャイルド
シートのすき間が少なくなるように背も
たれを調整してください。

3 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（ P.100）

4 チャイルドシートにシートベルト
を取り付け、プレートをバックル
に“カチッ”と音がするまで挿
し込む。ベルトがねじれていない
ようにする

チャイルドシートに付属の取扱説明書に
従い、シートベルトをチャイルドシート
にしっかりと固定させてください。

5 チャイルドシートにシートベルト
の固定装置が備わっていない場合
は、ロッキングクリップ（別売）
を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
レクサス販売店にご相談ください。（ロッ
キングクリップ品番：73119-22010）

6 取り付け後はチャイルドシートを
前後左右にゆすり、しっかりと固
定されていることを確認してくだ
さい。（ P.45）

■ チャイルドシートの取りはずし

バックルの解除ボタンを押し、シー
トベルトをチャイルドシートから取
りはずす

バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくり戻してください。
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■ ISOFIX ロアアンカレッジについ
て

この車はリヤ席に ISOFIX ロアアン
カレッジが装備されています。（ロア
アンカレッジが装備されていること

を示すマークがシートに付いていま
す）

■ ISOFIX ロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユ
ニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場
合は、チャイルドシートメーカーが
提供する「車種別適合リスト」を参
照するか、販売業者へお問い合わせ
の上、適合性を確認してください。
（ P.39, 40）

1 背もたれを可能な限り起こす

前向きにチャイルドシートを取り付ける
とき：
背もたれとチャイルドシートの間にすき
間がある場合は、背もたれと チャイルド
シートのすき間が少なくなるように背も
たれを調整してください。

2 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（ P.100）

3 チャイルドシートをシートに取り
付ける

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

●シートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

●チャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

●ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する
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チャイルドシートのコネクタ（取り付け
金具）をロアアンカレッジに取り付けま
す。
取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。

4 取り付けたチャイルドシートを前
後左右にゆすり、固定されている
ことを確認する（ P.45）

■ トップテザーアンカレッジについ
て

この車はリヤ席にトップテザーアン
カレッジが装備されています。

テザーベルトを固定するときに使います。

トップテザーアンカレッジ

テザーベルト

■ テザーベルトをトップテザーアン
カレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。

1 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

● ISOFIX ロアアンカレッジを使用する
ときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないかな
どを確認してください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

トップテザーアンカレッジを使
用する

A

B
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は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（ P.100）

2 フタを開けてトップテザーアンカ
レッジにフックを固定し、テザー
ベルトを締める

テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認しま
す。（ P.45）

ヘッドレストを上げた状態でチャイルド
シートを取り付けるときは、テザーベル
トは必ずヘッドレストの下へ通してくだ
さい。

テザーベルト

フック

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

A

B

●テザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

●テザーベルトは、必ずチャイルド
シートを取り付けたシートのトップ
テザーアンカレッジに掛けてくださ
い。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

●ヘッドレストを上げた状態でチャイ
ルドシートを取り付けるときは、
ヘッドレストを引き上げてトップテ
ザーアンカレッジに固定したあとに、
ヘッドレストを下げないでください。

注意

■トップテザーアンカーについて

使用しないときはフタを確実に閉めて
ください。開けたままにしておくとフ
タが破損するおそれがあります。
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1-3.盗難防止装置

エンジンスイッチをOFFにすると、
システムの作動を知らせるためにイ
ンジケーターが点滅します。

登録されたキーを携帯し、エンジンス
イッチをアクセサリーモードまたはイグ
ニッション ONモードにするとシステム
が解除され、インジケーターが消灯しま
す。

知識

■メンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステムのメン
テナンスは不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●キーが金属製のものに接したり、覆わ
れているとき

●キーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

エンジンイモビライザーシ
ステム

キーに信号発信機が内蔵してあり、
あらかじめ登録されたキー以外で
はエンジンを始動できません。

車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止に
寄与する機能であり、すべての車
両盗難に対する完全なセキュリ
ティを保証するものではありませ
ん。

システムを作動させるには

注意

■エンジンイモビライザーシステムを
正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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■ ドアを施錠する前の確認

オートアラームの思わぬ作動、およ
び盗難を防ぐため、次のことを必ず
確認してください。

● 車内に人が乗っていないか

● ドアガラスとムーンルーフ★が閉

じているか

● 車内に貴重品などを放置していな
いか

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ オートアラームを設定するには

ドア・トランク・ボンネットを閉め、
スマートエントリー＆スタートシス
テム・ワイヤレスリモコンを使って
施錠します。
30秒以上経過すると、自動的に設
定されます。

オートアラームがセットされるとインジ
ケーターは点灯から点滅にかわります。

■ オートアラームを解除／停止する
には

次のいずれかを行ってください。

● スマートエントリー＆スタートシ
ステム・ワイヤレスリモコンを
使ってドアまたはトランクを解錠
する

● エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッションON
モードにするか、エンジンを始動
する（数秒後に解除・停止しま
す）

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検知
した場合に音と光で警報する機能
です。
オートアラームを設定すると、次
のような状況でオートアラームが
作動します。

● 施錠されたドアまたはトランク
が、スマートエントリー＆ス
タートシステム・ワイヤレスリ
モコンを使わずに解錠された
り、開けられたとき

● ボンネットが開けられたとき

● 侵入センサーが車内で動くもの
を検知したとき（侵入者がガラ
スを割るなどして車内に乗り込
んだとき）

● 傾斜センサーが車両の傾きを検
知したとき

※G-Link サービスをご利用のお客様へ
は、オートアラームが作動した場合
Eメールや電話でお知らせすること
ができます。
詳しくは、別冊「ナビゲーションシ
ステム取扱説明書／ G-Link ／サー
ビスの使い方／ G-Security を利用
する」を参照してください。

オートアラームを設定／解除／
停止する
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知識

■メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス
は不要です。

■G-Link（ご契約のお客様のみ）

●うっかり通知機能によって、施錠のし

忘れや非常点滅灯の消し忘れ、ドアガ

ラスの閉め忘れ、ムーンルーフ★の閉め
忘れなどを、ご指定の Eメールアドレ
スへお知らせすることができます。
うっかり通知機能は車内の電子キー検
知を使用しているため、スマートエン
トリー＆スタートシステムが正しく作
動しない場合は、うっかり通知機能が
正しく働かないことがあります。

●リモート確認機能によって、ドアの開
閉や施錠の状態、非常点滅灯の点滅状
態、電子キーの車内への置き忘れなど
を携帯電話で確認できます。

詳しくは、別冊「ナビゲーションシステ
ム取扱説明書／G-Link ／サービスの使い
方／G-Security を利用する」を参照して
ください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■オートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動
することがあります。オートアラームを
解除・作動を停止する操作を行ってくだ
さい。

●メカニカルキーを使ってドアを解錠し
たとき

●メカニカルキーを使ってトランクを開
けたとき

●車内に残った人が、ドア・トランク・
ボンネットを開けたり、ロックレバー
で解錠したとき

●施錠後、バッテリーあがりなどで、
バッテリーの充電や交換をしたとき
（ P.295）

■オートアラーム作動によるドアロック
機能について

以下のとき、自動的にドアが施錠される
ことがあります。

●車内に残った人がドアを解錠し、オー
トアラームが作動したとき

●オートアラーム作動中に車内に残った
人がドアを解錠したとき

●バッテリーあがりなどで充電・交換し
たとき
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■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）

■ 侵入・傾斜センサーの検知につい
て

● 侵入センサーは、車内に不正に入
り込んだ侵入者の動きを超音波で
検知するセンサーです。侵入者の
動きで検知するため、ドアを開け
ずガラスを割って入り込んだ侵入
者なども検知できます。

● 傾斜センサーは、車両の傾きの変
化を検知するセンサーです。けん
引などで車が盗難される場合など
を検知します。

このシステムは、車両盗難を防止ま
たは抑止する機能であり、すべての
侵入に対する完全なセキュリティを
保証するものではありません。

■ 侵入・傾斜センサーを設定する

オートアラームを設定すると、自動
でセットされます。（ P.49）

■ 侵入・傾斜センサーを停止する

車内で動くものに反応するため、
ペットや動くものを車内に残すとき
は、必ず侵入・傾斜センサーを停止
してからオートアラームを設定して
ください。

1 エンジンスイッチをOFFにする
2 侵入・傾斜センサーOFFスイッ
チを押す

もう一度スイッチを押すと、侵入・傾斜
センサーは再びセットされます。

侵入・傾斜センサーを OFF ／ ON する
たびに、メーター内のマルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

知識

■侵入・傾斜センサーの作動・停止につ
いて

●侵入・傾斜センサーの作動を停止して
も、オートアラームは作動します。

●侵入・傾斜センサーを停止したあとに
エンジンスイッチを押すか、スマート
エントリー＆スタートシステム・ワイ
ヤレスリモコンによる解錠操作を行う
と、侵入・傾斜センサーは復帰します。

●オートアラームの設定を解除するたび
に侵入・傾斜センサーは復帰します。

■侵入センサーについての留意事項

次のような場合、侵入センサーの検知に
よりオートアラームが作動することがあ
ります。状況に応じ、侵入センサーを停
止してからアラームを設定してください。

●ドアガラスやムーンルーフ★などが開い

ている場合、次のものを検知すること
があります。

注意

■オートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。

侵入・傾斜センサー
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･ 室内に入った落ち葉・虫・風など
･ 他車の侵入センサーなどが発する超音
波

･ 室外の歩行者の動き

●マスコットやアクセサリーをぶら下げ
た状態で取り付けたり、コートフック
に衣類をかけているときなど、動きや
すいものが車内にある場合

●振動や騒音が激しい場所、または連続
的な衝撃や振動が車両に伝わる状況

･ 立体駐車場に駐車したとき
･ ガラスに付着した氷を削り落すとき
･ 高圧洗車機や自動洗車機などを使うと
き

･ ひょう・落雷などのとき
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■傾斜センサーについての留意事項

次のような場合、傾斜センサーの検知に
よりオートアラームが作動することがあ
ります。状況に応じ、傾斜センサーを停
止してからアラームを設定してください。

●フェリー・トレーラー・列車などで運
搬するとき

●立体駐車場に駐車したとき

●車両移動をともなう洗車機を使用する

とき

●タイヤ空気圧が少ないとき

●ジャッキアップするとき

●地震や路面陥没が起きたとき

●ルーフキャリアにスキー板やスノー
ボード等を積んだり、荷降ろしすると
き

注意

■侵入センサーを正しく作動させるた
めに

●センサーの穴はふさがないようにし
てください。

●センサーの穴に向かって、直接消臭
スプレーなどを噴霧しないでくださ
い。

●運転席と助手席のシートのあいだに、
レクサス純正品以外のアクセサリー
を装着したりものを放置したりする
と、検知性能が低下することがあり
ます。
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2-1.計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。

F SPORT 以外

F SPORT

システム異常などを警告します。

警告灯／表示灯

メーター・センターパネル・ドアミラーの警告灯／表示灯でお車の状況をお
知らせします。

メーターの警告灯／表示灯

警告灯一覧
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
イグニッション ONモードにすると点
灯し、数秒後またはエンジンをかける
と消灯します。点灯しない場合や点灯
したままのときはシステム異常のおそ
れがあります。レクサス販売店で点検
を受けてください。

※2マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

※3F SPORT 以外：マルチインフォメー
ションディスプレイに表示されます。
F SPORT：メーターに表示されます。

システムの作動状況を表示します。

ブレーキ警告灯※1

（ P.261）

高水温警告灯※2（ P.261）

充電警告灯※3（ P.261）

油圧警告灯※2（ P.261）

エンジン警告灯※1

（ P.262）
SRS エアバッグ／プリテン

ショナー警告灯※1

（ P.262）
ABS ＆ブレーキアシスト警告

灯※1（ P.262）
ブレーキオーバーライドシス
テム／ドライブスタートコン

トロール警告灯※2

（ P.262）

パーキングブレーキ警告灯
（ P.263）

パワーステアリング警告灯※1

（ P.263）

（橙色）

LDA（レーンディパーチャー
アラート）表示灯（ P.263）

（点滅また
は点灯）

PCS 警告灯※1（ P.264）

スリップ表示灯※1

（ P.264）

（点滅）

Stop ＆ Start キャンセル表示

灯★※1（ P.264）

半ドア警告灯（ P.264）

燃料残量警告灯（ P.265）

シートベルト非着用警告灯
（ P.265）

マスターウォーニング※1

（ P.265）

タイヤ空気圧警告灯※1

（ P.265）

警告

■安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS や SRS エアバッグなど安全装置
の警告灯がエンジンスイッチをイグ
ニッション ONモードにしても点灯し
ない場合や点灯したままの場合は、事
故にあったときに正しく作動せず、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。ただち
にレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

表示灯一覧

方向指示表示灯（ P.130）

尾灯表示灯（ P.133）

ハイビーム表示灯（ P.134）
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● 走行モード表示

F SPORT以外

F SPORT

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
イグニッション ONモードにすると点
灯し、数秒後またはエンジンをかける
と消灯します。点灯しない場合や点灯
したままのときはシステム異常のおそ
れがあります。レクサス販売店で点検
を受けてください。

※2システムが OFF のときに点灯します。
※3作動確認のため次の条件のときインジ

オートマチックハイビーム表

示灯※1（ P.135）

リヤフォグランプ表示灯★

（ P.137）

Stop & Start 表示灯★※1

（ P.171）
Stop & Start キャンセル表示

灯★※1, 2（ P.176）

PCS 警告灯※1, 2（ P.152）

クルーズコントロール表示灯
（ P.169）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（ P.164）

クルーズコントロールセット
表示灯（ P.164）

（白色）

LDA（レーンディパーチャー
アラート）表示灯（ P.159）

（緑色）

LDA（レーンディパーチャー
アラート）表示灯（ P.159）

（橙色点滅）

LDA（レーンディパーチャー
アラート）表示灯（ P.159）

BSM（ブラインドスポットモ
ニター）ドアミラーインジ

ケーター★※3, 4（ P.178）

クリアランスソナー表示灯★

（ P.186）

（点滅）

スリップ表示灯※1

（ P.195）

VSC（ビークルスタビリティ
コントロール）OFF 表示灯
※1, 2（ P.195）

セキュリティ表示灯※5

（ P.48, 49）

低温表示灯※6（ P.58）

エコドライブインジケーター

ランプ※1（ P.66）

エコドライブモード表示灯
（ P.192）

SPORT S 表示灯（ P.192）

SPORT S+ 表示灯（ P.192）

カスタム表示灯（ P.192）

スノーモード表示灯
（ P.128）

エコドライブモード表示灯
（ P.192）

SPORT S 表示灯（ P.192）

SPORT S+ 表示灯（ P.192）

カスタム表示灯（ P.192）

スノーモード表示灯
（ P.128）
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ケーターが点灯します。
･ BSMメインスイッチがONの状
態で、エンジンスイッチをイグ
ニッションONモードにしたとき

･ エンジンスイッチがイグニッショ
ンONモードで、BSMメインス
イッチをONにしたとき

システムが正常であればインジケー
ターは数秒後に消灯します。点灯し
ない場合や点灯したままのときはシ
ステム異常のおそれがあります。レ
クサス販売店で点検を受けてくださ
い。
※4ドアミラーに表示されます。
※5センターパネルに表示されます。
※6外気温が約 3℃以下のとき、約 10 秒
間点滅後に、点灯します。
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■ 計器類の位置（F SPORT 以外）

水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

タコメーター

毎分のエンジン回転数を示します。

外気温

外気温度を -40℃ ～ 50 ℃ の間で表示します。外気温が約 3℃ 以下のときは、低温
表示灯が点灯します。

ドライブモードのカラー背景
ドライブモードによって背景色がかわります。( P.192)

･ スポーツモード：赤色
･ エコモード：青色

ノーマルモード、カスタムモードのときは、背景色が黒色になります。

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（ P.64）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.267）

スピードメーター

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないこ
とがあります。

計器類

メーターの表示について

A

B

C

D

E

F

G
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･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

シフトポジション・シフトレンジ表示・ギヤ段表示（ P.126）

オドメーター／トリップメーター（ P.63）

■ 計器類の位置（F SPORT）

メーターリングの位置に応じて、メーターの表示や一部の計器類の配置が切
りかわります。

メーターリング中央時

水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

タコメーター

毎分のエンジン回転数を示します。

走行モードをスポーツモードに切りかえるとタコメーターの配色が変わり、目盛り部分
などが強調表示されます。

外気温

外気温度を -40℃ ～ 50 ℃ の間で表示します。外気温が約 3℃ 以下のときは、低温
表示灯が点灯します。

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（ P.64）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.267）

スピードメーター

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないこ

H

I

A

B

C

D

E

F
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とがあります。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

シフトポジション・シフトレンジ表示・ギヤ段表示（ P.126）

オドメーター／トリップメーター（ P.63）

メーターリング移動時

水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

タコメーター

毎分のエンジン回転数を示します。

走行モードをスポーツモードに切りかえるとタコメーターの配色が変わり、目盛り部分
などが強調表示されます。

外気温

外気温度を -40℃ ～ 50 ℃ の間で表示します。外気温が約 3℃ 以下のときは、低温
表示灯が点灯します。

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（ P.64）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.267）

スピードメーター

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないこ
とがあります。

･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき

G

H

A

B

C

D

E

F
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･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

シフトポジション・シフトレンジ表示・ギヤ段表示（ P.126）

オドメーター／トリップメーター（ P.63）

■ 車速インジケーター（F SPORT）

設定した車速に到達すると、速度単
位の両側にインジケーターを表示し
ます。

● インジケーターには黄色（任意設

定）と赤色（120 km/h※ 固定）
の 2 種類があります。

● 車速インジケーターの表示を開始

する車速は、マルチインフォメー

ションディスプレイの で設定

することができます。

● 初期設定は非表示になっていま
す。マルチインフォメーション

ディスプレイの で設定を変更

することができます。

公道では制限速度をお守りください。

■ REV インジケーター（F SPORT）

設定したエンジン回転数に到達する
と、タコメーター内にリング状のイ
ンジケーターを表示します。

REV インジケーターの表示を開始するエ
ンジン回転数は、マルチインフォメー

ションディスプレイの で設定するこ

とができます。

■ REV ピーク（F SPORT）

5000 r/min 以上の回転域で、エン
ジン回転数の最高値にタコメーター
指針の残像を約 0.5 秒間表示しま
す。

ボタンを押すごとにメーターリング
が移動して表示が切りかわります。

G

H

メーターの表示・配置を切りか
えるには（F SPORT）



62 2-1. 計器の見方

知識

■メーター・ディスプレイの作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

■外気温表示について

次の場合は、正しい外気温が表示されな
かったり、温度表示の更新が遅くなった
りすることがありますが、故障ではあり
ません。

●停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき

●外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--”または“E”が表示されたとき
は、システム故障のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

■割込表示について

●マルチインフォメーションディスプレ
イやオドメーター／トリップメーター
表示部（F SPORT）には、状況に応じ
て一時的に割り込み画面が表示されま
す。

●一部の割り込み表示の表示／非表示を
切りかえることができます。

■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

■カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイ
でメーターの表示を変更できます。
（ P.307）

警告

■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えば変速段表示を使用した場合、シ
フト操作をしてもすぐに変速段の表示
が切りかわらないことで運転者がダウ
ンシフトしなかったと誤解し、再度ダ
ウンシフトすることによって急激に過
度のエンジンブレーキがかかり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意

■エンジンや構成部品への損傷を防ぐ
ために

●タコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている
範囲）に入らないようにしてくださ
い。

●水温計の針（F SPORT 以外）／バー
表示（F SPORT）が Hのレッドゾー
ンに入ったときは、オーバーヒート
のおそれがあるので、ただちに安全
な場所に停車してください。完全に
冷えたあと、エンジンを確認してく
ださい。（ P.296）
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■ 表示項目

● オドメーター

走行した総距離を表示します。

● トリップメーター A ／トリップ
メーター B

リセットしてからの走行距離を表示
します。区間距離は、トリップ A・
トリップB の 2 種類で使い分けるこ
とができます。

リセットするには、リセットしたい方の
トリップメーターを表示中にオドメー
ター／トリップメーター切りかえ・ト
リップメーターリセットボタンを長押し
します。

■ 表示の切りかえ

スイッチを押すごとに表示が切りか
わります。また、トリップメーター
表示中にスイッチを押し続けると、
走行距離を0 にすることができま
す。

■ 割り込み表示

状況に応じて次の情報が割り込み表
示されます。

● アイドリングストップ時間★

Stop & Start システムによってエン
ジンが停止すると、現在のアイドリ

ングストップ時間が表示されます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

インストルメントパネル照明の明る
さを調整できます。

暗くする

明るくする

知識

■インストルメントパネルの照度調整に
ついて

車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明るさ
のレベルを調節することができます。

ただし、周囲が明るいとき（昼間など）
に車幅灯を点灯しても、メーターの明る
さは切りかわりません。

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ

インストルメントパネル照明の
明るさを調整するには

A

B
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F SPORT 以外

F SPORT

■ メニューアイコン

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

■液晶ディスプレイについて

P.62

メーター操作スイッチを使って次の
ように操作します。

選択／ページ送り

短押し：決定
長押し：リセット

ひとつ前の画面にもどる

短押しと長押しで戻ることができる階層
がかわります。

F SPORT以外

短押し：トップ画面を表示する

マルチインフォメーション
ディスプレイ

マルチインフォメーションディス
プレイは、車両に関するさまざま
な情報を表示したり、設定したり
することができます。

ディスプレイの表示／メニュー
アイコン一覧

ドライブインフォメーション

ナビゲーションシステム連携
表示

オーディオシステム連携表示

運転支援システム情報

Stop & Start システム情報★

警告メッセージ

設定

表示を切りかえるには

A

B

C

D
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長押し：トップ画面を登録する
登録確認画面が表示されます。登録でき
ない画面を選択しようとした場合は、登
録不可のメッセージが表示されます。

電話の発着信・履歴表示

ハンズフリーシステムと連携して、発着
信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムについて詳しくは、
別冊「ナビゲーションシステム取扱説明
書」を参照してください。

F SPORT

メーターリング移動

電話の発着信・履歴表示

ハンズフリーシステムと連携して、発着
信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムについて詳しくは、
別冊「ナビゲーションシステム取扱説明
書」を参照してください。

■ トップ画面の登録（F SPORT 以
外）

お好みの画面を登録することで、
トップ画面を変更することができま
す。トップ画面を登録するには、登

録したい画面を表示中に スイッ

チを長押ししてください。

■ ドライブインフォメーションで表
示される内容

走行に関するさまざまな情報を表示
します。

次の項目から選択し、1画面につき
2項目ずつ表示します。

F SPORT：メーターリング中央時
は、1画面につき 1項目ずつ分けて
表示します。

メーターリング中央時と移動時で表示さ
れる内容が一部異なります。

項目を切りかえるには、メーター操

作スイッチの または を押して

を選択し、 または を押しま

す。

● 瞬間燃費

現在の瞬間燃費を表示します。

● 平均燃費

･ リセット間：リセット後の平均燃費を

表示※1、2

･ 始動後：エンジン始動後の平均燃費を

表示※2

･ 給油後：給油後の平均燃費を表示※2、

3

● 平均車速

･ リセット間：リセット後の平均車速を

表示※1

･ 始動後：エンジン始動後の平均車速を
表示

● 走行時間

･ リセット間：リセット後の経過時間を

表示※1

･ 始動後：エンジン始動後の経過時間を
表示

● 距離

･ 航続可能距離：燃料残量による走行可

能な距離を表示※3、4

･ 始動後：エンジン始動後の走行距離を
表示

● その他

ブランク：非表示

※1リセットするには、項目表示中にメー

ター操作スイッチの スイッチを 1 

秒以上押します。

ドライブインフォメーション 1
／ 2／ 3

E

D

E
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リセット可能項目が複数表示されてい
る場合は、リセット項目の選択画面が
表示されます。

※2表示される燃費は参考として利用して
ください。

※3燃料給油量が少量（約 5L 以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。

※4運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるた
め、実際に走行できる距離とは異なり
ます。

■ エコドライブインジケーター

エコドライブインジケーターラン
プ

環境に配慮した運転をしているとき､エコ
ドライブインジケーターランプが点灯し
ます｡必要以上にアクセルペダルを踏んだ
ときや停車中は消灯します。

エコドライブインジケーターゾー
ン表示

エコ運転の範囲と現状のアクセル開度を
表示します。

現状のアクセル開度

現状のアクセル開度がエコ運転の範囲を
こえたとき、エコドライブインジケー
ターゾーン表示の右側が点灯します。
このとき、エコドライブインジケーター
ランプは消灯します。

エコ運転の範囲

次の場合、エコドライブインジケー
ターは作動しません。

● シフトレバーがD 以外にあるとき

● パドルシフトスイッチを操作して
いるとき

● 走行モードがノーマルモードまた
はエコドライブモード以外のとき
（ P.192）

● 車速が約 100 km/h 以上のとき

■ ブーストメーター／油温計／油圧

計★※

ブーストメーター

過給圧を表示します。一定圧以上になる
と表示の色がかわります。

油温計

エンジンオイルの温度を表示します。エ
ンジン油温が 140 ℃以上になると、表
示が点滅します。

油圧計

エンジン内部の油圧を表示します。油圧
が低下すると、ブザーが鳴り、警告メッ

A

B

C

D

A

B

C
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セージを表示します。（ P.267）
表示画面については路面状況、気温、車
速などによって実際の車両状態と異なる
場合があります。表示画面は参考として
利用してください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※F SPORT（メーターリング中央時）は
表示されません。

■ G モニター★※

車両にかかる前後左右の加速度を表
示します。

車両にかかるG

現在のG 値（前後左右に分解し
た値）

最大G の軌跡

表示画面については路面状況、気温、
車速などによって実際の車両状態と
異なる場合があります。表示画面は
参考として利用してください。

● 最大G の軌跡のリセット

を長押しすることで、軌跡をリセッ

トすることができます。

● ピークホールド機能

0.5G 以上の力を発生した場合、G 値表
示が橙色に変わり、2 秒間保持されます
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※F SPORT（メーターリング中央時）は
表示されません。

■ タイヤ空気圧

P.239

■ ふらつき検知機能※

運転者の注意力が低下したときに発
生するふらつき運転を検知し、注意
力低下の度合をバーの長さで表示し
ます。バーの長さが短いほど休憩が
必要な状態であることを表します。

この表示は、LDA（レーンディパー
チャーアラート [ ステアリング制御
機能付き ]）の機能のひとつです。
LDA（レーンディパーチャーアラー
ト [ ステアリング制御機能付き ]）
のふらつき警報機能の作動条件を満
たしたときに、表示の機能が有効に
なります。 （ P.156）
※F SPORT（メーターリング中央時）は
表示されません。

■ Gear Position

シフトレバーがD ポジションまたは
M ポジションの時、現在選択されて
いるギヤ段を表示することができま
す。

■ ブランク（非表示）

ブランク画面を表示します。

知識

■タイヤ空気圧表示ついて

･ エンジンスイッチをイグニッションON 
モードにしたあと、空気圧が表示され
るまで 2、3 分かかります。また、空
気圧が調節された場合も、表示が更新
されるまで 2、3 分かかります。

･ 電波状況等によって各タイヤ位置の情
報を識別できないときは“---” と表

A

B

C
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示されることがあります。

･ タイヤ空気圧は温度によって変化しま
す。また、表示された空気圧は、空気
圧計で測定した数値と異なる場合があ
ります。

ナビゲーションシステムと連携して
次の情報を表示します。

● 目的地案内

● コンパス（ヘッディングアップ表
示）

オーディオソースの選択、選曲など
を操作することができます。

次のシステムの作動状況を表示しま
す。

● レーダークルーズコントロール
（ P.164）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート [ ステアリング制御機能付
き ]）（ P.156）

アイコン表示は機能により切りかわりま
す。

■ 現在のアイドリングストップ時間
／状態通知

現在のアイドリングストップ時間
（Stop & Start システムによるエンジ

ン停止時間）を表示します。

また、アイドリングストップの状態
を状況に応じて割り込み表示でお知
らせします。（ P.171）

■ 通算のアイドリングストップ時間
／節約燃料

ハンドルの または スイッチを

押して、次の項目を表示することが
できます。

● アイドリングストップ時間（始動
後・リセット後）次のアイドリン
グストップ時間を通算で表示しま
す。

･ エンジン始動してからのアイドリング
ストップ時間

･ リセットしてからのアイドリングス
トップ時間

● 節約燃料（始動後・リセット後）

･ エンジン始動してからの節約燃料

･ リセットしてからの節約燃料

表示される節約燃料は参考として利
用してください。

■ Stop & Start 設定

ハンドルの スイッチを押すと、

Stop & Start システムの設定画面が
表示されます。
設定画面では、次の操作を行うこと
ができます。

● Stop & Start

エアコンの "A/C" を ON にしている
ときのアイドリングストップ時間を
2 段階から選択することができます。

この設定は からも変更すること

ができます。

ナビゲーションシステム連携表
示について

オーディオシステム連携表示に
ついて

運転支援システム情報について

Stop & Start システム情報★
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● リセット

アイドリングストップ時間・節約燃
料をリセットします。リセットする
には、カーソルを "リセット "に合

わせた状態で スイッチを長押し

します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

車両に異常が発生した場合に、内
容・対処法などのメッセージを表示
します。（ P.267）

各装備の機能のON/OFF や設定変更
などができます。

変更可能な項目では、 を押すたび

にON/OFF が切りかわります。

■  LDA（レーンディパーチャー

アラート［ステアリング制御機能
付き］）（ P.156）

次の設定を変更することができます。

● 操舵支援

ハンドル操舵支援の作動・非作動を変更
することができます。

● 警報手段

警報の手段をハンドルの振動または警報
ブザーのいずれかから選択することがで
きます。

● 警報感度

警報機能の感度を変更することができま
す。

● ふらつき検知

ふらつき検知機能の作動・非作動を変更
することができます。

● ふらつき検知感度

ふらつき警報機能の感度を変更すること
ができます。

■  PCS（プリクラッシュセーフ

ティ）（ P.150）

次の設定を変更することができます。

● PCS

プリクラッシュセーフティの作動・非作
動を変更することができます。

● 警報感度

警報タイミングを変更することができま
す。

■ 車速インジケーター（F SPORT）
（ P.61）

次の設定を変更することができます。

● 車速インジケーター

車速インジケーターの作動・非作動を変
更することができます。

● 車速設定※

車速インジケーターの表示を開始する速
度を設定します。
※公道では制限速度をお守りください。

■ 車両設定

次の設定を変更することができます。

● Stop & Start ★

エアコンの A/C スイッチをON にしてい
るときの、Stop & Start システムによる
アイドリングストップ時間を変更するこ
とができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告メッセージについて

表示の設定について
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■ 表示設定

● 言語

表示される言語を変更することができま
す。

● 単位

燃費表示の単位を変更することができま
す。

● エコドライブインジケーター

ランプ

エコドライブインジケーターランプの作
動・非作動を変更することができます。

● スイッチ設定（F SPORT 以

外）

スイッチにお好みの画面を登録する

方法を表示します。

お好みの画面を登録しておくと、 ス

イッチを押したときに登録した画面を表
示させることができます。

● ドライブインフォメーション画面
（ P.65）

ドライブインフォメーションに表示させ
る項目をドライブインフォ 1、ドライブ
インフォ 2、ドライブインフォ 3それぞ
れに 2項目ずつ選択することができま
す。

● 割込表示

下記の割り込み表示される項目の表示・
非表示を変更することができます。

･ ナビゲーションシステム連動の交差点
案内

･ 電話着信

･ オーディオ操作（F SPORT)

･ ボリューム操作（F SPORT)

･ 作動時間★

･ 状態通知★

･ 照度調整

● カラー（F SPORT 以外）

カーソルの色などを変更することができ
ます。

● 指針（F SPORT）

タコメーターの指針色を変更することが
できます。

● REV インジケーター（F SPORT）

REV インジケーターの作動・非作動や、
表示を開始するエンジン回転数を設定し
ます。

● REV ピーク（FSPORT）

REV ピークの作動・非作動を変更するこ
とができます。

● 表示設定初期化

メーターの表示設定を初期状態にもどす
ことができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

■表示灯／シフトポジション表示エリア
の背景色について（F SPORT 以外）

走行モード ( P.192) によって背景色が
切り替わります。

●エコドライブモード : 青色

●スポーツモード : 赤色

■G モニターの表示について（F 
SPORT)

傾斜のある場所など、路面の状況によっ
ては停車中でもG 値が 0 にならない場合
があります。

■設定画面の操作について

●一部の項目を除き、車両走行中は設定
画面を操作することができません。設
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定を変更するときは、安全な場所に停
車して操作してください。

●警告メッセージが表示されたときは、
設定画面の操作が一時中断されます。

■カスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設
定を変更することができます。
（ P.307）

センターディスプレイ

MENUボタン

タッチパッド

■ 画面を表示させるには

1 リモートタッチの“MENU”ボ

タンを押し、 を選択する

2 “エコ情報”を選択する

警告

■運転中の使用について

●マルチインフォメーションディスプ
レイを操作する時は、周囲の安全に
十分注意してください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイを見続けないでください。前方
の歩行者、障害物などを見落とすお
それがあり危険です。

■ディスプレイの設定を変更するとき

エンジンがかかった状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

■ディスプレイの設定を変更するとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

燃費画面／Harmonious 
Driving Navi. 画面

燃費に関する情報をセンターディ
スプレイに表示します。

燃費画面は、サイド画面にも表示
することができます。

システムの構成部品

Harmonious Driving Navi.
画面の見方

A

B

C
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3 “Driving Navi”を選択する

ステータス／ポイント表示※1

エコ運転の採点結果や走行情報をG-Link
センターに送信し、計算されたデータを
もとにステータスやポイント獲得率を表
示します。
ステータスはエコ運転を継続することで
ブロンズ、シルバー、ゴールドの順にラ
ンクがアップします。

エコレベルインジケーター

エコレベルメーターのレベルに応じて
Good・Excellent が表示されます。レベ
ルが低い場合は表示されません。

エコレベルメーター

エコドライブインジケーターランプの点
灯を継続させることなどでメーターが増
加します。

エコレベル平均値

エコレベルメーターの平均値を表示しま
す。

トリップインフォメーション（前
回エンジン始動～エンジン停止）

1分ごとの平均燃費を最大 15 分前まで
グラフ表示します。

今回と前回の平均燃費を色分けして表示
します。

トリップインフォメーション（今
回エンジン始動～現在）

1分ごとの平均燃費を最大 15 分前まで
グラフ表示します。

今回と前回の平均燃費を色分けして表示
します。

更新スイッチ※2

走行情報などをG-Link センターへ送信
し、ステータス／ポイント表示を更新し
ます。

エコカルテスイッチ※2

お車から送信された情報を反映して、月
間の走行距離・ガソリン消費量・CO2排
出量・平均燃費・獲得ポイント・エコ運
転スコアが表示されます。

アドバイススイッチ

ドライバーの運転操作についてエコ運転
の観点で診断した結果を表示します。良
いところを確認したり、さらに良くする
にはどうしたら良いかを知ることができ
ます。
エコ運転や環境に関する豆知識を表示し
ます。
※1G-Link サービスをご利用されている
ときに表示されます。
G-Link の利用手続き・利用開始操作
については、別冊「ナビゲーションシ
ステム取扱説明書」を参照してくださ
い。

※2G-Link サービスをご利用されている
ときに表示されます。
また、センターディスプレイに通信設
定に関するメッセージが表示された場
合は、メッセージに従って設定してく
ださい。
G-Link の利用手続き・利用開始操作
については、別冊「ナビゲーションシ
ステム取扱説明書」を参照してくださ
い。

知識

■G-Link センターへ送信する走行情報に
ついて

G-Link センターへ送信する走行情報は、

A

B

C

D

E

F

G

H

I
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ナビゲーションシステムが算出するもの
であり、マルチインフォメーションディ
スプレイに表示される走行距離や燃費な
どとは一致しないことがあります。

■Harmonious Driving Navi. 画面につ
いて

パソコンや携帯電話のユーザーサイトで
もステータスなどをみることができます。

■ 画面を表示させるには

1 リモートタッチの“MENU”ボ

タンを押し、 を選択する

2 “エコ情報”を選択する
3 “トリップインフォメーション
”または“燃費履歴”を選択
する

■ トリップインフォメーションの見
方

トリップインフォメーション画面以
外が表示されたときは、“トリップ
インフォメーション”を選択しま
す。

履歴消去

過去 15分間の1分ごとの燃費
（平均燃費）

瞬間燃費

エンジン始動後平均車速

エンジン始動後経過時間

航続可能距離 （ P.74）

平均燃費はエンジンスイッチをイグ
ニッションONモードにしてからと、
前回走行時で色分けして表示されま
す。

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

■ 燃費履歴の見方

燃費履歴画面以外が表示されたとき
は、“燃費履歴”を選択します。

過去最高値表示

最新値表示

過去平均燃費表示

履歴消去

最新値更新

平均燃費は最後に更新してからの平均、
過去の平均で色分けして表示されます。

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

燃費画面の見方

A

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E
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知識

■過去の区間平均燃費の記録を更新する
には

燃費履歴画面で“更新”を選択すると、
平均燃費の値とグラフが更新され、新た
に平均燃費の記録を開始します。

■燃費データをリセットするには

“履歴消去”を選択すると、燃費データ
がリセットされます。

■航続可能距離について

●運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるため、
実際に走行できる距離とは異なります。

●燃料給油量が少量（約 5L 以下）のとき、
表示が更新されないことがあります。

サイド画面に車両情報を表示して

（ P.207）、 または を選択し

てお好みの画面を表示します。
表示画面については実際の状況とわ
ずかに異なる場合があります。

■ Harmonious Driving Navi.

現在のエコ運転の状況を表示します。

■ トリップインフォメーション（タ
イプA）

過去 10 分間の1 分ごとの平均燃費
と航続可能距離を表示します。

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

■ トリップインフォメーション（タ
イプB）

航続可能距離・最新値・始動後経過
時間を表示します。

表示される最新値は、参考として利用し
てください。

■ 燃費履歴

最新値と過去最高値を表示します。

サイド画面の使い方
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表示される平均燃費は、参考として利用
してください。
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3-1.キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動（ P.89）

･ ワイヤレス機能の作動 （ P.80）

メカニカルキー

キーナンバープレート

カードキー

スマートエントリー＆スタートシステム
の作動（ P.89）

知識

■カードキーについて

●カードキーは非防水です。

●カードキーに内蔵されているメカニカ
ルキーは、カードキーが正常に作動し
ないなどの緊急時にのみ使用してくだ

さい。

●メカニカルキーが取り出しにくいとき
は、ボールペンの先などでロック解除
ボタンを押してください。引き出しに
くいときは、コインなどで引っかけて
ください。

●メカニカルキーをカードキーへ入れる
ときは、ロック解除ボタンを押しなが
ら奥まで入れてください。

●電池カバーがはずれたときやぬれたと
きに電池をはずした場合は、電池の＋
極をレクサスエンブレム面側にして取
り付けてください。

■航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航
空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管す
る場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが
押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は 1～ 2年です。
（カードキーの電池は 1年半程度で消耗
します）

●電池残量が少なくなると、エンジンを

キー

キーの種類

A

B

C

D
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停止した際に車内から警告音が鳴り、
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。

●電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。

･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

●電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の 1ｍ以

内に電子キーを保管しないでください。
･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器

･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

■電池の交換方法

P.246

■キー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはレクサス販売
店へご相談ください。

■電子キーの取り扱いについて

注意

■キーの故障を防ぐために

●落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

●温度の高いところに長時間放置しな
い

●ぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

●キーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

●分解しない

●電子キー表面にシールなどを貼らな
い

●テレビやオーディオ・電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品の近くに置か
ない

■キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm 以上離して携帯してください。
10cm 以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.291

■電子キーを紛失したとき

P.290
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キーには次のワイヤレス機能が搭載
されています。

ドアを施錠する（ P.82）

ドアガラスとムーンルーフ★を閉

める※ （ P.82）

ドアを解錠する（ P.82）

ドアガラスとムーンルーフ★を開

く※（ P.82）

トランクを開ける（ P.87）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※カスタマイズ機能での設定変更が必要
です。

メカニカルキーを取り出すには、解
除ボタンを押してキーを取り出して
ください。

メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しないとき、

注意

■カードキーの取り扱いについて

●メカニカルキーをカードキーに挿し
込むときは、無理な力を与えないで
ください。カードキーが破損するお
それがあります。

●電池やカードキーの電極がぬれた場
合は、電池が腐食するおそれがあり
ます。水の中に落としたときや飲料
水などをこぼしたときは、ただちに
電池カバーをはずして電池および電
極部分をふき取ってください（電池
カバーをはずすには、軽く持って引
き抜いてください）。電池が腐食した
場合は、レクサス販売店で電池を交
換してください。

●電池カバーを取りはずす場合は、押
しつぶしたりドライバーなどを使用
したりしないでください。無理にこ
じ開けようとすると、曲がったり傷
を付けたりするおそれがあります。

●電池カバーをひんぱんに取りはずす
と、電池カバーが抜けやすくなるこ
とがあります。

●電池を取り付けるときは、必ず電池
の向きを確認してください。電池の
向きを間違えると、電池が急激に消
耗する原因になります。

●次のような使い方をした場合は、
カードキーの表面に傷を付けたり塗
装がはがれたりするおそれがありま
す。

･ 小銭や鍵などの硬いものと同時に携
帯したとき

･ シャープペンシルの先端などの鋭利
なものでこすったとき

･ シンナーやベンジンでカードキーの
表面をふいたとき

ワイヤレス機能について

メカニカルキーを使うには

A

B

C

D

E
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メカニカルキーが必要になります。
（ P.291）

知識

■駐車場などでキーを預けるとき

必要に応じて、ラゲージセキュリティシ
ステムをセット（ P.88）し、グローブ
ボックスを施錠（ P.221）します。

メカニカルキーを取り出し、電子キーの
みを渡してください。

■メカニカルキーを紛失したとき

P.290

■不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使用
すると、キーシリンダーが空まわりして
解錠できません。
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3-2.ドアの開閉、ロックのしかた

■ スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 ドアハンドルを握って解錠する
ハンドル裏面のセンサー部に確実に触れ
てください。

施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 ドアハンドル表面のロックセン
サー部（ハンドルのくぼみ部）に
ふれ施錠する

必ず施錠されたことを確認してください。

■ ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

押し続けるとドアガラスとムーンルーフ
★が閉まります。※

2 全ドアを解錠する

押し続けるとドアガラスとムーンルーフ
★が開きます。※

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※レクサス販売店での設定が必要です。

知識

■ドア連動ドアガラス開閉機能

ドアの開閉に連動して、ドアガラスが少
し開閉します。

■解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、スマー
トエントリー＆スタートシステムで解錠
できるドアの設定を切りかえることがで
きます。

1 エンジンスイッチをOFF にする

2 オートアラームの侵入・傾斜センサー
を停止する
（操作中のオートアラーム誤作動防
止： P.51）

3 キー表面のインジケーターが消灯して

いるときに ボタンと同時に、

または のいずれかを約

5秒間押し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切り
かわります。（続けて切りかえ操作を行う
場合は、ボタンから手を離したあと 5秒
以上間隔をあけてから手順 3を行ってく
ださい）

ドア

車外から解錠／施錠するには
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オートアラームの誤作動防止のため、登
録後はいったんワイヤレスリモコンで解
錠し、ドアを開閉してください。

（ ボタンを押して 30 秒以内にドア

を開けなかった場合は、ドアが再び施錠
されオートアラームが設定されます）

オートアラームが作動し警報が鳴ってし
まったときは、作動を停止する操作を
行ってください。（ P.49）

■衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後左右から強い衝撃を受けると、
すべてのドアが解錠されます。
衝撃の度合いや事故の状況によっては作
動しないことがあります。

■作動の合図

ドアの施錠・解錠を、ブザーと非常点滅
灯の点滅で知らせます。（施錠は 1回、解
錠は 2回）

ドアガラスとムーンルーフの開閉をブ
ザーで知らせます。

■解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30 秒以内にドアを開け
なかったときは、盗難防止のため自動的

に施錠されます。

■ドアハンドル表面のロックセンサーで
施錠できないとき

ドアハンドル表面のロックセンサー部に
指でふれても施錠できないときは、ての
ひらでロックセンサー部にふれてくださ
い。

■半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態でドア
を施錠しようとすると、ブザーが鳴りま
す。
ドアを完全に閉めてから、もう一度施錠
してください。

■オートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（ P.49）

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのあるとき

P.90

■スマートエントリー &スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

メカニカルキーやロックレバーを使って
ドアの施錠・解錠ができます。
（ P.291）
電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（ P.246）

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧： P.307）

マルチインフォメー
ションディスプレイ
表示／ブザー音

解錠できるドア

車外：“ピピッ”
（3回）車内：“
ポーン”（1回）

運転席のドアハン
ドルを握ると運転
席のみ解錠

助手席のドアハン
ドルを握ると全席
解錠

車外：“ピピッ”
（2回）車内：“
ポーン”（1回）

いずれかのドアハ
ンドルを握ると全
席解錠
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■ ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する

■ ロックレバーを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する
運転席ドアは、ロックレバーが施錠側に
なっていても、車内のドアレバーを引く
と開きます。

知識

■キーを使わずに外側から施錠するには

1 ロックレバーを施錠側にする

2 ドアハンドルを引いたままドアを閉め
る

エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはイグニッション ONモードのとき
や、車内に電子キーが放置されていると
きは施錠されません。ただし、キーが正
しく検知されずに施錠される場合があり

警告

■事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが
開き車外に放り出されるなど、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●すべてのドアを確実に閉め、施錠す
る

●走行中はドア内側のドアレバーを引
かない
特に、運転席はロックレバーが施錠
側になっていてもドアが開くため、
注意してください。

■ドアを開閉するときの留意事項

傾斜地・ドアと壁などのあいだが狭い
場所・強風など、周囲の状況を確認し、
予期せぬ動きにも対処できるよう、ド
アハンドルを確実に保持してドアを開
閉してください。

■ドア連動ドアガラス開閉機能

ドアガラスの上端を持ってドアを閉め
ないでください。ドアガラスで指など
を挟むおそれがあります。

■ワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスやムーンルーフを操作するとき

ドアガラスやムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してから
操作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンによる操作をさせ
ないでください。お子さまや他の人が
ドアガラスやムーンルーフに挟まれた
り巻き込まれたりするおそれがありま
す。

車内から解錠／施錠するには
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ます。

■マルチインフォメーションディスプレ
イにドアが開いているメッセージが表
示されたときは

ボンネット、いずれかのドア、またはト
ランクが確実に閉まっていません。ボン
ネット、各ドア、またはトランクが確実
に閉まっていない状態のまま、車速が
5km/h をこえるとマスターウォーニング
が点滅し、警告ブザーが鳴ります。ボン
ネット、全ドア、およびトランクを確実
に閉めてください。

次の機能を設定・解除することがで
きます。

設定変更のしかたについては、P.307 を
参照してください。

オートドアロック・アンロック
機能

機能 作動内容

車速感応オートド
アロック

速度が約 20km/h 以
上になると全ドアが
施錠されます。

シフト操作連動ド
アロック

エンジンが作動中に
シフトレバーを Pか
ら動かすと全ドアが
施錠されます。

シフト操作連動ア
ンロック

シフトレバーを Pに
入れると全ドアが解
錠されます。

運転席ドア開連動
アンロック

エンジンスイッチを
OFF にしてから 45
秒以内に運転席ドア
を開けると全ドアが
解錠されます。

トランク

トランクオープナーやスマートエ
ントリー＆スタートシステム、ワ
イヤレスリモコンを使って開ける
ことができます。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■走行する前に

●走行前にトランクが閉まっているこ
とを必ず確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突
然開き、車外のものにあたったり、
荷物が投げ出されたりして思わぬ事
故につながるおそれがあります。

●トランクの中でお子さまを遊ばせな
いでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病
や窒息などを引き起こすおそれがあ
ります。

●お子さまにはトランクの開閉操作を
させないでください。
不意にトランクリッドが開いたり、
閉めるときに手・頭・首などを挟ん
だりするおそれがあります。

■走行中の留意事項

トランク内には絶対に人を乗せないで
ください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや衝
突したときなどに、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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■ トランクオープナースイッチを使
用して開く

スイッチを押す

■ スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用して開く

電子キーを携帯し、トランクのス
イッチを押す

警告

■トランクの使用にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害につながるおそれがあ
り危険です。

●トランクを開ける前に、トランク
リッド上の雪や氷などの重量物を取
り除いてください。開いたあとに重
みでトランクリッドが突然閉じるお
それがあります。

●トランクを開閉するときは、十分に
周囲の安全を確かめてください。

●人がいるときは、安全を確認し動か
すことを知らせる「声かけ」をして
ください。

●強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
トランクリッドが風にあおられ、勢
いよく開いたり閉じたりするおそれ
があります。

●傾斜地では、平坦な場所よりもトラ
ンクの開閉がしにくく、急にトラン
クが開いたり閉じたりするおそれが
あります。必ずトランクが全開で静
止していることを確認して使用して
ください。

●トランクを開けるときは、顔や体な
どをぶつけないよう注意してくださ
い。

●トランクを閉めるときは、トランク
リッドで指などを挟まないよう十分
注意してください。

●トランクは必ず外からトランクリッ
ド上面を軽く押して閉めてください。
トランクグリップで直接トランクを
閉めると、手や腕を挟むおそれがあ
ります。

●トランクリッドにレクサス純正品以
外のアクセサリー用品を取り付けな
いでください。トランクリッドの重
量が重くなると、開いたあとに突然
閉じるおそれがあります。

トランクを開閉するには
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次のいずれかの方法ですべてのドア
を解錠したときは、電子キーを携帯
しなくてもトランクを開けることが
できます。

● スマートエントリー＆スタートシ
ステム

● ワイヤレス機能

● ドアロックスイッチ

● メカニカルキー

● オートドアアンロック機能

■ ワイヤレス機能を使用して開く

スイッチを押し続ける

ブザーが鳴ります。

■ 閉める

トランクグリップを持って、横方向
に力をかけないようにトランクを引
き下げ、外から押して閉めてくださ
い。

知識

■トランクランプ

●トランクを開けたとき、トランクラン
プが点灯します。

●エンジンスイッチが OFF の場合、トラ
ンクランプが点灯したままのときは、
約 20 分後に自動消灯します。

■トランク内キー閉じ込み防止機能につ
いて

●すべてのドアが施錠されている場合、
トランク内に電子キーを置いたままト
ランクを閉めると、警告音が鳴ります。
この場合、車外にあるトランクオープ
ンスイッチで開けられます。

●すべてのドアが施錠されている状態で、
予備のキーをトランクに入れたときも、
キー閉じ込み防止機能が働き、トラン
クを開けることができます。盗難防止
のため、車から離れるときは必ずすべ
ての電子キーを携帯してください。

●すべてのドアが施錠されている状態で
トランク内に電子キーを置いても、電
子キーが置かれた場所や、周囲の電波
状況によっては、トランク内の電子
キーを検知できないことがあります。
この場合は、キー閉じ込み防止機能が
働かず、トランクを閉めたときに施錠
されてしまいます。トランクを閉める
ときには、必ず電子キーの所在を確認
してください。

●ドアがひとつでも解錠されている場合
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は、キー閉じ込み防止機能は働きませ
ん。この場合は、車内のトランクオー
プナーでトランクを開けてください。

■メカニカルキーについて

トランクはメカニカルキーを使用して開
けることもできます。（ P.291）

■スマートエントリー&スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

メカニカルキーを使ってトランクを開け
ることができます。（ P.291）
電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（ P.246）

■マルチインフォメーションディスプレ
イにトランクが開いているメッセージ
が表示されたときは

P.85

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）

トランクに積んだ荷物の盗難防止な
どのために、ラゲージセキュリティ
システムをセットできます。

1 ラゲージセキュリティシステムレ
バーを施錠側にする

リヤシートの背もたれを前方に倒し、レ
バーを施錠側にしたあと背もたれをもと

の位置にもどしても、施錠できます。

2 グローブボックス内のメインス
イッチをOFFにして、トランク
オープナースイッチを無効にする

ON

OFF

ワイヤレスリモコン・スマートエント
リー＆スタートシステムでもトランクを
開けられなくなります。

知識

■駐車場などでキーを預けるときは

P.81ラゲージセキュリティシステム

A

B
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知識

■アンテナの位置

車外アンテナ

車室内アンテナ

トランク内アンテナ

トランク外アンテナ

■作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

ドアハンドルから周囲約 70cm 以内で電
子キーを携帯している場合に作動します。
（電子キーを検知しているドアハンドルの
み作動します）

トランクの解錠時

トランクオープンスイッチから周囲約
70cm 以内で電子キーを携帯している場
合に作動します。

エンジン始動時またはエンジンスイッ

チ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

■警告音と警告表示について

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。
（ P.267）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

●車外から警告音が“ピー”と 5秒鳴る
とき

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キー（カードキー含む）をポ
ケットなどに携帯すると、次の操
作が行えます。必ず運転者がキー
を携帯してください。

● ドアを解錠・施錠する
（ P.82）

● トランクを開ける（ P.86）

● エンジンを始動する
（ P.122）

A

B

C

D

A

B

C
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●車内から警告音が“ポーン、ポーン”
と鳴り続けるとき

■節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の
バッテリーあがりを防止するため、節電
機能が働きます。

●次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。

･ 車の外約 2m以内に電子キーを 10分
以上放置した

･ 5日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

●14 日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
運転席以外での解錠ができなくなりま
す。この場合は、運転席のドアハンド

ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、
メカニカルキーで解錠してください。

■電子キーを節電モードにするには

節電モードに設定すると、電子キーによ
る、電波の受信待機を停止し、電子キー
の電池の消耗を抑えることができます。

電子キーの を押しながら、 を 2回

押し、電子キーのインジケータが４回光
ることを確認してください。

節電モード中は、スマートエントリー & 
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、エンジ
ンイモビライザーシステムが正常に作動
しない場合があります。（対処方
法： P.291）

●電子キーの電池が消耗しているとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器を携帯していると
き

●電子キーが、次のような金属製のもの

状況 対処方法

いずれかのドアが開いて
いるときにスマートエン
トリー＆スタートシステ
ムもしくは、ワイヤレス
機能で施錠しようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

全ドアが施錠されている
状態で電子キーをトラン
ク内に置いたままトラン
クを閉じた

トランク内か
ら電子キーを
取り出したあ
と、トランク
を閉じる

状況 対処方法

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ
をアクセサリーモードに
した（エンジンスイッチ
がアクセサリーモードの
とき運転席ドアを開い
た）

エンジンス
イッチを OFF
にしたあと、
運転席ドアを
閉める

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ
を OFF にした

運転席ドアを
閉める
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に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア

●近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

●電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 他の車の電子キーや電波式ワイヤレス
リモコン

･ パソコンや携帯情報端末（PDA など）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

●リヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

●充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いたとき

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のようなときは正しく
作動しないことがあります。

･ 施錠・解錠時、電子キーがドアガラス
やドアハンドルに近付きすぎている、
または地面の近くや高い場所にある

･ トランクを開けるとき、電子キーが地
面の近くや高い場所にある、またはリ
ヤバンパー中央に近付きすぎている

･ エンジン始動時やエンジンスイッチの
切りかえ時、電子キーがインストルメ
ントパネルやフロア上・リヤシート後
方のパッケージトレイ上・ドアポケッ
ト、またはグローブボックス内などに
置かれている

●インストルメントパネル上面やドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車
外アンテナに検知され車外から施錠で
き、電子キーが車内に閉じ込められる

おそれがあります。

●電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。ただし、電子キーを検
知しているドア以外は解錠しません。

●車外でも電子キーがドアガラスに近づ
いていると、エンジンを始動できるこ
とがあります。

●電子キーが作動範囲内にあるとき、洗
車や大雨などでドアハンドルに大量の
水がかかると、ドアが施錠・解錠する
ことがあります。（ドアの開閉操作がな
ければ、解錠されても約 30 秒後に自
動で施錠します）

●ワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマート
エントリー＆スタートシステムでの解
錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できま
す）

●手袋を着用していると施錠・解錠しな
いことがあります。

●ロック操作は、連続で 2回まで有効で
す。3 回目以降はロック動作しません。

●電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。
その場合は次のような処置をしてくだ
さい。

･ キーを車両から 2ｍ以上離れた場所に
おく（盗難に注意し保管してください）

･ キーを節電モードに設定してスマート
エントリー＆スタートシステムの作動
を停止する （ P.90）

●洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。全てのド
アを施錠すると警報は止まります。

●ロックセンサーの表面に氷や雪、泥が
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付着すると、センサーが反応しないこ
とがあります。その場合は氷や雪、泥
を取り除いて再度操作してください。

●すばやいドアハンドル操作や、車外ア
ンテナの作動範囲内へ入ってすぐのド
アハンドル操作では、解錠しないこと
があります。センサーにふれ解錠した
ことを確認してからドアハンドルを引
いてください。

●作動範囲内に他の電子キーがあると、
解錠に時間がかかることがあります。

■長期間運転しないとき

●盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

●あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。

■システムを正しく作動させるために

●電子キーを必ず携帯した上で作動させ
てください。また、車外から操作する
場合は電子キーを車両に近付けすぎな
いようにしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方に
よっては、電子キーが正しく検知され
ず、システムが正しく作動しないこと
があります。（誤って警報が鳴ったり、
キー閉じ込み防止機能が働かないこと
もあります。

●トランク内に電子キーを置かないでく

ださい。

電子キーの場所（応急用タイヤ★付近、
トランク内側の端）、状況（金属製のか
ばんの中、金属製のものの付近など）、
または周囲の電波環境によっては、
キー閉じ込み防止機能が作動しない場
合があります。（ P.87）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に作動しないとき

●ドア・トランクの施錠・解
錠： P.291

●エンジンの始動： P.292

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。 （ P.307）

■カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムを非作動にし
たとき

●ドア・トランクの施錠・解錠：ワイヤ
レス機能、またはメカニカルキーを
使ってドア・トランクの施錠・解錠が
できます。( P.82, 87, 291)

●エンジンの始動・エンジンスイッチの
モード切りかえ： P.292

●エンジンの停止： P.123

警告

■電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムアンテナ）

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナ
（ P.89）から約 22cm以内に近付
かないようにしてください。電波に
より植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータおよび植込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。
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警告

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器以外
の医療用電気機器をお使いの方は、
電波による影響について医療用電気
機器製造業者などに事前に確認して
ください。電波が医療用電気機器の
動作に影響を与えるおそれがありま
す。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にすることもできます。
詳しくはレクサス販売店にお問い合わ
せください。
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3-3.シートの調整

前後位置調整

リクライニング調整

クッション前端の上下調整

シート全体の上下調整

腰部位置調整（ランバーサポー
ト）（運転席のみ）

知識

■パワーイージーアクセスシステム

エンジンスイッチのモード切りかえ・運
転席のシートベルト脱着に連動して、運
転席シートとハンドルが動きます。
（ P.97）

■シートを調整するときは

●ヘッドレストが天井にあたらないよう
注意してください。

●リヤシートを折りたたんでいるとき、
フロントシートの背もたれがリヤシー
トにあたる場合は、あたらない位置へ
調整してください。正しい運転姿勢が
とれない場合は、リヤシートをもとの
位置へもどしてください。（ P.96）

■ 乗り降りする前に

シートベルトガイドからシートベル
トをはずしてください。( P.25)

■ 乗るとき／降りるとき

1 レバーを引く

フロントシート

警告

■シートを調整するとき

●同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

●シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。

指や手を挟み、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

●足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

■リクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。

必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり肩部ベル
トが首にかかるなどして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

調整するには

A

リヤシートへの乗り降り（ワン
タッチウォークインシート）

B

C

D

E
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フロントシートが下がります。

2 背もたれを前に倒す

フロントシートが前方に移動します。

■ フロントシートをもとにもどすと
き

固定される位置まで背もたれを起こ
すと、自動でもとの位置にもどりま
す。

知識

■ワンタッチウォークインシートについ
て

●前方への操作後、復帰させる前にシー
ト調整スイッチや運転席ポジションメ
モリースイッチを押したときは、背も
たれを起こしても復帰作動しません。

●次のときはワンタッチウォークイン
シートが作動しません。

･ シートベルトを装着しているとき
･ エンジンスイッチがイグニッションON 
モードでシフトレバーが P 以外のとき
（運転席のみ）

●次のときは、作動が途中で停止します。
･ シート調整スイッチや運転席ポジショ
ンメモリースイッチを押したとき

･ シートベルトを装着したとき
･ エンジンスイッチがイグニッションON 
モードでシフトレバーを P 以外にした
とき（運転席のみ）

■挟み込み防止機能

ワンタッチウォークインシートの作動中
に、シートの前後に異物の挟み込みを感
知すると、作動が停止し反対方向に少し
移動します。

警告

■ワンタッチウォークインシートにつ
いて

●操作する前に、周囲の人や物がシー
トに挟まるおそれがないことを確認
してください。

●走行時は背もたれを確実に固定させ
てください。

●走行中は絶対に操作しないでくださ
い。

■挟み込み防止機能

挟み込み防止機能を故意に作動させよ
うとして、乗員の手・体・足などを挟
んだりしないでください。
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1 ラゲージセキュリティシステムレ
バーを解除側にする

2 ロック解除レバーを引きながら、
背もたれを前方に倒す

もどすときは、背もたれを起こして固定
します。ヘッドレストが天井にあたり、
もどしにくいときはヘッドレストを最下
端に下げてください。

P.88

リヤシート

リヤシートは折りたたむことがで
きます。

背もたれを倒す

警告

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■背もたれを前倒しするときは

●走行中に前倒しをしない

●平坦な場所でパーキングブレーキを
確実にかけ、シフトレバーを P にす
る

●倒した背もたれの上やトランクに人
を乗せて走行しない

●お子さまがトランクに入らないよう
注意する

■背もたれをもとの位置にもどしたあ
とは

●シートを前後に軽くゆさぶり、確実
に固定する

シートが確実に固定されていないとき
は、レバーに赤色が見えます。赤色が
見えていないことを確認してください。

●シートベルトを挟み込まないように
する

ラゲージセキュリティシステム
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乗降時に運転者が乗り降りしやすい
よう、シートやハンドルが自動で動
きます。

次のすべての操作を行ったとき、
シートとハンドルが乗り降りしやす
い位置に自動で調整されます。

● シフトレバーを Pに入れる

● エンジンスイッチをOFFにする

● シートベルトをはずす

次のいずれかの操作を行ったとき、
シートとハンドルがもとの位置にも
どります。

● エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッションON
モードにする

● シートベルトを着用する

知識

■パワーイージーアクセスシステムの作
動について

降車時に、シートの位置が後方付近にあ
るときは、パワーイージーアクセスシス
テムが作動しない場合があります。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）

1 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

2 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

3 運転席・ハンドル・ドアミラー角
度をお好みの位置に調整する

4 SET ボタンを押しながら、また
は SETボタンを押したあと 3秒
以内に 1～ 3のうち登録したい
ボタンをブザーが鳴るまで押す

すでに同じボタンに登録されている場合
は、上書きされます。

パワーイージーアクセスシ
ステム／ポジションメモ
リー／メモリーコール機能

自動でシート・ハンドル・ドアミ
ラーを動かし、乗り降りしやすい
位置に調整したり、お好みのドラ
イビングポジションに調整したり
します。

パワーイージーアクセスシステ
ム ドライビングポジションを登録

するには
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1 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

2 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

3 1 ～ 3 のうち呼び出したいポジ
ションのボタンをブザーが鳴るま
で押す

知識

■ポジションの呼び出し作動を途中で止
めたいとき

次のいずれかの操作をします。

●SETボタンを押す

●1 ～ 3のボタンを押す

●シート調整スイッチのいずれかを操作
する（シートのみ作動停止）

●ハンドル位置調整スイッチを操作する
（ハンドルのみ作動停止）

■登録できるシート位置（ P.94）

腰部位置調整（ランバーサポート）以外
の位置が登録できます。

■エンジンスイッチ OFF 後の作動

運転席ドアを開けて 180秒以内、または
運転席ドアを閉め 60秒以内に呼び出し
たいポジションのボタンを押すと、シー
トの位置が調整されます。

■ポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じること
があります。

■ 登録方法

お好みのドライビングポジションを
あらかじめ1～ 3のいずれかのボタ
ンに登録しておきます。

登録させたいキーのみ携帯して、運
転席ドアを閉めてください。

車内にキーが2つ以上あると、正確
に登録できません。

1 シフトレバーが P の位置にある
ことを確認する

2 エンジンスイッチをイグニッショ
ンON モードにする

3 登録させたいドライビングポジ
ション（1 ～ 3）を呼び出す

4 呼び出したドライビングポジショ
ンのボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解
錠側を“ピー”とブザーが鳴る
まで押す

警告

■シート調整時の警告

シート調整中は、シートがリヤ席乗員
にあたったり、運転者の体がハンドル
に圧迫されたりしないよう注意してく
ださい。

ドライビングポジションを呼び
出すには

電子キー（カードキーを含む）
にドライビングポジションを登
録／解除／呼び出しをするには
（メモリーコール機能）
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登録できなかった場合は、約 3 秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

■ 解除方法

解除させたいキーのみ携帯して、運
転席ドアを閉めてください。

車内にキーが 2つ以上あると、正確
に解除できません。

1 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

2 SET ボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解
錠側を“ピッピッ”とブザーが
鳴るまで押す

解除できなかった場合は、約 3 秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

■ 呼び出し方法

1 ドライビングポジションを登録し
た電子キーを携帯し、運転席ドア
をスマートエントリー＆スタート
システムまたはワイヤレスリモコ
ンで解錠してドアを開ける

ハンドルを除くドライビングポジション
が登録された位置へ動きますが、シート
位置は乗り込みやすくするために、登録
された位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は、シートやミラー
は動きません。

2 エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッションON

モードにするか、シートベルトを
着用する

シートとハンドルが登録したドライビン
グポジションに動きます。

知識

■メモリーコール機能によるドライビン
グポジションの呼び出しについて

●電子キーごとにドライビングポジショ
ンを登録できるため、携帯するキーに
よっては呼び出されるドライビングポ
ジションが異なる場合があります。

●運転席ドア以外のドアをスマートエン
トリー &スタートシステムで解錠した
場合は、ドライビングポジションの呼
び出しは行われません。その場合は、
登録したドライビングポジションのボ
タンを押してください。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）
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フロント席

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しなが

ら操作します。

リヤ席

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しなが

ら操作します。

知識

■ヘッドレストの高さについて

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

■リヤ席について

使用するときは、常に格納位置から一段
上げた位置にしてください。

フロント席ヘッドレストの前後位置
を、4段階に調整できます。

いちばん前の状態からさらに前に引くと、
いちばんうしろにもどります。

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシートに
装備されています。

警告

■ヘッドレストについて

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●ヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

●ヘッドレストを必ず正しい位置に調
整する

●ヘッドレストを調整したあとは、
ヘッドレストを押し下げて固定され
ていることを確認する

●ヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

上下調整するには

A

前後調整するには

A
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解除ボタン を押しながらヘッドレ
ストを引き上げます。

ヘッドレストが天井にあたって取り
はずしにくいときは、シートの高さ
や角度をかえてください。（ P.94, 
96）

フロントシート

ヘッドレストを取り付け穴に合わせ
て、ロック位置まで押し下げてくだ
さい。

さらに下げるときは、解除ボタン
を押しながら操作してください。

リヤシート

ヘッドレストを取り付け穴に合わせ
て、解除ボタン を押しながら最下
部のロック位置まで押し下げてくだ
さい。

ヘッドレストを取りはずすには

ヘッドレストを取り付けるには

A

A

A
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3-4.ハンドル位置・ミラー

スイッチを操作すると、ハンドルを
次の方向に動かします。

1 上方へ
2 下方へ
3 手前へ
4 前方へ

知識

■ハンドル位置調整の作動条件

エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはイグニッションONモードのとき
※

※運転席シートベルトを装着していれば、
エンジンスイッチのモードにかかわら
ず、ハンドルの調整ができます。

■ハンドル位置の自動調整

お好みのハンドル位置をポジションメモ
リーに登録すると、自動で調整されます。
（ P.97）

■パワーイージーアクセスシステム

エンジンスイッチのモード切りかえ・運
転席シートベルトの脱着に連動して、ハ
ンドルとシートが動きます。（ P.97）

ハンドルの 周辺部を押すと

ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた

警告

■走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

ホーン（警音器）を使うには
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3-4. ハンドル位置・ミラー
運
転
す
る
前
に

運転姿勢に合わせてインナーミラー
の高さを調整することができます。

インナーミラー本体を持って、上下
方向に調整する

後続車のヘッドランプのまぶしさに
応じて反射光を自動的に減少させま
す。

自動防眩機能のON／ OFF を切りか
える

ONのときはインジケーター が点灯し

ます。

エンジンスイッチをイグニッション ON
モードにしたときは、ミラーは常に自動
防眩機能がONになっています。

ボタンを押すとOFF になりインジケー

ター が消灯します。

知識

■センサーの誤作動防止

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたりセンサーを覆ったりしないで
ください。

インナーミラー

後方を十分に確認できるようにミ
ラーの位置を調整することができ
ます。

上下調整のしかた

警告

■走行中の留意事項

走行中はミラーの調整をしないでくだ
さい。

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

自動防眩機能を使うには

A

A
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1 調整するミラーを選ぶには、ス
イッチを押す

左

右

もう一度押すと、選択が解除されます。

2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを押す

上

右

下

左

知識

■鏡面調整の作動条件

エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはイグニッション ONモードのとき

■ミラーの曇りを取りたいときは

リヤウインドウデフォッガーを作動させ
ると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（ P.212）

■自動防眩機能

インナーミラーの自動防眩機能をONに
しておくと、ドアミラーも連動して防眩
機能が作動します。（ P.103）

■ミラー角度の自動調整

お好みのミラー角度を運転席ポジション
メモリーに登録すると、自動で調整され
ます。 （ P.97）

■リバース連動機能

ミラー選択スイッチの Lまたは Rどちら
かが選択されているときは、後退時に鏡
面が下向きになり、下方が見やすくなり
ます。

ドアミラー

安全に運転していただくためには、
運転する前に視界が確保できるよ
うミラーの角度を調整してくださ
い。

警告

■走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●ドアミラーを格納したまま走行しな
い

●走行前に必ず、運転席側および助手
席側のミラーをもとの位置にもどし
て、正しく調整する

調整するには

A

B

A

B

C

D
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3-4. ハンドル位置・ミラー
運
転
す
る
前
に

この機能を使用しないときは、ミラー選
択スイッチの選択が解除された状態にし
てください。

後退時に下向きになる角度を調整すると
きは、シフトレバーを Rに入れた状態で
鏡面位置を調整することで、下向きに動
く角度を調整できます。

次回からシフトレバーを Rにするたびに、
その角度で作動します。

通常時 ( シフトレバーが R以外のとき )
の鏡面位置を基準に下向きに動く角度を
記憶するため、調整後に通常時の鏡面位
置を変更すると、それに伴って後退時の
鏡面位置も変化します。

通常時の鏡面位置を変更したときは、後
退時に下向きになる角度も調整してくだ
さい。

■ マニュアル作動での格納・復帰

ボタンを押す

もう一度押すと、もとの位置にもどりま
す。

■ オート作動での格納・復帰

スマートエントリー＆スタートシス

テムやワイヤレスリモコンによるド
アの施錠・解錠に連動して、ドアミ
ラーを自動的に格納・復帰させるこ
とができます。

ボタンを押す

ボタンを押すと、インジケーター が点

灯します。

もう一度ボタンを押すとマニュアル作動
にもどります。

知識

■バッテリー端子の脱着をしたとき

オート電動格納機能の設定がリセットさ
れ、OFF の状態にもどります。機能を
ON にするときは、再度、オート電動格納
機能のON・OFF 切りかえを行ってくだ
さい。

■寒冷時に「オート作動」で使用すると
き

寒冷時に「オート作動」で使用している
とき、ドアミラーが凍結すると、自動で
格納・復帰ができないことがあります。
この場合、ドアミラーに付着している氷
や雪などを取り除いたあと、「マニュアル
作動」で作動させるか、手で動かしてく
ださい。

■カスタマイズ機能

機能の一部は設定を変更することができ
ます。（ P.307）

警告

■ミラーヒーターが作動しているとき

鏡面が熱くなるのでふれないでくださ
い。

ドアミラーを格納するには

A
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警告

■ミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障など
の原因になるおそれがあります。
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3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉
運
転
す
る
前
に

3-5.ドアガラス・ムーンルーフの開閉

スイッチでドアガラスを開閉できま
す。

スイッチを操作すると、ドアガラス
を次のように動かします。

1 閉める

2 自動全閉※

3 開ける

4 自動全開※

※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

■エンジン停止後の作動

エンジンスイッチをアクセサリーモード
またはOFF にしたあとでも、約 45 秒間
はドアガラスを開閉できます。ただし、
そのあいだに運転席ドアを開閉すると作
動しなくなります。

■挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠と
ドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

■巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物が
ドアガラスとドアのすき間に巻き込まれ
ると、作動が停止します。

■ドアガラスを開閉することができない
とき

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉する
ことができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。

●車を停止し、エンジンスイッチをイグ
ニッション ONモードの状態で、挟み
込み防止機能や、巻き込み防止機能が
作動したあと約 4秒以内に、パワーウ
インドウスイッチを「自動全閉」の位
置で引き続ける。または、「自動全開」
の位置で押し続けることでドアガラス
を開閉することができます。

●上記の操作を行ってもドアガラスが開
閉できない場合、機能の初期化を次の
手順で実施してください。

1 エンジンスイッチをイグニッション
ONモードにする

2 パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続け、ドアガラスを
全閉にする

3 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全閉」の位置で約 6
秒以上引き続ける

4 パワーウインドウスイッチを「自動全
開」の位置で押し続け、ドアガラスを
全開にしたあと、さらにスイッチを約
1秒以上押し続ける

5 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全開」の位置で約 4
秒以上押し続ける

6 再度、パワーウインドウスイッチを
「自動全閉」の位置で引き続け、ドア

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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ガラスを閉めたあと、さらにスイッチ
を約 1秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
離すと、最初からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、レ
クサス 販売店で点検を受けてください。

■ドアロック連動ドアガラス開閉機能

●メカニカルキーでドアガラスを開閉で

きます。※（ P.292）

●ワイヤレスリモコンでドアガラスを開

閉できます。※（ P.82）

●オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ドアガラス開閉
機能でドアガラスを閉めると、オート
アラームが作動することがあります。
（ P.49）
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

■窓開警告ブザー

エンジンスイッチがOFF でドアガラスが
開いていると、運転席ドアを開けたとき
にブザーが鳴り、メーター内のマルチイ
ンフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■ドアガラスを開閉するとき

●運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウ
インドウロックスイッチを使用する
ことをおすすめします。 ( P.109)

●ドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないよう声かけをしてください。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作する
ときは、ドアガラスに人が挟まれる
おそれがないことを確認してから操
作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラス
に挟まれたり巻き込まれたりするお
それがあります。

●車から離れるときはエンジンスイッ
チをOFF にし、キーを携帯してお子
さまも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
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3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉
運
転
す
る
前
に

お子さまが誤ってドアガラスを開閉
することを防止できます。

スイッチを押すと、インジケーター
が点灯し、運転席以外のドアガラ

スが作動不可になります。

知識

■バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチがOFF になる
ため、バッテリーを接続したあと、再度
ウインドウロックスイッチをONにする
必要があります。

警告

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、乗員の手・腕・頭・首
などを挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、ドアガラスが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。指などを
挟まないように注意してください。

■巻き込み防止機能

●巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻
き込ませたりしないでください。

●巻き込み防止機能は、ドアガラスが
完全に開く直前に異物を巻き込むと
作動しない場合があります。手・
腕・服などが巻き込まれないように
注意してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）

A
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ ムーンルーフを開閉するには

1 ムーンルーフを開く※

チルトアップしてから開きます。

2 ムーンルーフを閉める※

※途中で停止するときは、ムーンルーフ
スイッチを軽く押します。

■ チルトアップ／ダウンするには

1 チルトアップ※

2 チルトダウン※

※途中で停止するときは、ムーンルーフ

スイッチを軽く押します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがイグニッション ON
モードのとき

■エンジン停止後の作動

エンジンスイッチをアクセサリーモード
またはOFF にしたあとでも、約 45 秒間
は操作できます。ただし、そのあいだに
運転席ドアを開閉すると作動しなくなり
ます。

■挟み込み防止機能

ムーンルーフを閉めるとき、またはチル
トダウンするときに、ムーンルーフが異
物の挟み込みを感知すると、作動が停止
し少し開きます。

■サンシェード

手動で開閉できます。また、ムーンルー
フが開くと連動して開きます。

■ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能

●メカニカルキーでムーンルーフを開閉

できます。※（ P.292）

●ワイヤレスリモコンでムーンルーフを

開閉できます。※（ P.80）

●オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ムーンルーフ開
閉機能でムーンルーフを閉めると、
オートアラームが作動することがあり
ます。（ P.49）

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

■ムーンルーフが正常に閉まらないとき

次の操作を行ってください。

1 車を停止する

2 スイッチの“CLOSE”側を押し続け

る※

ムーンルーフ★

頭上のスイッチでムーンルーフを
開閉・チルトアップ／ダウンでき
ます。

ムーンルーフを操作するには
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3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉
運
転
す
る
前
に

ムーンルーフが閉じ、再び開き、10 秒間
停止します。その後再び閉じ、全閉位置
で停止します。

3 ムーンルーフが完全に閉まったことを
確認し、スイッチから手を離す

※途中でスイッチから手を離すと、最初
からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない場合は、レクサス販売店で点検を受
けてください。

■ムーンルーフが正常に働かないとき

ムーンルーフの開閉操作や自動全開機能
が正常に働かないときは、次の手順で初
期化を行ってください。

1 エンジンスイッチをイグニッション
ONモードにする

2 ムーンルーフを操作する

症状に応じて次のいずれかを行ってくだ
さい。

スイッチの“OPEN”側を押しても
ムーンルーフが開かない場合

3 スイッチの“DOWN”または
“CLOSE”側を押し続ける

開閉作動をくり返したあと、全閉位置で
停止します。

4 ムーンルーフが完全に停止したことを
確認し、スイッチから手をはなす

スイッチの“OPEN”側を押している
あいだはムーンルーフが開くが、自動
で全開しない場合

3 スイッチの“OPEN”側を押し続け
て全開にする

4 スイッチの“CLOSE”側を押し続け
て全閉にする

5 スイッチの“UP”側を押し続けてチ
ルトアップ停止位置までチルトアップ
する

6 スイッチの“DOWN”側を押し続け
て全閉位置までチルトダウンする

途中でスイッチから手をはなすと、最初
からやり直しとなります。

以上の操作を行っても開閉操作や自動全
開機能が正常に働かない場合は、レクサ
ス販売店で点検を受けてください。

■ムーンルーフ開警告ブザー

エンジンスイッチがOFF でムーンルーフ
が開いていると、運転席ドアを開けたと
きにブザーが鳴り、メーター内のマルチ
インフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■ムーンルーフを開けているとき

●走行中はルーフから手や顔を出さな
い

●開口部に腰かけない

■ムーンルーフを開閉するとき

●運転者は、ムーンルーフの開閉操作
について責任があります。特にお子
さまの誤った操作による事故を防ぐ
ため、お子さまにはムーンルーフの
操作をさせないでください。お子さ
まや他の人がムーンルーフに挟まれ
たり巻き込まれたりするおそれがあ
ります。
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警告

●ムーンルーフを開閉や、チルトダウ
ンするときは、乗員の手・腕・頭・
首を挟んだり巻き込んだりしないよ
うに注意してください。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってムーンルーフを操作す
るときは、ムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してか
ら操作してください。またお子さま
には、ワイヤレスリモコンやメカニ
カルキーによる操作をさせないでく
ださい。お子さまや他の人がムーン
ルーフに挟まれたり巻き込まれたり
するおそれがあります。

●車両から離れるときはエンジンス
イッチを OFF にし、キーを携帯して
お子さまも一緒に車から離れてくだ
さい。いたずらなどによる誤った操
作により、思わぬ事故につながるお
それがあります。

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、乗員の手・腕・頭・首
などを挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、ムーンルーフ
が完全に閉まる直前に異物を挟むと
作動しない場合があります。また、
挟み込み防止機能は、スイッチを押
し続けた状態では作動しません。指
などを挟まないように注意してくだ
さい。

注意

■ムーンルーフの損傷を防ぐために

●開く前は、開口部付近に石や氷など
の異物がないことを確認してくださ
い。

●ムーンルーフの表面・端面には、固
いものをぶつけないでください。

■洗車後や雨が降ったあとなどは

ムーンルーフを開く前にルーフに付い
た水をふき取ってください。そのまま
開くと、車内に水が入るおそれがあり
ます。
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4-1.運転にあたって

■ エンジンをかける

P.122

■ 発進する

1 ブレーキペダルを踏んだまま、シ
フトレバーをDにする
（ P.126）

2 パーキングブレーキを解除する
（ P.131）

3 ブレーキペダルから徐々に足を離
し、アクセルペダルをゆっくり踏
み発進する

■ 停車する

1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

Stop & Start システム装着車：Stop & 
Start システムが作動可能状態のときは、
ブレーキを踏み車両が停止すると、エン
ジンが自動的に停止します。

2 必要に応じて、パーキングブレー
キをかける

長時間停車する場合は、シフトレバーを
PまたはNにします。（ P.126）

■ 駐車する

1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

2 パーキングブレーキをかけて
（ P.131）、シフトレバーを P
にする（ P.126)

3 エンジンスイッチを押してエンジ
ンを停止する

4 電子キーを携帯していることを確
認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に

応じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはレクサス販売店で購入するこ
とができます。

■ 上り坂で発進する

1 パーキングブレーキをしっかりか
け、シフトレバーをDにする

2 アクセルペダルをゆっくり踏む
3 車が動き出す感触を確認したら、
パーキングブレーキを解除し発進
する

知識

■上り坂発進について

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。（ P.194）

■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ
い。

●雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

●雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

■走行中のエンジン回転数について

次の場合、走行中にエンジン回転数が高
くなることがあります。これは走行状況
に合わせてシフトアップの制限、または
シフトダウンの実施を自動的に行うため
で、急加速を示すものではありません。

●車両が上り坂、または下り坂を走行し
ていると判断したとき

運転にあたって

安全運転を心がけて、次の手順で
走行してください。

安全に走行するには
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転

●アクセルペダルを離したとき

●スポーツモード選択時にブレーキペダ
ルを踏んだとき

■エンジン出力の抑制について（ブレー
キオーバーライドシステム）

●アクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、エンジン出力を抑
制する場合があります。

●ブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

■急発進の抑制について（ドライブス
タートコントロール）

●次のような通常と異なる操作が行われ
た場合、エンジン出力を抑制する場合
があります。

･ アクセルペダルを踏み込んだまま、シ
フトレバーを操作した（R から D、D 
から R、N から R、P から D、P から
R）とき。（D は M ポジションを含む）

この場合、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。
･ 後退時にアクセルペダルを踏みすぎた
とき。

●ドライブスタートコントロールが作動
していると、ぬかるみや新雪などから
の脱出が困難な場合があります。その
ようなときは、TRC の作動を停止
（ P.195）することにより、ドライブ
スタートコントロールが停止し、脱出
しやすくなります。

■運転標識の取り付け

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などをバンパーやアルミ部分に取り付
けることはできません。

■オーバーヒートについて

次のようなきびしい走行状況ではオー
バーヒートになるおそれがあります。

●暑い日に長い上り坂を走行する

●高速走行直後に急減速や急停止をする

■Stop&Start システム★作動中のハンド

ル操作について

P.173
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■高摩擦ブレーキパッド装着車について
（F SPORT）

車速、制動力や車両を取り巻く環境（気
温、湿度など）によってはブレーキノイ
ズが発生することがあります。

■エンジン停止前のアイドル運転につい
て（RC300）

ターボ装置などの損傷を防ぐため、高負
荷走行直後は、アイドル運転を行ってか
らエンジンを停止してください。

走行状況
アイドル運
転時間

市街地、郊外などの一般走
行および高速走行（高速道
路の法定または制限速度）

不要

山岳ドライブウェイなどの
急な登坂路走行およびサー
キットなどの連続走行

約 1分

警告

次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■発進するとき

エンジンがかかったまま停車している
ときは、常にブレーキペダルを踏んで
ください。クリープ現象で車が動き出
すのを防ぎます。
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警告

■運転するとき

●踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●燃えやすいものの上を走行したり、
可燃物付近に車を停めたりしないで
ください。

排気管や排気ガスは高温になり、可燃
物が近くにあると火災になるおそれが
あり危険です。

●通常走行時は、走行中にエンジンを
停止しないでください。走行中にエ
ンジンを停止してもハンドルやブ
レーキの操作は可能ですが、操作力
補助がなくなり、ハンドルとブレー
キの操作が困難になります。安全を
確認した上で、すみやかに道路脇に
停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止する
ことができないような緊急時は、
P.254 を参照してください。

●急な下り坂では、エンジンブレーキ
を使用してスピードを下げてくださ
い。フットブレーキを連続して使い
すぎると、ブレーキが過熱して正常
に機能しなくなります。（ P.126）

●走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラーの調整をしな
いでください。運転を誤るおそれが
あります。

●すべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

■すべりやすい路面を運転するとき

●急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

●急激なアクセル操作、シフト操作に
よるエンジンブレーキやエンジン回
転数の変化は、車が横すべりするな
どのおそれがあります。

●水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

■シフトレバーを操作するとき

●シフトレバーを前進側のシフトポジ
ションに入れたまま惰性で後退した
り、Rに入れたまま惰性で前進する
ことは絶対にやめてください。
エンジンが停止し、ブレーキの効き
が悪くなったり、ハンドル操作が重
くなったりして、思わぬ事故や故障
の原因となるおそれがあります。
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警告

●車両が動いているあいだは、シフト
レバーを Pに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

●車両が前進しているあいだは、シフ
トレバーを Rに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

●車両が後退しているあいだは、シフ
トレバーを前進側のシフトポジショ
ンに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

●走行中にシフトレバーをNにすると、
トランスミッションとエンジンの動
力伝達が解除され、エンジンブレー
キが効かなくなります。

●アクセルペダルを踏み込んだまま操
作しないように気を付けてください。
シフトレバーが Pまたは N以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

■継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くレクサス販売店で点検
を受け、ブレーキパッドを交換してく
ださい。必要なときにパッドの交換が
行われないと、ディスクローターの損
傷につながる場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限度をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

■停車するとき

●空ぶかしをしないでください。
シフトレバーが PまたはN以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、エンジン回転中は常にブレー
キペダルを踏み、必要に応じてパー
キングブレーキをかけてください。

●坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながることを防ぐた
め、常にブレーキペダルを踏み、必
要に応じてパーキングブレーキをか
けてください。

●停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあ
ると火災につながるおそれがあり危
険です。

■駐車するとき

●炎天下では、メガネ・ライター・ス
プレー缶や炭酸飲料の缶などを車内
に放置しないでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる
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警告

●ライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしておくと、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たときにライターの操作部が誤作動
し、火災につながるおそれがあり危
険です。

●ウインドウガラスなどには吸盤を取
り付けないでください。また、イン
ストルメントパネルやダッシュボー
ドの上に芳香剤などの容器を置かな
いでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

●シルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やウインドウを開けたまま放置しな
いでください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反射
し、レンズの働きをして火災につな
がるおそれがあり危険です。

●車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトレバーを
Pに入れ、エンジンを停止し、施錠
してください。
エンジンがかかっているあいだは、
車から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トレバーを Pにした状態では、車が
動き思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

●エンジン回転中またはエンジン停止
直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。

■仮眠するとき

必ずエンジンを停止してください。エ
ンジンをかけたまま仮眠すると、無意
識にシフトレバーを動かしたり、アク
セルペダルを踏み込んだりして、事故
やエンジンの異常過熱による火災が発
生するおそれがあります。さらに、風
通しの悪い場所に停めると、排気ガス
が車内に侵入し、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■ブレーキをかけるとき

●ブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。

●ブレーキ倍力装置が機能しないとき
は、他の車に近付いたりしないでく
ださい。また、下り坂や急カーブを
避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりも強く踏む必要があります。
また制動距離も長くなります。ただ
ちにブレーキの修理を受けてくださ
い。

●万一エンジンが停止したときは、ブ
レーキペダルをくり返し踏まないで
ください。
ペダルを踏むたびに、ブレーキのア
シスト力の蓄えを使い切ってしまい
ます。
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警告

●ブレーキシステムは二つの独立した
システムで構成されており、一方の
油圧システムが故障しても、もう一
方は作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

■万一脱輪したとき

いずれかのタイヤが宙に浮いていると
きは、むやみに空転させないでくださ
い。駆動系部品の損傷や、車両の飛び
出しによる思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

注意

■運転しているとき

●運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、エンジン出力を抑制
する場合があります。

●坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

■駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけシフト
レバーを Pにしてください。パーキン
グブレーキをかけシフトレバーを Pに
しておかないと、車が動き出したり、
誤ってアクセルペダルを踏み込んだと
きに急発進するおそれがあります。

■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングモーターの損傷
を防ぐため、ハンドルをいっぱいに
まわした状態を長く続けないでくだ
さい。

●ディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

■ターボ装置の故障を防ぐために
（RC300）

●高負荷走行直後は、エンジンを停止
しないでください。必ずアイドル運
転を行い、ターボ装置を冷却してか
らエンジンを停止してください。
（ P.115）

●排気管・エアクリーナ・スパークプ
ラグなどには純正部品または同等品
をお使いください。

●排気管の改造は絶対にしないでくだ
さい。

●エンジンが冷えているときは、空ぶ
かしや急加速は絶対に行わないでく
ださい。

●定期的なオイル交換を必ず行ってく
ださい。

■走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

●ハンドルがとられる

●異常な音や振動がある

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.278、270 を参照してください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を与えるおそれがある
ため、走行しないでください。

●エンストする

●電装品がショートする
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注意

●水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは必ずレクサス
販売店で次の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●エンジン・オートマチックトランス
ミッション・ディファレンシャルな
どのオイルやフルードの量および質
の変化

●プロペラシャフト・各ベアリング・
各ジョイント部などの潤滑不良

荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするため
に、荷物を積むときは次のことを
お守りください。

警告

■積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

■荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●できるだけ荷物はトランクに積んで
ください。

●後席のシート背もたれを折りたたん
で荷物を積むときは、荷物を積み重
ねないでください。

●後席のシート背もたれを折りたたん
で、寸法が長い荷物を積むときは、
できるだけ前席シート背もたれの真
うしろには積まないでください。

●後席のシート背もたれを折りたたん
で拡大したトランクに人を乗せない
でください。乗員用には設計されて
いません。乗員は、適切にシートベ
ルトを着用させ、座席に座らせてく
ださい。

●次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元
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警告

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる
場合）

･ パッケージトレイ

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ センターディスプレイの前

●室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

■荷物の重量・荷重のかけ方について

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の
低下により思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
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4-2.運転のしかた

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認する

2 シフトレバーが P の位置にある
ことを確認する

3 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。

表示されないと、エンジンはかかりませ
ん。

4 エンジンスイッチを短く確実に押
す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

エンジンが始動するまで最大 30 秒間ス
ターターが回転します。

完全にエンジンが始動するまでブレーキ
ペダルを踏み続けてください。

エンジンスイッチのどのモードからでも
エンジンを始動できます。

知識

■エンジンが始動しないとき

●エンジンイモビライザーシステムが解
除されていない可能性があります。
（ P.48）
レクサス販売店へご連絡ください。

●シフトレバーがPの位置にあるか確認し
てください。エンジンを始動するとき
に、シフトレバーが傾いたり、P 以外
の位置にするとステアリングロック機
能が作動しエンジンを始動することが
できないことがあります。マルチイン
フォメーションディスプレイに“始動
時は P レンジに 入れてください”が
表示されます。

■電子キーの電池の消耗について

P.78

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.90

■ご留意いただきたいこと

P.91

■ステアリングロック機能

●エンジンスイッチを OFF にしたあとに
ドアを開閉すると、ステアリングロッ
ク機能によりハンドルが固定されます。
エンジンスイッチを操作すると、ステ
アリングロックは自動で解除されます。

●ステアリングロックが解除できないと
きは、マルチインフォメーションディ
スプレイに“ハンドルを左右に回しな
がらエンジンスイッチを押してくださ
い”が表示されます。シフトレバーが
P の位置にあることを確認して、ハン
ドルを左右にまわしながら再操作して
ください。

エンジン（イグニッショ
ン）スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を行
うことで、エンジンの始動または
エンジンスイッチのモードを切り
かえることができます。

エンジンをかけるには
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●短時間にエンジンの始動・停止をくり
返すと、モーターのオーバーヒート防
止のために作動制限することがありま
す。その場合は操作を控えてください。
10秒程度でもとの状態にもどります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“スマートエントリー＆スタート
システム故障 取扱書を確認”が表示さ
れたときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

■電子キーの電池交換

P.246

■エンジンスイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せていない場
合は、モードの切りかえやエンジンの
始動ができない場合があります。

●エンジンスイッチOFF 後、すぐに再始
動した場合は、エンジンが始動しない
場合があります。エンジンスイッチ
OFF 後の再始動は、数秒待ってから操
作してください。

■カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.291 を参照してください。

1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかけて
（ P.131）、シフトレバーを P
の位置にする

3 エンジンスイッチを押す

警告

■エンジンを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■走行中の警告

エンジンの停止などで車両滑走状態に
なったときは、車両が安全な状態で停
止するまでドアを開けたり、ロック操
作をしたりしないでください。ステア
リングロック機能が作動し、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

注意

■エンジンを始動するとき

●エンジンが冷えた状態で空ぶかしし
ないでください。

●もしエンジンが始動しにくかったり、
ひんぱんにエンストする場合は、た
だちにレクサス販売店で点検を受け
てください。

■エンジンスイッチの操作について

エンジンスイッチ操作時に引っかかり
などの違和感があるときは、故障のお
それがあります。すみやかにレクサス
販売店にご連絡ください。

エンジンを停止するには
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4 ブレーキペダルから足を離して
メーターの表示が消灯しているこ
とを確認する

ブレーキペダルを踏まずにエンジン
スイッチを押すと、モードを切りか
えることができます。（スイッチを押
すごとにモードが切りかわります）

1 OFF※

非常点滅灯が使用できます。

2 アクセサリーモード
オーディオなどの電装品が使用できます。
メーターに“アクセサリー”が表示さ
れます。

3 イグニッションONモード
すべての電装品が使用できます。
メーターに“イグニッション ON”が
表示されます。
※シフトレバーが P以外のときはアクセ
サリーモードになり、OFF になりませ
ん。

知識

■自動電源 OFF 機能

シフトレバーが Pにあるとき、20分以上
アクセサリーモードか１時間以上イグ
ニッションONモード（エンジンがか
かっていない状態）にしたままにしてお
くと、エンジンスイッチが自動でOFF に
なります。ただし、自動電源OFF 機能
は、バッテリーあがりを完全に防ぐもの

警告

■緊急時のエンジン停止方法

走行中にエンジンを緊急停止したい場
合には、エンジンスイッチを 2 秒以上
押し続けるか、素早く 3 回以上連続で
押してください。（ P.254）
ただし、緊急時以外は走行中にエンジ
ンスイッチにふれないでください。走
行中にエンジンを停止してもハンドル
やブレーキの操作は可能ですが、操作
力補助がなくなり、ハンドルとブレー
キの操作が困難になります。安全を確
認した上で、すみやかに道路脇に停車
してください。

エンジンスイッチを切りかえる
には
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ではありません。エンジンがかかってい
ないときは、エンジンスイッチをアクセ
サリーモード、またはイグニッション ON
モードにしたまま長時間放置しないでく
ださい。

シフトレバーが P以外でエンジンを
停止させた場合、エンジンは停止し
ますが、エンジンスイッチのモード
はOFFになりません。次の手順で
OFFにしてください。

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認する

2 シフトレバーを Pの位置にする
3 マルチインフォメーションディス
プレイに“電源をOff してくだ
さい”が表示されていることを
確認し、エンジンスイッチを 1 
回押す

4 マルチインフォメーションディス
プレイの“電源をOff してくだ
さい”の表示が消灯しているこ
とを確認する

注意

■バッテリーあがりを防止するために

●エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッション ON
モードにしたまま長時間放置しない
でください。

●エンジンがかかっていないときに、
メーターの“アクセサリー”また
は“イグニッション ON”の表示が
消灯していない場合、エンジンス
イッチが OFF になっていません。エ
ンジンスイッチを OFF にしてから車
両を離れてください。

シフトレバーがP以外でエンジ
ンを停止したとき

注意

■バッテリーあがりを防止するために

シフトレバーが P以外でエンジンを停
止させないでください。シフトレバー
が P 以外でエンジンを停止させた場
合、エンジンスイッチがアクセサリー
モードとなるため、そのまま放置する
とバッテリーあがりの原因となります。
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※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
は Dポジションを使用してください。

※2M モードは任意のギヤ段に固定して走
行することができます。

知識

■リバース警告ブザー

シフトレバーを Rに入れるとブザーが鳴
り、Rにあることを運転者に知らせます。

■オートマチックトランスミッションの
保護制御

トランスミッションフルードの温度が高
くなると、マルチインフォメーション
ディスプレイに“AT オイル高温 取扱書
を確認してください”が表示され、自動
的に保護モードに入ります。レクサス販
売店で点検を受けてください。

■レーダークルーズコントロールを使っ
て走行しているとき

エンジンブレーキを目的に次の操作を

行っても、レーダークルーズコントロー
ルが解除されないためエンジンブレーキ
は効きません。

●D ポジションでのレンジ選択走行中に
7、6、5または 4にレンジダウンした
とき（ P.128）

●Dポジションで走行中に走行モードをス
ポーツモードにしたとき（ P.192）

■急発進の抑制について（ドライブス
タートコントロール）

P.115

■AI-SHIFT

●AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行
状況により、自動的に適切なギヤ段に
切りかえます。
AI-SHIFT は、シフトレバーを Dポジ
ションにしているとき自動的に作動し
ます（シフトレバーをMポジションに
すると機能が解除されます）。

●G AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走
行状況により、自動的にスポーツ走行
に適切なギヤ段に切りかえます。
G AI-SHIFT は、シフトレバーを D ポ
ジションでドライブモードセレクトス
イッチをスポーツモードにしていると
き自動的に作動します（ドライブモー
ドセレクトスイッチをノーマルモード
にするか、シフトレバーをM ポジショ
ンにすると機能が解除されます）。

●NAVI・AI-SHIFT：
ナビゲーションシステムの機能を利用
した、高度な自動変速制御の機能です。
使用方法は別冊「ナビゲーションシス
テム取扱説明書」を参照してください。

オートマチックトランス
ミッション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P 駐車またはエンジンの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

M
Mモード走行※2

（ P.129）
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 エンジンスイッチがイグニッ

ションONモードの状態で、ブレー
キペダルを踏んだまま操作します。

Pと Dのあいだの操作は、ブレーキペダ
ルを踏み、車を完全に止めてから行って
ください。

知識

■シフトロックシステム

シフトロックシステムは、発進時のシフ
トレバーの誤操作を防ぐシステムです。
エンジンスイッチがイグニッションON
モードでブレーキペダルを踏んだ状態で

なければ、シフトレバーを Pからシフト
できません。

■シフトレバーをPからシフトできないと
き

ブレーキペダルを踏んでいることを確認
してください。
ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレ
バーがシフトできない場合、シフトロッ
クシステムなどの故障が考えられます。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。
ただし一時的な処置として、次の方法で
シフトレバーをシフトすることができま
す。

シフトロックの解除のしかた :

1 パーキングブレーキをかける

2 エンジンスイッチをOFF にする

3 ブレーキペダルを踏む

4 マイナスドライバーなどを使ってカ
バーを取りはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

5 シフトロック解除ボタンを押す

ボタンを押しているあいだは、レバーを
シフトできます。

警告

■すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行
わないでください。エンジンブレーキ
力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因になりますので注意してください。

シフトレバーの動かし方
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■ スポーツモード・エコドライブ
モード

P.192

■ スノーモード

雪道など、すべりやすい路面での発
進・走行するときに選択してくださ
い。

スノーモードスイッチを押す

通常走行モードにもどすときはスイッチ
をもう一度押します。

知識

■スノーモードの自動解除

スノーモードを選択して走行後、エンジ
ンを停止すると、自動的に通常走行モー

ドに切りかわります。

パドルシフトスイッチの“－”側
または“＋”側を操作すると、一
時的にレンジを選択する走行へ切り
かわります。
パドルシフトスイッチの“－”側
を操作したとき、走行状態に適した
エンジンブレーキ力を得られるレン
ジにダウンシフトします。パドルシ
フトスイッチの“＋”側を操作し
たときは、現在のギヤ段より一つ上
のレンジにシフトアップします。
レンジを選択することで、使用する
ギヤ段の上限を制限し、高速ギヤ段
への不要なシフトアップを抑えたり、
エンジンブレーキ力を切りかえるこ
とができます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
D1から D8レンジのあいだで選択され
ているレンジがメーターに表示されます。

通常走行にもどすときは、パドルシフト
スイッチの“＋”側を一定時間以上保
持します。

警告

■シフトロック解除時の事故を防ぐた
めに

シフトロック解除ボタンを押すときは、
必ずパーキングブレーキをかけブレー
キペダルを踏んでください。

誤ってアクセルペダルを踏んでいると、
シフトロック解除ボタンを押してシフ
トレバーを操作したときに、車が急発
進して思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

走行モードの選択

Dポジションでレンジ選択する
には
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シフトレンジの数字が小さい方がエンジ
ンブレーキ力は大きくなります。

知識

■Dポジションでのレンジ選択の自動解除

次のとき、自動的にDポジションでのレ
ンジ選択が解除されます。

●停車したとき

●アクセルペダルを一定時間以上踏み続
けたとき

●シフトレバーをD以外にしたとき

■シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、パドルシフ
トスイッチを操作してもシフトダウンで
きない場合があります。（このときブザー
が 2回鳴ります）

シフトレバーをMポジションにする
と、Mモードに切りかわります。シ
フトレバーまたはパドルシフトス
イッチの操作で思い通りのギヤ段を
選択し、運転することができます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
シフトレバーまたはパドルシフトスイッ
チを操作するごとに１速ずつ変速します。
M1からM8の中で選択したギヤ段に固
定され、ギヤ段がメーターに表示されま
す。

Mポジションでは、次の場合を除い
てシフトレバーまたはパドルシフト
スイッチを操作しない限り、変速し
ません。

● 車速が低下した場合（シフトダウ
ンのみ）

● エンジン冷却水やオートマチック
トランスミッションフルードが低
温のときなど、エンジンまたは
オートマチックトランスミッショ
ンの保護が必要な場合

次の場合はシフトレバーまたはパド
ルシフトスイッチを操作しても変速
しません。

● マルチインフォメーションディス

メーター表
示

機能

D2 ～ D8
スピードや走行条件に応じ
て、１速から選択したギヤ
まで自動的にかわります。

D1
ギヤが１速に固定されま
す。

Mモードでギヤ段選択するには
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プレイに“滑りやすい路面のた
めダウンシフトできません”と
表示されている場合

● 車速が低い場合（シフトアップの
み）

知識

■シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、シフトレ
バーまたはパドルシフトスイッチを操作
してもシフトダウンできない場合があり
ます。（このときブザーが 2回鳴ります）

レバーは操作したあと、すぐにもと
の位置にもどります。

1 左折
2 左側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで左側方向指示灯が点滅
します。

3 右側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで右側方向指示灯が点滅
します。

4 右折

■ 右左折後に方向指示灯の点滅が停
止しない場合や、点滅を中止させ
たいとき

レバーを逆方向の 2または 3の位置
に操作してください。レバーを 1ま
たは 4の位置まで操作すると、選択

方向指示レバー

操作のしかた
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した方向指示灯が点滅します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったとき

方向指示灯の電球が切れていないか確認
してください。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）

パーキングブレーキをかけるには、
右足でブレーキペダルを踏みながら、
左足でパーキングペダルをいっぱい
まで踏み込む（再度踏み込むと解除
される）

知識

■駐車するとき

P.114

■パーキングブレーキ未解除警告ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに“パーキ
ングブレーキを 解除してください”が表
示されます。

■冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.200

パーキングブレーキ

操作のしかた
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注意

■走行前の注意

パーキングブレーキを完全に解除して
ください。

パーキングブレーキをかけたまま走行
すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。
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4-3.ランプのつけ方・ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作す

ると、ランプが点灯します。

1  車幅灯・尾灯・番号灯・イ

ンストルメントパネルランプを点
灯

2  上記ランプとヘッドランプ

を点灯

3  ヘッドランプ・LEDデイラ

イト（ P.133）・車幅灯などを
自動点灯・消灯（エンジンスイッ
チがイグニッションONモードの
とき）

4 消灯

知識

■LED デイライト

日中での走行時、自車が他の運転者から
見えやすくなるように、エンジン始動後、
パーキングブレーキを解除して、ランプ
スイッチを AUTO にすると、LEDデイラ
イトが自動で点灯します。（車幅灯より明
るく点灯します。）

LEDデイライトは夜間の使用を意図した
ものではありません。

■ライトセンサー

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをフロントウイ
ンドウガラスに貼らないでください。周
囲からの光がさえぎられると、自動点灯・
消灯機能が正常に働かなくなります。

■ランプ消し忘れ防止機能

エンジンスイッチをアクセサリーモード
またはOFF にして運転席ドアを開けると
すべてのランプが自動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、エンジン
スイッチをイグニッションONモードに

するか、一度ランプスイッチを また

は にもどし、再度 または の

位置にします。

■ランプ消し忘れ警告ブザー

ヘッドランプ・尾灯が点灯している状態
で運転席ドアを開けると、ランプ類の消

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプな
どを点灯できます。

操作のしかた
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し忘れを警告するブザーが鳴ります。

■オートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数・荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸
を自動で調整します。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビームに
切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

2 レバーを引いているあいだ、ハイ
ビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

● ヘッドランプ（ロービーム）点灯
時、かつ車速が約30km/h 以下の

ときにハンドルまたは方向指示レ
バーを操作すると、交差点での視
認性確保のため、車両進行方向側
のコーナリングランプが点灯しま
す。

● ヘッドランプ（ロービーム）点灯
時にシフトレバーをRにすると、
駐車時の視認性向上のため、両側
のコーナリングランプが点灯しま
す。

知識

■コーナリングランプ制御について

コーナリングランプは、点灯したまま約
30分経過すると、自動で消灯します。

注意

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でランプ類を
長時間点灯しないでください。

ハイビームにするには

コーナリングランプ
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1 ランプスイッチを または

にし、レバーを前方へ押す

2 オートマチックハイビームスイッ
チを押す

オートマチックハイビームが作動すると、
オートマチックハイビーム表示灯が点灯

します。

知識

■ハイビームとロービームの自動切りか
え条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。

･ 車速が約 30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が少ない

●次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。

･ 車速が約 25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が多い

■カメラセンサーの検知について

●次の状況では、ハイビームが自動で
ロービームに切りかわらない場合があ
ります。

･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然す
れ違ったとき

･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が無灯火のとき

●前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

オートマチックハイビーム

オートマチックハイビームは、フ
ロントウインドウガラス上部に設
置されたカメラセンサーにより前
方車両のランプや街路灯などの明
るさを判定し、自動的にハイビー
ムとロービームを切りかえます。

警告

■安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、安全運転を
心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

■オートマチックハイビームの誤作動
を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

オートマチックハイビームを使
うには
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●街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

●次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

●ハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

●次の状況では、周囲の明るさが正確に
検知されず、ハイビームが歩行者や前
方車両などの迷惑になる場合や、ロー
ビームが継続する場合があります。こ
のような場合は、手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき

･ フロントウインドウガラスにひび割れ
や破損があるとき

･ カメラセンサーが変形しているときや、
汚れているとき

･ カメラセンサーが極端に高温になって
いるとき

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ 先行車から水・雪・土埃などの巻き上
げがあるとき

･ 急激な明るさの変化が連続するとき

･ 起伏や段差が多い道路を走行している
とき

･ カーブが多い道路を走行しているとき
･ 車両前方に標識やミラーのように光を
強く反射するものがあるとき

･ コンテナなど、先行車の後部が光を強
く反射するとき

･ 自車のヘッドランプが破損または汚れ
ているとき

･ パンクやけん引などにより車両が傾い
ているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの使用に問題がある、また
は他の運転者・付近の歩行者の迷惑に
なると思われるとき

■ ロービームへの切りかえ

レバーをもとの位置にもどす

オートマチックハイビーム表示灯が消灯
します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度レバーを前方に押します。

■ ハイビームへの切りかえ

オートマチックハイビームスイッチ
を押す

オートマチックハイビーム表示灯が消灯
し、ハイビーム表示灯が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度スイッチを押します。

手動制御に切りかえるには
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 点灯する

手を離すと の位置までもどります。

再度操作すると消灯します。

知識

■点灯条件

ヘッドランプが点灯しているときに使用
できます。

■リヤフォグランプについて

●リヤフォグランプが点灯しているとき
は、メーター内の表示灯が橙色に点灯
します。

●視界が悪いとき以外に使用すると後続
車の迷惑になる場合があります。
必要なとき以外は使用しないでくださ
い。

フォグランプスイッチ★

雨や霧などで視界が悪いときに後
続車に自分の車の存在を知らせる
ために使用します。

操作のしかた
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次のように レバーを操作する

と、ワイパーまたはウォッシャーが
作動します。レバーは操作したあと、
すぐにもとの位置にもどります。

1  レバーを 2段階上げる

2  レバーを 1段階上げる

3  レバーを1段階下げる

4  レバーを2段階下げる

5  AUTO モードON/OFF ス

イッチ
雨滴量や車速に応じてワイパーが作動す
る AUTOモードの ON/OFF を切りかえ
ます。

AUTOモードのときは、AUTOモード表

示灯 が点灯します。

操作前の状態によって、レバーを操
作したときのワイパー作動は次のよ
うに切りかわります。
･ 操作前の状態：停止

･ 操作前の状態：低速作動

･ 操作前の状態：高速作動

ワイパー＆ウォッシャー

レバー操作で、ワイパーの作動を
自動／手動に切りかえたり、
ウォッシャーを作動させたりする
ことができます。

注意

■フロントウインドウガラスが乾いて
いるとき

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた

操作する位置 作動

一時作動

一時作動

低速作動

高速作動

操作する位置 作動

停止

停止

高速作動

高速作動

操作する位置 作動

停止

低速作動

A
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･ 操作前の状態：AUTOモード（間
欠作動）

･ 操作前の状態：AUTOモード（連
続作動）

※1一時作動後、AUTOモードにもどりま
す。

※2AUTO モードは解除されます。

AUTOモードのときは、次のように
ツマミをまわして、雨滴センサーの
感度を調整できます。

6 雨滴センサーの感度調整（高）
7 雨滴センサーの感度調整（低）

8 ウォッシャー液を出す

レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

ヘッドランプクリーナー装着車：
エンジンスイッチがイグニッション ON
モードの状態でヘッドランプが点灯して
いるとき、５回手前に引くごとにヘッド
ランプクリーナーが作動します。

雨滴量や車速に関係なく間欠作動す
る間欠時間調整式ワイパーとして使
用することができます。停車中で、
ワイパーが停止状態のときに切りか
えることができます。AUTOモード
のとき、または間欠作動中は切りか
えることができません。

 ボタンをAUTO モード表示灯の

変化なし

変化なし

操作する位置 作動

停止

一時作動※1

低速作動※2

高速作動※2

操作する位置 作動

停止

変化なし

低速作動※2

高速作動※2

操作する位置 作動

間欠時間調整式ワイパーへの切
りかえ
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点滅が終わるまで押し続ける

もう一度 AUTOモード表示灯の点滅が終
わるまで押し続けるともとにもどります。

■ 間欠時間調整式ワイパーの作動

1  レバーを 2段階上げる

2  レバーを 1段階上げる

3  レバーを 1段階下げる

4  レバーを 2段階下げる

操作前の状態によって、レバーを操
作したときのワイパー作動は次のよ
うに切りかわります。

･ 操作前の状態：停止

･ 操作前の状態：間欠作動

･ 操作前の状態：低速作動

･ 操作前の状態：高速作動

操作する位置 作動

一時作動

一時作動

間欠作動

高速作動

操作する位置 作動

停止

停止

低速作動

高速作動

操作する位置 作動

停止

間欠作動

高速作動

高速作動

操作する位置 作動

停止

低速作動

変化なし

変化なし
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間欠作動を選択しているとき、間欠
時間を調整することができます。

5 間欠ワイパーの作動頻度（増）
6 間欠ワイパーの作動頻度（減）

7 ウォッシャー液を出す

レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

ヘッドランプクリーナー装着車：
エンジンスイッチがイグニッションON
モードの状態でヘッドランプが点灯して
いるとき、５回手前に引くごとにヘッド
ランプクリーナーが作動します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

■液だれ防止作動

ウォッシャー液を噴射するとワイパーが
数回作動し、その後、液だれ防止のため
にさらに 1回作動します。

ただし、走行中は液だれ防止作動は働き
ません。

■車速による作動への影響

●停車中は間欠時間調整式ワイパーの間
欠時間がかわります。

●低速作動選択時は停車時のみ間欠作動
へ切りかわります。
（雨滴センサーの感度調整が最高に調整
されているときは、低速作動を続けま
す）

■雨滴感知センサー

●雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。

光学センサーを使用しているため、フロ
ントウインドウガラスに朝日や夕日が断
続的にあたるときや、虫などで汚れたと
きに、正しく作動しないことがあります。

●エンジンスイッチがイグニッション ON
モードのときに AUTOモードにすると、
動作確認のためワイパーが 1回作動し
ます。

●雨滴感知センサーの温度が 85℃以上ま
たは－ 30℃以下のときは、AUTO作
動しないことがあります。その場合は、
AUTO モード以外でワイパーを使用し
てください。

■ワイパーが一時作動しているとき

 を押しても AUTOモードに切りかわ

りません。

■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないのに
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ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

警告

■AUTO モード時のワイパー作動につ
いて

AUTO モードでは、センサーにふれた
り、フロントウインドウガラスに振動
があるなどの要因で不意にワイパーが
動くおそれがあります。ワイパーで指
などを挟まないように注意してくださ
い。

■ウォッシャー使用時の警告

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍りつき、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったとき

ノズルがつまったときはレクサス販売
店へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。
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4-4.給油のしかた

● ドアとドアガラスを閉め、エンジ
ンスイッチをOFFにしてくださ
い。

● 燃料の種類を確認してください。

知識

■燃料の種類

無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

■エタノール混合燃料について

エタノール混合燃料（エタノールの混合
率 3%以下、含酸素化合物の含酸素率
1.3%以下）も使用することができます。

給油口の開け方

給油する前に

警告

■給油するときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

●給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものに
ふれないでください。
また、給油口に静電気を除去してい
ない人を近付けないでください。静
電気を帯電した人が給油口に近付く
と、放電による火花で燃料に引火す
るおそれがあります。

●キャップはツマミ部分を持ち、ゆっ
くりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、そ
の音が止まるまでキャップを保持し
てください。
すぐに開けると、気温が高いときな
どに、給油口から燃料が噴き出るお
それがあります。

●気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んで
いるものもあります。

●喫煙しないでください。

●給油口にノズルを確実に挿入してく
ださい。

●継ぎ足し給油をしないでください。

●正常に給油できない場合は、スタン
ドの係員を呼んで指示に従ってくだ
さい。

注意

■給油するとき

指定のガソリンを使用してください。
指定以外のガソリン（無鉛レギュラー
ガソリン）や他の燃料（粗悪ガソリ
ン・軽油・灯油・高濃度アルコール含
有燃料）を使用したり、燃料をこぼし
たりしないでください。
次のような状態になるおそれがありま
す。

●エンジンの始動性が悪くなる

●エンジンからの異音や振動など
（ノッキング）が発生する

●エンジン出力が低下する

●排気制御システムが正常に機能しな
い

●燃料系部品が損傷する



144 4-4. 給油のしかた

1 ドアが解錠された状態で、給油扉
の車両後端の中央部分を押す

“カチッ”と音がするまで押し、手を
離すと給油扉が少し開きます。その後、
手で全開にします。

2 キャップをゆっくりまわして開
け、ホルダーにはめ込む

知識

■給油扉が開かないとき

P.290

1 キャップを“カチッ”と音がす
るまでまわして閉める

手を離すと、キャップが逆方向に少しも
どります。

2 給油扉を閉め、給油扉の車両後端
の中央部分を“カチッ”と音が
するまで押す

ドアを施錠すると給油扉も施錠されます。

知識

■給油扉を閉めるとき

給油扉を閉める前にドアを施錠すると、
給油扉を閉めることができません。ドア
を解錠してから給油扉を閉めてください。

■給油扉の施錠について

次の場合、ドアが施錠されても給油扉は
施錠されません。

●室内のドアロックスイッチで施錠した
とき

●シフト操作連動ドアロックまたは車速
感応オートドアロックで施錠されたと
き

注意

●塗装が損傷する

給油口を開けるには

給油口の閉め方
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警告

■キャップが正常に閉まらないとき

必ずレクサス販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま
使用したり、純正品以外のキャップを
使用すると、火災などを引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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4-5.運転支援装置について

■ PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

P.150

■ LDA（レーンディパーチャーア
ラート [ステアリング制御機能付
き ]）

P.156

■ オートマチックハイビーム

P.135

■ レーダークルーズコントロール

P.164

フロントグリルとフロントウインド
ウガラスにある 2種類のセンサーに
より、各運転支援装置に必要な情報

を認識します。

レーダー

前方カメラ

Lexus Safety System +

Lexus Safety System + は、次の
運転支援装置によって運転者を補
助し、安全で快適なドライブを支
援します。

運転支援装置

警告

■Lexus Safety System + について

Lexus Safety System + は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

前方センサー

警告

■レーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●レーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー

レーダー専用カバー

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布を使ってください。

A

B

A

B
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警告

●レーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

●レーダー周辺への強い衝撃を避ける

レーダー・フロントグリル・フロント
バンパーに強い衝撃を受けた際は、必
ずレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

●レーダーを分解しない

●レーダーやレーダー専用カバーを改
造したり、塗装したりしない

●次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはレクサス販
売店にご相談ください。

･ レーダー・フロントグリルを脱着や
交換したとき

･ フロントバンパーを交換したとき

■前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

●フロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

フロントウインドウガラス上端から

前方カメラ下端より下約 1cm まで

約 20cm（前方カメラ中心から左右

約 10cm）

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する（フロントウインド
ウガラスの曇りを取るに
は： P.212）

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

●フロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

●フロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要です。
詳しくはレクサス販売店にご相談く
ださい。

●前方カメラに液体をかけない

●前方カメラに強い光を照射しない

A

B
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知識

■レーダーの取り扱い

■マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示されたとき

前方センサーが一時的に作動しない、または異常があるおそれがあります。

●次の状況が改善されると警告メッセージが消え、作動可能状態になります。

警告

●前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない

フロントウインドウガラス内側を掃除
するときは、ガラスクリーナーがレン
ズに付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、レク
サス販売店にご相談ください。

●前方カメラに強い衝撃を加えない

●前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

●前方カメラを分解しない

●インナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

●ボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない

詳しくはレクサス販売店にご相談くだ
さい。

●ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

●ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない
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対処を行っても警告メッセージが表示されたままの場合はレクサス販売店にご相談くだ
さい。

●次のときは周囲の環境が前方センサーの作動可能状態になれば警告メッセージが消え
ます。
周囲の環境が改善されたり、しばらく走行したりしても警告メッセージが表示された
ままの場合はレクサス販売店にご相談ください。

･ 炎天下や極寒の環境など、レーダー周囲の温度などが作動条件外のとき
･ 暗闇・逆光・雪・霧など、前方カメラが周囲の状況を認識できないとき

状況 対処法

前方センサー周辺に汚れや付着物（曇り、
結露、凍結などを含む）があるとき

●汚れや付着物を取り除く

●前方カメラ周辺の汚れや付着物の場合
は、ワイパーやエアコンの機能などを使
用する
（フロントウインドウガラスの曇りを取
るには： P.212）

炎天下や極寒の環境など、前方カメラ周囲
の温度などが作動条件外のとき

炎天下での駐車時など、前方カメラが高温
のときは、エアコンでカメラ周辺の温度を
下げる

特に駐車時に太陽光を反射するサンシェー
ドなどをフロントウインドウガラスに使用
すると前方カメラが高温になりやすくなり
ます。

極寒での駐車時など、前方カメラが低温の
ときは、エアコンで前方カメラ周辺の温度
を上げる

ボンネットが開いているときや、フロント
ウインドウガラスの前方カメラ前部にス
テッカーが貼り付けられているときなど、
前方カメラの前方がさえぎられているとき

ボンネットを閉じる、またはステッカーを
剥がすなど、前方カメラの視界がさえぎら
れないようにする
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■ 衝突警報

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、“ピピピ・・・”とブ
ザー音が鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージを
表示し、回避操作をうながします。

■ プリクラッシュブレーキアシスト

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、ブレーキペダルが踏ま
れる強さに応じてブレーキ力を増強

します。

■ プリクラッシュブレーキ

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したときに衝突警報を行い、さら
に衝突の可能性が高まったと判断し
たときは、ブレーキが自動でかかり、
衝突回避を支援、あるいは衝突速度
の低減に寄与します。

■ サスペンションコントロール

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、AVS（ P.194）に
よってショックアブソーバーの減衰
力を制御することで、安定した車両
姿勢の維持に寄与します。

■ ステアリングコントロール★

衝突の可能性が高いとシステムが判
断し、かつ運転者がハンドル操作を
したとき、LDH（ P.195）によっ
て前・後輪の切れ角とハンドルの重
さを制御することで、ハンドル操作
に対する応答性の向上に寄与します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PCS（プリクラッシュセー
フティ）

進路上の車両や歩行者を前方セン
サーで検出し、衝突の可能性が高
いとシステムが判断したときに、
警報やブレーキ力制御により運転
者の衝突回避操作を補助します。
また、衝突の可能性がさらに高
まったと判断したときは、自動的
にブレーキを作動させることで、
衝突回避を支援、あるいは衝突被
害の軽減に寄与します。

必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON／OFF や、警
報タイミングを切りかえることが
できます。( P.152)

機能一覧

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常の
ブレーキ操作のかわりには絶対に使
用しないでください。本システムは
あらゆる状況で衝突を回避または衝
突の被害を軽減するものではありま
せん。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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警告

●プリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 衝突の可能性がなくてもシステムが
作動するおそれがあると
き： P.153

･ システムが正常に作動しないおそれ
があるとき： P.154

●お客様ご自身でプリクラッシュセー
フティの作動テストを行わないでく
ださい。対象（マネキンや段ボール
で作動対象を模したものなど）や状
況によってはシステムが正常に作動
せず、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

■プリクラッシュブレーキについて

●プリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

●プリクラッシュブレーキの作動によ
り車両が停止したときは、約 2秒後
にプリクラッシュブレーキが解除さ
れます。必要に応じて運転者自らブ
レーキをかけてください。

●プリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、場合によっては運転者の
回避操作とシステムが判断し、プリ
クラッシュブレーキが作動しない場
合があります。

●プリクラッシュブレーキ作動中に、
アクセルペダルを強く踏んだり、ハ
ンドルを操作したりすると、場合に
よっては運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、プリクラッシュブレー
キの作動が解除されます。

●ブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。

■プリクラッシュセーフティを OFF に
するとき

次のときは、システムを OFF にしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●けん引されるとき

●けん引するとき

●トラック・船舶・列車などに積載す
るとき

●車両をリフトで上げ、エンジンを始
動しタイヤを空転させるとき

●点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

●事故などにより、フロントバンパー
やフロントグリルに強い衝撃が加
わったとき

●事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●タイヤの空気圧が適正でないとき

●著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき
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■ プリクラッシュセーフティのON
／OFF を変更する

マルチインフォメーションディスプ

レイの （ P.64) から、プリク

ラッシュセーフティのON（作動）
／OFF（非作動）を変更することが
できます。

エンジンスイッチがイグニッションON
モードになるたびシステムはONになり
ます。

システムをOFF にすると、PCS警
告灯が点灯し、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが
表示されます。

■ プリクラッシュセーフティの警報
タイミングを変更する

マルチインフォメーションディスプ

レイの （ P.64）から、プリク

ラッシュセーフティの警報タイミン
グを変更することができます。

エンジンスイッチをOFF にしても選択
した警報タイミングは継続します。

1 遠い
「中間」より警報タイミングが早くなる

2 中間
初期設定

3 近い
「中間」より警報タイミングが遅くなる

知識

■システムの作動条件

プリクラッシュセーフティがONで、前
方の車両や歩行者と衝突の可能性が高い
とシステムが判断したときに作動します。
各機能の作動速度は次のとおりです。

●衝突警報
･ 自車速度約 10 ～ 180km/h（検出対象
が歩行者のときは、自車速度約 10～
80km/h）

･ 自車から見た前方の車両や歩行者との

警告

●メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●応急用タイヤやタイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

●車両に前方センサーをさえぎるよう
な装備品（除雪装置など）を一時的
に取り付けているとき

プリクラッシュセーフティの設
定変更
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相対速度約 10km/h 以上

●プリクラッシュブレーキアシスト
･ 自車速度約 30～ 180km/h（検出対象
が歩行者のときは、自車速度約 30～
80km/h）

･ 自車から見た前方の車両や歩行者との
相対速度約 30km/h 以上

●プリクラッシュブレーキ
･ 自車速度約 10～ 180km/h（検出対象
が歩行者のときは、自車速度約 10～
80km/h）

･ 自車から見た前方の車両や歩行者との
相対速度約 10km/h 以上

ただし、次のときシステムは作動しませ
ん。

●バッテリー端子を脱着したあと、しば
らく走行するまでのあいだ

●シフトレバーが Rのとき

●VSC が OFF のとき（衝突警報のみ作動
可能状態になります）

■歩行者検出について

対象となる歩行者の大きさ・輪郭・動き
などから検出します。

周囲の明るさや、歩行者の動き・姿勢・
角度などによっては、歩行者を検出でき
ず、システムが正常に作動しないおそれ
があります。（ P.154）

■プリクラッシュブレーキの作動解除

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操
作をすると、プリクラッシュブレーキの
作動が解除されます。

●アクセルペダルを強く踏み込む

●ハンドルを大きくきる、またはすばや
く操作する

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動するおそれがあるとき

●例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性があると判断し、作動
するおそれがあります。

･ 車両や歩行者のすぐそばを通過すると
き

･ 車線を変更して先行車を追いこすとき
･ 車線変更している先行車を追い抜くと
き

･ 右左折する先行車を追いこすとき

･ 右左折待ちの対向車とすれ違うとき

･ 隣の車線の前方車両との位置関係がず
れる道（曲がりくねった道など）を走
行するとき

･ 前方車両に急接近したとき
･ 路面にうねり・凹凸があるときなど、
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車両姿勢が変化しているとき
･ 道路脇の構造物（ガードレール・電柱・
木・壁など）に近付いたとき

･ カーブ入り口の道路脇に車両・歩行者・
構造物が存在するとき

･ 道路脇が構造物に囲まれた狭い道（狭
いトンネル・鉄橋など）を走行すると
き

･ 路上または道路脇に金属物（マンホー
ル・鉄板など）・段差・突起物があると
き

･ 横断する歩行者が車両のすぐそばに近
付いたとき

･ 道路上方に構造物（天井の低いトンネ
ル・道路標識など）がある場所を走行
するとき

･ 上り坂で道路上方に構造物（看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに急速に接近したとき

･ 洗車機を使用するとき
･ 車両に覆い被さるような障害物（生い
茂った草・垂れ下がった枝・垂れ幕な
ど）がある場所を走行するとき

･ 前方車両から水・雪・土埃などの巻き
上げがあるとき

･ 車両前方に水蒸気や煙などがあるとき
･ 路面または壁面に車両や歩行者との区
別がつきにくい模様・ペイントがある
とき

･ 電波の反射が強い物体（大型トラック・
ガードレールなど）の横を走行すると
き

･ テレビ塔・放送局・発電所など、強い
電波やノイズが発生する場所の近くを
走行するとき

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば次のような状況では、前方セン
サーが対象となる車両を検出できず、
システムが正常に作動しないおそれが
あります。

･ 前方から自車に向かって車両が近付い
てくるとき

･ 前方車両がオートバイ・自転車のとき
･ 車両の側面または前面に近付いたとき
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･ 先行車の後端面積が小さいとき（空荷
のトラックなど）

･ 先行車の後端が低い位置にあるとき
（低床トレーラーなど）

･ 前方車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

･ 前方車両の最低地上高が極端に高いと
き

･ 前方車両が特殊な形状のとき（トラク
ター・サイドカーなど）

･ 前方車両が太陽光などを強く反射して
いるとき

･ 車両が横から割り込んできたり、飛び
出してきたりしたとき

･ 前方車両が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

･ 自車が車線変更を行い、変更した車線
の先行車に急接近したとき

･ 前方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）のと
き

･ 前方車両から水・雪・土埃などの巻き
上げがあるとき

･ 車両前方に水蒸気や煙などがあるとき
･ 周囲の明るさが急激に変化する場所を
走行するとき（トンネルの出入り口な
ど）

･ 強い光（太陽光や対向車のヘッドラン
プ光など）がカメラセンサーに直接あ
たっているとき

･ 薄暗いとき（朝方・夕方など）、および
夜間やトンネル内

･ エンジンを始動したあと、走行を開始
してしばらくのあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 自車が横すべりしているとき
･ 車両姿勢が変化しているとき

･ ホイールアライメントがずれていると
き

･ ワイパーブレードがカメラセンサーの
視界をさえぎっているとき

･ ふらつき運転をしているとき
･ 過度な高速走行をしているとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 前方センサーの向きがずれているとき

●例えば次のような状況では、制動力が
十分に得られず、システムの性能を発
揮できないおそれがあります。

･ ブレーキ性能が十分に発揮できない場
合（ブレーキ部品が極度に冷えている・
過熱している・ぬれているなど）

･ 車両の整備状態（ブレーキ部品・タイ
ヤの摩耗や空気圧など）が良好でない
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とき
･ 砂利道やすべりやすい路面を走行して
いるとき

●例えば次のような歩行者は、前方セン
サーが検出できず、システムが正常に
作動しないおそれがあります。

･ 身長が約 1m以下、または約 2m以上
の歩行者

･ 合羽・ロングスカートなどを着ていて、
全身の輪郭があいまいな歩行者

･ 大きな荷物を抱えていたり、傘をさし
ていたりして、体の一部が隠れている
歩行者

･ 前かがみになっている、またはしゃが
んでいる歩行者

･ ベビーカー・車いす・自転車などを押
している歩行者

･ 集団でいる歩行者
･ 白っぽい服を着ていて、極端に明るく
見える歩行者

･ 夜間やトンネル内など、暗闇にいる歩
行者

･ 服装の色合いや明るさなどが背景に溶
け込んでいる歩行者

･ 壁際や車両・フェンス・ガードレール
などのそばにいる歩行者

･ 路面の金属物（マンホール・鉄板など）
上にいる歩行者

･ 歩く速度が速い歩行者
･ 歩く速度を急激に変化させている歩行
者

･ 物陰から飛び出してきた歩行者
･ 車両の側端（ドアミラーなど）すれす
れの位置にいる歩行者

■VSCを停止したとき

●VSC の作動を停止 ( P.195) したとき
は、プリクラッシュブレーキアシスト・
プリクラッシュブレーキの作動も停止
します。

●PCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイに“VSC が
Off のため プリクラッシュブレーキも 
停止します”が表示されます。

※車線逸脱警報

■ 車線逸脱警報機能

車両が車線から逸脱する可能性があ
る場合に、マルチインフォメーショ
ンディスプレイの表示および、警報
ブザーまたはハンドルの振動により
注意をうながします。

警報ブザーが鳴った、またはハンドルに
振動があったときは、まわりの道路状況
を確認の上、ハンドルを慎重に操作して、
白（黄）線内の中央付近にもどってくだ
さい。

LDA（レーンディパー
チャーアラート※[ ステア
リング制御機能付き ]）

白（黄）線が整備された、高速道
路または自動車専用道路を走行中、
車線からの逸脱の可能性を運転者
に警告するとともに、逸脱を回避
するためのハンドル操作の一部を
支援します。

LDA は、フロントウインドウガラ
ス上部のカメラセンサーで、白
（黄）線を認識します。

LDA に含まれる機能
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■ ステアリング制御機能

車両が車線から逸脱する可能性があ
る場合に、短時間、小さな操舵力を
ハンドルに与えて、車線からの逸脱
を避けるのに必要なハンドル操作の
一部を支援します。

一定のあいだハンドルを操作しなかった
り、ハンドルをしっかり握っていない状
態での運転が続いたりしたときは、マル
チインフォメーションディスプレイの表
示により注意喚起が行われ、機能が一時
的に解除されます。

■ ふらつき警報機能

車両がふらついて走行しているとき、
または車線から何度もはみだしそう
になった場合に、警報ブザーおよび
マルチインフォメーションディスプ
レイの表示により注意をうながしま
す。
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警告

■LDA をお使いになる前に

LDA を過信しないでください。LDAは
自動で運転する装置でも前方への注意
を軽減する装置でもないため、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把握
し、ハンドル操作で進路を修正し、安
全運転を心がけてください。また、長
時間の運転などによる疲労時は適切に
休憩をとってください。

適切な運転操作をしなかったり、注意
を怠ったりすると、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

■誤作動を防ぐために

LDA を使用しないときは、LDA スイッ
チでシステムを OFF にしてください。

■LDA を使用してはいけない状況

次の状況では、LDA を使用しないでく
ださい。
システムが適切に作動せず、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき

●タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

●構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用したと
き

●路側物に白（黄）線と見間違えるよ
うな構造物や模様があるとき（ガー
ドレール・縁石・反射ポールなど）

●雪道を走行しているとき

●雨・雪・霧・砂ぼこりなどで白（黄）
線が見えにくいとき

●道路の修復で、アスファルト修復跡
や白（黄）線の跡などが残っている
とき

●工事によって規制された車線・仮設
の車線を走行しているとき

●雨天時や積雪・凍結などで、すべり
やすい路面を走行しているとき

●高速道路または自動車専用道以外の
車線を走行しているとき

●工事区間を走行しているとき

●車両けん引時

■LDA の故障、または誤作動を防ぐた
めに

●ヘッドランプを改造したり、ランプ
の表面にステッカーなどを貼ったり
しないでください。

●サスペンションなどを改造しないで
ください。交換が必要な場合は、レ
クサス販売店にご相談ください。

●ボンネットやグリルの上には、何も
取り付けたり置いたりしないでくだ
さい。また、グリルガード（ブル
バー・カンガルーバーなど）を取り
付けたりしないでください。
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LDAを ONにするには LDAスイッ
チを押す

LDA表示灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

OFF にするには、再度スイッチを押しま
す。

いったん LDA を ON／ OFF すると、次
回エンジンを始動したときにも、そのま
まの状態が続きます。

LDA表示灯

表示灯の点灯状態で、システムの作動状
況をお知らせします。

白色に点灯：車線逸脱監視中

緑色に点灯：ステアリング制御機能のハ
ンドル操舵支援が作動中

橙色に点滅：車線逸脱警報中

ハンドル操舵支援の作動表示

ステアリング制御機能のハンドル操舵支
援が作動中であることを示しています。

車線逸脱警報機能表示

マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報に切りかえると表示
されます。

警告

●フロントウインドウガラスの修理が
必要な場合は、レクサス販売店にご
相談ください。

設定のしかた

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示

A

B

C
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白線表示の内側が白いとき

システムが白（黄）線を認識してい
ることを示しています。車両が車線
から逸脱した場合、逸脱している側
の白線表示が橙色で点滅します。

白線表示の内側が黒いとき

システムが白（黄）線を認識できて
いない、またはシステムが一時的に
解除されていることを示しています。

知識

■各機能の作動条件

●車線逸脱警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LDA を ON にしているとき
･ 車速が約 50km/h 以上のとき
･ システムが白（黄）線を認識している
とき

･ 車線の幅が約 3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 直線路または半径が約 150ｍよりゆる

いカーブを走行しているとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.162）

●ステアリング制御機能

車線逸脱警報機能の作動条件に加えて、
次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“操舵支援”を“有”に

設定しているとき（ P.64）

･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ ABS・VSC・TRC・PCS が作動してい
ないとき

･ TRC または VSC を停止していないとき
･ 手放し運転に対する注意喚起
（ P.161）が行われていないとき

●ふらつき警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“ふらつき検知”を“有

”に設定しているとき（ P.64）

･ 車速が約 50km/h 以上のとき
･ 車線の幅が約 3m 以上のとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.162）

■機能の一時解除

作動条件（ P.160）が満たされなく
なった場合、一時的に機能が解除されま
すが、ふたたび作動条件が満たされると、
自動的に復帰します。

ステアリング制御機能作動中に、作動条
件（ P.160）が満たされなくなった場
合、“ピピッ”とブザー音が鳴り、一時
的に機能が解除されたことをお知らせす
る場合があります。

■ステアリング制御機能について

車速や車線の逸脱状況・路面状況などに
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より、ステアリング制御機能の作動を感
じなかったり、ステアリング制御機能が
作動しなかったりすることがあります。

■車線逸脱警報機能について

外部の騒音やオーディオの音などにより、
警報ブザーが聞きとりにくい場合があり
ます。また、路面状況などにより、ハン
ドルの振動を感じにくい場合があります。

■手放し運転に対する注意喚起について

ステアリング制御機能の作動中に、手放
し運転をしているとシステムが判断した
とき、マルチインフォメーションディス
プレイにハンドル保持をうながすメッ
セージと図に示すシンボルが表示され注
意喚起を行います。

さらに操作しない状態が続くとブザーが
鳴り、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージと図に示すシンボル
が表示され注意喚起が行われ、機能が一
時的に解除されます。運転者のハンドル
操作が小さい状態が続いたときも同様に
注意喚起が行われます。システムを使用
する際は注意喚起にかかわらず、常にハ
ンドルをしっかりと握ってください。

車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。

■ふらつき警報機能について

ふらつき警報機能の作動中に、車両がふ
らついて走行しているとシステムが判断
したとき、ブザーと同時にマルチイン
フォメーションディスプレイに休憩をう
ながすメッセージと図に示すシンボルが
表示され注意喚起を行います。

車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。

■白（黄）線が片側しかないとき

白（黄）線が認識できていない方向への
車線逸脱警報は作動しません。

■機能が正常に作動しないおそれのある
状況

次のような状況では、カメラセンサーが
白（黄）線を正しく検知できず、各機能
が正しく作動しないおそれがあります。

●白（黄）線に平行するような影がある、
または白（黄）線が影の中にあるとき

●料金所や検札所の手前や交差点など、
白（黄）線がない場所を走行するとき

●白（黄）線がかすれている、または
キャッツアイ（道路鋲）や置き石など
があるとき

●白（黄）線が砂ぼこりなどで見えない、
または見えにくくなっているとき

●雨天・雨上がり・水たまりなどぬれた
路面を走行しているとき

●車線が黄色のとき（白線にくらべて認
識率が低下することがあります）

●白（黄）線が縁石等の上に引かれてい
るとき

●コンクリート路のような明るい路面を
走行しているとき

●照り返しなどにより明るくなった路面
を走行しているとき

●トンネルの出入口など明るさが急変す
る場所を走行しているとき
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●対向車のヘッドランプ光・太陽光など
がカメラに入射しているとき

●分岐・合流路などを走行しているとき

●坂道を走行しているとき

●左右に傾いた道路やうねった道路を走
行しているとき

●舗装されていない道路や荒れた道路を
走行しているとき

●急カーブを走行しているとき

●車線の幅が極端に狭いとき、または広
いとき

●重い荷物の積載やタイヤ空気圧の不足
などで、車両が著しく傾いているとき

●先行車との車間距離が極端に短くなっ
たとき

●走行中の路面状況（悪路・道路の継ぎ
目など）により、車両が上下に大きく
揺れているとき

●夜間にヘッドランプのレンズが汚れて
照射が弱いときや、光軸がずれている
とき

●横風を受けているとき

●車線変更をした直後、または交差点を
通過した直後

●冬用タイヤなどを装着しているとき

■警告メッセージ

次のメッセージがマルチインフォメーションディスプレイに表示され、LDA 表示灯が橙
色で点灯した場合は、対処方法に従って適切に対処してください。

警告メッセージ 警告内容・対処方法

“LDA 故障 販売店で 点検してく
ださい”

システムが正常に作動しなくなっているおそれが
ある
 レクサス販売店で点検を受けてください。

“前方カメラ 一時使用不可 ガラ
スの汚れや曇りを 取ってください
”

カメラセンサーの前のフロントウインドウガラス
の汚れ・雨滴・結露・氷雪などが付着している
 いったん LDA を OFF にして、汚れ・雨滴・結

露・氷雪などを取り除いてから、再度 LDAを ON
にしてください。

“前方カメラ 一時使用不可 しば
らくお待ちください”

カメラセンサーの作動条件（温度など）が満たさ
れていない
 カメラセンサーの作動条件（温度など）が満た

されると、LDA は使用可能になります。いったん
LDAを OFF にして、しばらく待ってから、再度
LDAを ONにしてください。

“LDA 現在利用できません”

カメラセンサー以外のセンサーの異常によりシス
テムが一時停止している
 いったん LDA を OFF にして、警告メッセージ

の内容に対処したあと、しばらくしてから再度、
LDAを ONにしてください。
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その他の警告メッセージが表示されたときは、表示された画面の指示に従ってくださ
い。

■カスタマイズ機能

次の設定を変更できます。

設定変更のしかたは、P.307 を参照して
ください。

“LDA 約 50km/h 以下で 使用で
きません”

車速が約 50km/h 以下のため LDA が使用できま
せん
 約 50km/h より速い速度で走行してください。

“LDA 現在の車速では 使用できま
せん”

車速が LDA の作動可能範囲をこえたため、使用で
きません
 車速を落として走行してください。

警告メッセージ 警告内容・対処方法

機能 設定内容

車線逸脱警報
機能

警報感度

警報手段

ステアリング
制御機能

機能のON／ OFF

ふらつき警報
機能

機能のON／ OFF

警報感度
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車間距離切りかえスイッチ

マルチインフォメーションディス
プレイ

設定速度

表示灯

クルーズコントロールスイッチ

レーダークルーズコント
ロール

アクセルペダルを踏まなくても、
車間制御モードでは、先行車の車
速変化に合わせた追従走行を行い、
自動的に加速・減速をします。定
速制御モードでは、一定の車速で
走行できます。

高速道路や自動車専用道路で使用
してください。

● 車間制御モード（ P.166）

● 定速制御モード（ P.169）

システムの構成部品

A

B

C

D

E

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

●レーダークルーズコントロールは運
転者の操作の一部を支援し、操作負
担を軽減するためのシステムで、支
援の範囲には限りがあります。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ センサーが正しく検知しないおそれ
のある先行車： P.170

･ 車間制御モードが正しく作動しない
おそれのある状況： P.171

●設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は運転者が行う必要がありま
す。

●システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状況
とシステムが検知している状況が異
なる場合があります。従って注意義
務・危険性の判断・安全の確保は運
転者が行う必要があります。システ
ムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●レーダークルーズコントロールを使
わないときは ON/OFF スイッチでシ
ステムをOFF にしてください。
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警告

■システムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

●運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離を
検知するのみであり、わき見やぼんや
り運転を許容するシステムでも、視界
不良を補助するシステムでもありませ
ん。
運転者自らが周囲の状況に注意を払う
必要があります。

●運転者が判断する過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離が
適正かどうかを判断しており、それ以
外の判断はしません。このため、危険
性があるかどうかなど運転者は自ら安
全の判断をする必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、先
行車への追突を防止する機能はありま
せん。このため、危険性があれば運転
者自らが安全を確保する必要がありま
す。

■レーダークルーズコントロールを使
用してはいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコン
トロールを使用しないでください。
適切な制御が行われず、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●歩行者や自転車等が混在している道

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などのす
べりやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激し
い坂

急な下り坂では車速が設定速度以上に
なることがあります。

●高速道路や自動車専用道路の出入り
口

●センサーが正しく検知できないよう
な悪天候時（霧・雪・砂嵐・激しい
雨など）

●レーダーセンサー前面または、カメ
ラセンサー前面に雨滴や雪などが付
着しているとき

●ひんぱんに加速・減速をくり返すよ
うな交通状況のとき

●車両けん引時

●接近警報がひんぱんに鳴るとき
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車間制御モードでは、レーダーセンサーにより車両前方約 100m以内の先行
車の有無・先行車との車間距離を判定して、先行車との適切な車間距離を確
保する制御をします。

下り坂を走行しているときは、車間距離が短めになります。

定速走行：
先行車がいないとき

運転者が設定した速度で定速走行します。また、車間距離切りかえスイッチを操作し
て、希望の車間距離に設定することもできます。

減速走行ー追従走行：
設定した速度より、車速が遅い先行車が現れたとき

先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかかりま
す（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した
車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車に接近した場
合は、接近警報を鳴らします。

加速走行：
設定した速度より、車速が遅い先行車がいなくなったとき

設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

1 ON/OFF スイッチを押して、シ
ステムをONにする

レーダークルーズコントロール表示灯が

点灯し、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

OFF にするには再度スイッチを押しま
す。

ON/OFF スイッチを 1.5 秒以上押し続け
ると定速制御モードでシステムがONし

車間制御モードでの走行

A

B

C

速度を設定する（車間制御モー
ド）
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ます。（ P.169）

2 希望の車速（約 50km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速／
減速し、レバーを下げて速度を設
定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

レバーを離したときの車速で定速走行で
きます。

設定速度をかえるには、希望の速度
が表示されるまでレバーを操作しま
す。

1 速度を上げる
2 速度を下げる

微調整：レバーを上または下に軽く操作
して手を離す

大幅調整：レバーを上または下に保持し
て速度をかえ、希望の速度で手を離す

車間制御モードでは、設定速度は、
次のとおりに増減されます：

微調整：レバー操作をするごとに 1km/h

大幅調整：レバーを保持しているあいだ、
5km/h ずつ

定速制御モード（ P.169）では、
設定速度は、次のとおりに増減され
ます：

微調整：レバー操作をするごとに
1.6km/h

大幅調整：レバーを保持しているあいだ
連続して変化

スイッチを押すごとに次のように車
間距離を切りかえます。

設定速度をかえる

車間距離を変更する（車間制御
モード）
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1 長い
2 中間
3 短い

エンジンスイッチをイグニッションON
モードにするたびに車間距離は 1にもど
ります。

先行車がいる場合、先行車マーク も表

示されます。

次の目安を参考に車間距離を選択し
てください。

（車速 80km/h で走行している場合）

なお、車速に応じて車間距離は増減
します。

1 制御を解除するには、レバーを手
前に引く

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。

2 制御を復帰させるには、レバーを
上げる

ただし、車速が約 40km/h 以下のときは
復帰しません。

追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行車
に接近したときは、表示の点滅とブ
ザーで運転者に注意をうながします。
その場合は、ブレーキペダルを踏む
など適切な車間距離を確保してくだ
さい。

■ 警報されないとき

車間距離が短くても、次のような場

車間距離選択の目安（車間制御
モード）

車間距離選択 車間距離

長い 約 50ｍ

中間 約 40ｍ

短い 約 30ｍ

A

制御を解除する・復帰させる

接近警報（車間制御モード）
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合は警報されないことがあります。

● 先行車と自車の車速が同じか先行
車の方が速いとき

● 先行車が極端な低速走行をしてい
るとき

● 速度を設定した直後

● アクセルペダルを踏んだとき

定速制御モードでは、先行車の車速
変化に合わせた追従走行を行わず、
一定の車速で走行します。レーダー
センサーの汚れなどにより、車間制
御モードで走行できない場合のみご
使用ください。

1 クルーズコントロールがOFFの
状態で、ON/OFF スイッチを
1.5 秒以上押し続ける

ON/OFF スイッチを押した直後は、レー
ダークルーズコントロール表示灯が点灯
します。その後、クルーズコントロール
表示灯に切りかわります。

システムが OFF の状態から操作したと
きのみ、定速制御モードへの切りかえが
可能です。

2 希望の車速（約 40km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速／
減速し、レバーを下げて速度を設
定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

レバーを離したときの車速で定速走行で
きます。

設定速度をかえる
P.167

制御を解除する・復帰させる
P.168

知識

■設定条件について

●シフトレバーが Dのとき設定できます。

●パドルシフトスイッチで4レンジ以上を
選択したとき設定できます。

●車速が約50km/h以上のとき設定できま
す。

■速度設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で
加速できます。加速後、車速が設定速度
にもどります。ただし、車間制御モード
時は先行車との距離を保持するため車速
が設定速度以下になることもあります。

■車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解
除されます。

●車速が約 40km/h 以下になったとき

●VSC が作動したとき

●TRC が一定時間作動したとき

●TRC または VSC を OFF にしたとき

定速制御モードでの走行
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●走行モードをスノーモードにセットし
たとき

●センサーが何かでふさがれて正しく検
知できないとき

●プリクラッシュブレーキが作動したと
き

その他の理由で車間制御モードが自動解
除されるときは、システムが故障してい
る可能性があります。レクサス販売店に
ご相談ください。

■定速制御モードの自動解除

次のとき、自動的に定速制御モードが解
除されます。

●設定速度より車速が約16km/h以上低下
したとき

●車速が約 40km/h 未満になったとき

●VSC が作動したとき

●TRCが一定時間作動したとき

●TRCまたは VSC を OFF にしたとき

●プリクラッシュブレーキが作動したと
き

その他の理由で定速制御モードが自動解
除されるときは、システムが故障してい
る可能性があります。レクサス販売店に
ご相談ください。

■ブレーキシステムの作動音

車間制御モードで走行中に自動でブレー
キがかかると、ブレーキシステムの作動
音が聞こえることがありますが、異常で
はありません。

■レーダークルーズコントロールの警告
メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、
システムに異常が発生したときには、警
告メッセージ・警告ブザーで注意をうな
がします。マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセージが表示さ
れたときは、表示された画面の指示に

従ってください。

■センサーが正しく検知しないおそれの
ある先行車

次のような場合にシステムによる減速が
不十分な場合はブレーキペダルを、加速
が必要な場合はアクセルペダルを、状況
に応じて操作してください。
センサーが正しく車両を検知できず、接
近警報（ P.168）も作動しないおそれ
があります。

●先行車が急に割り込んできたとき

●先行車が低速で走行中のとき

●同じ車線に停車中の車がいるとき

●先行車の後部分が小さすぎるとき（荷
物を積んでいないトレーラーなど）

●同じ車線を二輪車が走行中のとき

●周囲の車より水や雪がまき散らされ、
レーダーセンサーの検知のさまたげに
なる場合

●自車の車両姿勢が上向きになる場合
（重い荷物を積んだときなど）

●先行車の車高が極端に高いとき
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■車間制御モードが正しく作動しないお
それのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペ
ダルで減速（場合によってアクセルペダ
ルを操作）してください。

センサーが正常に車両を検知できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

●カーブや車線幅が狭い道路などを走行
する場合

●ハンドル操作が不安定な場合や、車線
内の自車の位置が一定でない場合

●先行車が急ブレーキをかけた場合

●道路脇に構造物がある道（トンネル・
橋など）を走行する場合

●アクセルペダルを踏んで加速したあと、
車速が設定速度に戻るとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ Dレンジアイドリングストップ

エンジンが停止する

シフトレバーをDで走行中、ブレー
キペダルを踏み車両を完全に停止さ
せる

Stop & Start 表示灯が点灯します。

エンジンが再始動する

ブレーキペダルから足を離す

Stop & Start 表示灯が消灯します。

■ P レンジアイドリングストップ

エンジンが停止する

1 シフトレバーをDで走行中、ブ
レーキペダルを踏み車両を完全に
停止させる

Stop & Start System★

赤信号や交差点などの一時的な停
車中、燃費向上やアイドリング騒
音低減のため、エンジンスイッチ
を操作することなく、ブレーキペ
ダルまたはシフトレバーの操作に
よってエンジンを停止・再始動さ
せるシステムです。

Stop & Start システムの操作
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Dレンジアイドリングストップによりエ
ンジンが停止し、Stop & Start 表示灯が
点灯します。

2 シフトレバーを Pにする 
( P.126)

エンジンの停止状態が継続します。

Dレンジでアイドリングストップした直
後にシフトレバーを Pにすると、エンジ
ンが再始動することがあります。また、
Dレンジアイドリングストップしていな
くても、シフトレバーを Pにするとアイ
ドリングストップすることがあります。

エンジンが再始動する

ブレーキペダルをしっかりと踏み、
シフトレバーを P以外にする 
( P.126)

P レンジアイドリングストップ後、ブ
レーキペダルから足を離していたときは、
再びブレーキペダルを踏んだときにエン
ジンが再始動します。P レンジアイドリ
ングストップ後、ブレーキペダルを踏ん
だままのときは、シフトレバーを P以外
にしたときにエンジンが再始動します。

Stop & Start 表示灯が消灯します。

知識

■作動条件

●次の条件がすべて満たされたとき、
Stop & Start システムが作動可能状態
になります。

･ ブレーキペダルをしっかりと踏んでい

るとき
･ シフトレバーが Dまたは Pのとき
･ ドライブモードをノーマルモードまた
はエコドライブモードにセットしてい
るとき

･ が OFF のとき
･ 運転席シートベルトを着用していると
き

･ エンジンが十分暖まっているとき
･ 運転席ドアが閉まっているとき
･ アクセルペダルを踏んでいないとき
･ 外気温が -5 ℃以上のとき
･ ボンネットが閉まっているとき

●次の状況では、Stop & Start システムに
よるエンジン停止が行われない場合が
ありますが、異常ではありません。

･ 外気温が高い、または低いときに、エ
アコンを使用しているとき

･ 定期的な充電中のとき
･ バッテリーが十分に充電されていない
とき（例：長期間の駐車後などバッテ
リーの充電量が低下、電気負荷が大き
い、バッテリー液温が低い、バッテ
リーが劣化）

･ ブレーキ倍力装置の負圧が低下したと
き

･ 勾配が急な坂道で停車したとき
･ ハンドル操作をしているとき
･ 渋滞などで、断続的に停車するとき
･ 標高が高いとき
･ エンジン冷却水温やトランスミッショ
ン油温が低いとき、または高すぎると
き

･ バッテリー液温が低いとき、または高
すぎるとき

･ バッテリーを交換したあとしばらくの
期間、またはバッテリー端子をはずし
たあとしばらくの期間

●Stop & Startシステムによるエンジン停
止中、次のときはエンジンが自動的に
再始動します。（Stop & Start システム
によるエンジン停止を再度行うには、
一度走行してください）
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･ エアコンを ONにしたとき
･ 花粉除去モードをONにしたとき
･ を ONにしたとき
･ を ONにしたとき
･ ハンドルを操作したとき
･ Dレンジアイドリングストップ中に、
シフトレバーをM・N・Rのいずれかに
したとき

･ Pレンジアイドリングストップ中に、
シフトレバーを P以外にしたとき

･ ドライブモードをスポーツモードまた
はスノーモードにセットしたとき

･ 運転席シートベルトをはずしたとき
･ 運転席ドアを開けたとき
･ アクセルペダルを踏んだとき
･ Stop & Start キャンセルスイッチを押
したとき

･ 坂道などで車両が動き出したとき

●Stop & Startシステムによるエンジン停
止中、次のときはエンジンが自動的に
再始動する場合があります。（Stop & 
Start システムによるエンジン停止を再
度行うには、一度走行してください）

･ ブレーキペダルをさらに強く踏み込む、
またはポンピングブレーキをしたとき

･ エアコンを使用しているとき
･ バッテリーの充電量が低下していると
き

■ボンネットを開けたとき

●Dレンジアイドリングストップ中にボン
ネットを開けたときは、Stop & Start
システムによるエンジン停止状態から
エンスト状態に移行され、エンジンが
自動で再始動しません。その場合は通
常のエンジン始動操作（ P.122）で
エンジンを始動してください。

●Pレンジアイドリングストップ中にボン
ネットを開けたときは、エンジンが自
動的に再始動します。

●ボンネットが開いている状態でエンジ
ンを始動したときは、ボンネットを閉
めても Stop & Start システムは作動し

ません。ボンネットを閉め一度エンジ
ンスイッチを OFF にし、30 秒以上
待ってからエンジンを始動してくださ
い。

■Stop & Start システムについて

●長時間停車する場合には、エンジンス
イッチを OFF にし、エンジンを停止し
てください。

●Stop & Startシステムが作動しないとき
やキャンセルされたとき、または Stop 
& Start システムに異常が発生したとき
には、警告メッセージ・警告ブザーで
注意を促がします。（ P.174）

●Stop & Startシステムによるエンジン停
止中にエンジンスイッチを押すと、
Stop & Start システムによるエンジン
停止状態からエンスト状態に移行され、
エンジンが自動で再始動しません。そ
の場合は通常のエンジン始動操作
（ P.122）でエンジンを始動してくだ
さい。

●Stop & Startシステムによりエンジンが
再始動するとき、一時的にアクセサ
リーソケットやアクセサリーコンセン
トなどが使用できないことがあります
が異常ではありません。

●電装品・無線機の取り付け・取りはず
しは Stop & Start システムに悪影響を
およぼす可能性があります。詳しくは
レクサス販売店にご相談ください。

■発進時のハンドル操作について

Stop & Start システムによりエンジンが
停止した状態からエンジンが再始動する
ときにハンドル操作を行うと、一時的に
ハンドルが重く感じる場合があります。

■Stop & Start システムによるエンジン
停止中、フロントウインドウガラスが
曇ったとき

を ONにしてください。（エンジン
が自動的に再始動します）： P.212
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断続的にフロントウインドウガラスが曇
るときは、Stop & Start キャンセルス
イッチを押し、Stop & Start システムを
非作動にしてください。

■Stop & Start システムによるエンジン
停止中のエアコン作動について

●オート設定で空調システムを使用して
いるときに、Stop & Start システムに
よりエンジンが停止した場合は、冷房
時の温度上昇や暖房時の温度低下を抑
えるため、ファンの風量を弱めたり、
停止したりすることがあります。

●空調の効きをより良くしたいときは、
Stop & Start キャンセルスイッチを押
し、Stop & Start システムを非作動に
してください。

■Stop & Start システムによるエンジン
停止中に、エアコン吹き出し口から臭
いが発生したときは

Stop & Start キャンセルスイッチを押し
て Stop & Start システムの作動を停止し
てください。

■エアコンがONのときのアイドリングス
トップ時間の長さの切りかえについて

次の操作により、エアコンが ONのとき
の Stop & Start システムによるエンジン
停止時間の長さを切りかえることができ
ます。（エアコンが OFF のときの Stop & 
Start システムによるエンジン停止時間の
長さは切りかえできません）

●Stop & Startキャンセルスイッチの長押
し操作
Stop & Start キャンセルスイッチを 3 
秒以上押し続けるごとに、“Normal”
（通常）・“Long”（長め）が切りかわ
ります。（マルチインフォメーション
ディスプレイの“Stop & Start システ
ム情報”画面で確認できます）
( P.64)

●マルチインフォメーションディスプレ

イの （ P.68）、または

（ P.69）からのメーター操作

■Stop & Start システム保護機能

●バッテリーの急な消費を抑えるために、
オーディオを大音量で使用していると、
突然音が停止することがあります。
オーディオ停止を防ぐには、音量を下
げて使用してください。
止まってしまったオーディオを再開す
るには、いったんエンジンスイッチを
OFF にし、3 秒以上たってから、再度
アクセサリーモードまたはイグニッ
ション ONモードにしてください。

●バッテリーの端子を外して再接続した
ときに、オーディオ（メーカーオプ
ションのナビゲーションシステムを除
く）が作動しないことがあります。こ
の場合、いったんエンジンスイッチを
OFF にし、次の操作を 2回繰り返すこ
とでオーディオが作動します。

･ エンジンスイッチをイグニッション ON
モードにし、再度エンジンスイッチを
OFF にする

■バッテリーを交換するとき

P.295

■アイドリングストップ時間などStop & 
Start システムの作動表示

P.68

■マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージについて

次のとき、マルチインフォメーション

ディスプレイに とメッセージが表示

されることがあります。

●Stop ＆ Start システムによるエンジン
停止が行われないとき

 “ブレーキをもう少し踏み込んでく

ださい”
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･ ブレーキペダルを踏む力が足りない

ブレーキペダルを踏み足すと作動しま
す。

 “エアコン優先”

･ 外気温が高い、または低いときにエア
コンを使用している

エアコンの設定温度と室内温度の差が
小さくなると作動可能状態になります。

･ を ONにしている

 “バッテリー充電中”

･ バッテリーの充電量が低下している可
能性がある

バッテリーの充電を優先するため、一
時的にアイドリングストップを禁止して
いますが、エンジンをしばらく作動させ
ると作動可能状態になります。

･ リフレッシュ充電中の可能性がある
（参考シーン：定期的な充電中のとき、
バッテリー交換したあとしばらくの期
間、またはバッテリー端子をはずした
あとしばらくの期間など）

約 5分 ～ 60 分間のリフレッシュ充電
が完了すると作動可能状態になります。

･ ボンネットが開いている状態でエンジ
ンを始動した可能性がある

ボンネットを閉め一度エンジンスイッ
チをOFF にして、30秒以上待ってから
エンジンを始動すると作動可能状態にな
ります。

･ 長期間 (60 分以上）にわたって継続的
に表示される場合

バッテリー劣化の可能性がありますの
で販売店に相談してください。

 “作動準備中”

･ 標高が高い

･ ブレーキ倍力装置の負圧が低下した

ブレーキ倍力装置の負圧が所定値まで
生成されると作動可能状態になります。

 “シートベルト非装着”

･ 運転席のシートベルトを外している

 “専用バッテリー非装着”

･ Stop & Start システム専用品以外の
バッテリーを装着した可能性がある

Stop & Start システムが作動しません。
レクサス販売店で点検を受けてください。

●Stop & Startシステムによるエンジン停
止中にエンジンが自動的に再始動した
とき

 “エアコン優先”

･ エアコンを ONにした、またはエアコ
ンを使用している

･ を ON にした

 “作動準備中”

･ ブレーキペダルをさらに踏み込んだ、
またはポンピングブレーキをした

走行することによりブレーキ倍力装置
の負圧が所定値まで生成されると作動可
能状態になります。

 “バッテリー充電中”

･ バッテリーの充電量が低下している可
能性がある

バッテリーの充電を優先させるため、
エンジンが再始動しました。エンジンを
しばらく作動させると作動可能状態にな
ります。

 “ハンドル操作”

･ ハンドル操作をした

 “シートベルト非装着”

･ 運転席のシートベルトをはずした
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■Stop & Start システムの警告メッセー
ジ

システムに異常が発生したときは、警告
メッセージで注意をうながします。
( P.174)

■Stop & Start キャンセル表示灯が点滅
したままのとき

システムに異常があるおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてください。

Stop & Start システムを非作動にす
るには Stop & Start キャンセルス
イッチを押す

Stop & Start キャンセル表示灯が点灯し
ます。

もう一度 Stop & Start キャンセルスイッ
チを押すと、作動可能状態にもどり、
Stop & Start キャンセル表示灯が消灯し
ます。

警告

■Stop & Start システムが作動してい
るとき

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中（Stop & Start 表示灯が点
灯中）は、ブレーキペダルを踏み、
必要に応じてパーキングブレーキを
かけてください。

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中（Stop & Start 表示灯が点
灯中）は、車から離れないでくださ
い。
エンジンが自動的に始動する場合が
あるため、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

●換気が悪い場所では、Stop & Start
システムを非作動にしてください。
エンジンが自動的に再始動する場合
があるため、排気ガスが充満し、重
大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

■Stop & Start システムを正常に作動
させるために

次のようなときは Stop & Start システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。レクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

●運転席シートベルトを着用している
ときに、メーター内のシートベルト
非着用警告灯が点滅するとき

●運転席シートベルトをはずしている
ときに、メーター内のシートベルト
非着用警告灯が点灯しないとき

●運転席ドアを閉めているときに、
メーター内の半ドア警告灯が点灯す
る、またはインテリアランプスイッ
チがドアポジションのときにインテ
リアランプが点灯するとき

●運転席ドアを開けているときに、
メーター内の半ドア警告灯が点灯し
ない、またはインテリアランプス
イッチがドアポジションのときにイ
ンテリアランプが点灯しないとき

Stop & Start システムを非作
動にするには
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知識

■Stop & Start システムの自動再開

Stop & Start システムを Stop & Start
キャンセルスイッチによって非作動にし
ていても、一度エンジンスイッチをOFF
にしてからイグニッションONモードに
することによって、Stop & Start システ
ムは自動的に作動可能状態にもどります。

■Stop & Start キャンセルスイッチを押
したとき

●Stop & Startシステムによるエンジン停
止中、Stop & Start キャンセルスイッ
チを押すとエンジンが再始動します。

●Stop & Start システムが非作動のとき、
もう一度 Stop & Start キャンセルス
イッチを押すと、Stop & Start システ
ムが作動可能状態にもどりますがエン
ジンは停止しません。
次に車両が停止したときに、Stop & 
Start システムによってエンジンが停止
します。

Stop & Start システムによるエンジ
ン停止後、エンジンが再始動し駆動
力が発生するまでのあいだ、ブレー
キ力を一時的に保持し坂道での車両
後退を抑制します。
駆動力が発生すると、保持していた
ブレーキ力を自動的に解除します。

● 坂道だけでなく、平坦な場所でも
作動します。

● ブレーキから音が発生することが
ありますが異常ではありません。

● ブレーキペダルの踏み応えが変
わったり、振動が発生したりする
ことがありますが異常ではありま

せん。

坂道発進補助機能（Dレンジア
イドリングストップ）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ブラインドスポットモニターには 2
つの機能があります。

● BSM（ブラインドスポットモニ
ター）機能
運転者による車線変更時の判断を
支援します。

● RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）機能
後退時に運転者を支援します。

これらの機能は同じセンサーを使用
します。

BSMメインスイッチ

BSM機能および RCTA 機能の共用ス
イッチです。押すごとにON／ OFF が
切りかわります。ONのときはスイッチ
上のインジケーターが点灯します。

ドアミラーインジケーター

BSM機能：ドアミラーの死角領域に車両
を検知したとき、または後方からその死
角領域に急速に接近してくる車両を検知
したときは、検知した側のドアミラーイ
ンジケーターが点灯します。検知した側
に方向指示レバーを操作している場合は、
ドアミラーインジケーターが点滅します。

RCTA 機能：自車の右後方または左後方
から接近している車両を検知したときは、
両側のドアミラーインジケーターが点滅
します。

センターディスプレイ

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、センター
ディスプレイに検知した側の RCTA アイ
コン（ P.183）が点灯します。

イラストは両後方から車両が接近してい

BSM（ブラインドスポット
モニター）★

ブラインドスポットモニターは、
リヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用し、運転
者による車線変更時の判断を支援
するシステムです。

ブラインドスポットモニターの
概要

A

B

C
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る例です。

RCTAブザー（RCTA 機能のみ）

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、ブザーが鳴
ります。

BSMメインスイッチをONにした直後
の約１秒間はブザーが鳴ります。

知識

■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

■RCTA ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくな
ることがあります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“BSM 現在使用できません”が
表示されたときは

センサー周辺のバンパーに氷・雪・泥な
どが付着していることが考えられます。
センサー周辺のバンパーの氷・雪・泥な
どを取り除けば、正常に復帰します。ま
た、極めて高温または低温の環境で使用
した場合、正常に作動しないことがあり
ます。

■システムに異常があるときは

次のような原因で異常が検知されたとき
は、警告表示でお知らせします。

●センサーが故障しているとき

●センサーが汚れているとき（着雪、ス
テッカー貼り付けなどを含む）

●極めて高温または低温の環境での使用

●センサーの電圧異常

●センサーの位置や向きがずれていると
き

■レーダーセンサーの取り扱いについて

D

警告

■レーダーセンサーの取り扱い

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右
ひとつずつ設置されています。システ
ムを正しく作動させるために次のこと
をお守りください。



180 4-5. 運転支援装置について

警告

●センサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく
センサー周辺のリヤバンパーに汚れ
や着雪がある場合、警告表示ととも
にシステムが作動しなくなることが
あります。その場合、汚れや雪を落
とした後、BSM機能の作動条件
（ P.182）でしばらく走行してくだ
さい（目安：約 10分）。それでも警
告表示が消えない場合はレクサス販
売店にて点検を受けてください。

●センサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもず
れると、車両を正しく検知できなく
なったり、装置が正常に動作しなく
なるおそれがあります。
次のような場合には、必ずレクサス
販売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部が外れている

●センサーを分解しない

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにステッカーを貼らない

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

●リヤバンパーの塗装修理の際にはレ
クサス設定色以外への変更は行わな
いでください

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

BSM機能は、ドアミラーの死角領域に
入った車両の存在とその死角領域に急
速に接近してくる車両の存在を運転者
に提供する、補助的なシステムです。
本システムだけで安全な車線変更の可
否を判断できるものではありません。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、運転者は自
らの目視とミラーによる安全確認をお
こなう必要があります。

RCTA 機能は自車の右後方または左後
方から接近してくる車両の存在を運転
者に提供する補助的なシステムです。

RCTA 機能を使用していても状況に
よっては本システムが有効に機能しな
いことがあるため、運転者は自らの目
視による安全確認をおこなう必要があ
ります。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。
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BSM機能はレーダーセンサーにより隣の車線を走行する次の車両を検知し、
ドアミラーのインジケーターによってその車両の存在を運転者に知らせます。

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してくる車
両

次の範囲に入った車両を検知します。

検知できる範囲：

車両の両側面について、側面から約0.5ｍ離れた面から約 3.5ｍの領域
※1

リヤバンパーから約1m 前方の領域

リヤバンパーから約3m 後方の領域

リヤバンパーから後方約 3m～ 60mの領域※2

※1車両側面から外側に約 0.5m は検知しません。
※2自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がより遠くに
いる状況で点灯、点滅します。

BSM機能

BSM機能で検知できる範囲

A

B

A

B

C

D



182 4-5. 運転支援装置について

知識

■BSM機能の作動条件

BSM機能は、次の条件をすべて満たして
いるときに作動します。

●BSMメインスイッチがONのとき

●シフトレバーが R以外の位置のとき

●車速が約 16 km/h 以上のとき

■BSM機能が車両を検知する条件

BSM機能は、次のような状況で検知範囲
に入った車両を検知します。

●隣の車線を走行する他車に自車が追い
越されるとき

●小さい速度差で隣の車線を走行する他
車を追いこすとき

●他車が車線変更中に検知範囲に進入す
るとき

■BSM機能が車両を検知しない状況

BSM機能は、次のような車両や車両以外
のものを検知対象としません。

●小型の二輪車・自転車・歩行者など※

●対向車

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●同じ車線を走行する後続車※

●2 つ隣の車線を走行する他車※

●大きい速度差で自車が追いこす他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■BSM機能が有効に作動しないおそれが
ある状況

●BSM機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが

ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
とんど等しいとき

･ 停止状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

･ BSM メインスイッチをONにした直後

●BSM 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ タイヤがスリップ（空転）していると
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き
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

■ RCTA 機能の作動

RCTA機能はレーダーセンサーにより自車の右後方または左後方から接近し
ている車両を検知し、ドアミラーのインジケーターとブザーによってその車
両の存在を運転者に知らせます。

接近車両

接近車両を検知できる範囲

■ RCTA アイコンの表示

自車の右後方または左後方から接近
している車両を検知したときは、車
両が接近している側のアイコンがセ
ンターディスプレイ上に表示されま
す。
イラストは両方向から車両が接近し
ている例です。

：RCTA 機能に異常があるとき

（ P.179）

次の範囲に入った車両を検知します。

RCTA 機能

A

B

RCTA 機能で検知できる範囲
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速度が速い車両に対しては、より離
れた位置で警報ブザーを鳴らします。

例：

知識

■RCTA 機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たし
ているときに作動します。

●BSMメインスイッチがONのとき

●シフトレバーが Rのとき

●自車の車速が約 8 km/h 以下のとき

●接近する他車の車速が約 8 km/h ～
28km/h の間のとき

■RCTA 機能が車両を検知しない状況

RCTA 機能は、次のような車両や車両以
外のものを検知対象としません。

●真後ろから接近する車両

●自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

●障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●小型の二輪車・自転車・歩行者など※

●自車から遠ざかる車両

●自車の隣の駐車スペースから接近する

車両※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■RCTA機能が有効に作動しないおそれが
ある状況

●RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

･ 高速で接近する車両
･ 勾配の変化が激しい坂で後退している

接近車両の速度
警報距離（概

算）

28km/h（速い） 20m

8km/h（遅い） 5.5m

A
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とき

●浅い角度での駐車時

●BSMメインスイッチをONにした直後

●BSMメインスイッチをONにした状態
で、エンジンを始動した直後

●障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

●RCTA 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

･ 自車の横を通過する車両
･ 駐車場に面した道を走行する車両

●車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フロントコーナーセンサー

フロントセンターセンサー

リヤコーナーセンサー

バックセンサー

スイッチを押すとクリアランスソ
ナーはＯＮになり、表示灯が点灯し
ます。

壁などの静止物を検知すると、マル
チインフォメーションディスプレイ
またはセンターディスプレイに表示
されます。

■ マルチインフォメーションディス
プレイの表示

フロントコーナーセンサー作動表
示

フロントセンターセンサー作動表
示

リヤコーナーセンサー作動表示

バックセンサー作動表示

クリアランスソナー★

クリアランスソナーは、低速（約
10km/h 以下）で運転していると
きに、車両と静止物とのおおよそ
の距離を超音波センサーによって
検知して、メーター内のマルチイ
ンフォメーションディスプレイお
よびセンターディスプレイの距離
表示とブザー音で運転者にお知ら
せする補助装置です。

センサーの位置・種類

クリアランスソナーの切りかえ

A

B

C

D

クリアランスソナーの表示のし
かた

A

B

C

D
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■ センターディスプレイの表示

バックガイドモニター使用時に表示
されます。
静止物を感知すると自動的に表示さ
れます。

警告

■クリアランスソナーをお使いになる
前に

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●車両の速度が約 10km/h をこえない
ようにしてください。

●センサーの検知範囲、作動速度には
限界があります。車を前進・後退す
るときは、必ず車両周辺（特に車両
側面など）の安全を確認し、ブレー
キで車速を十分に制御し、ゆっくり
運転してください。

●センサーの検知範囲であるバンパー
周辺にはアクセサリー用品などを取
り付けないでください。

●バンパー真下付近は検知しません。
センサーより低いものや細い杭など
は、一度検知しても接近すると突然
検知しなくなることがあります。

■クリアランスソナーをOFF にすると
き

次のときはシステムを OFF にしてくだ
さい。クリアランスソナーが正常に作
動しないことがあり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

●市販のフェンダーポール・無線機ア
ンテナ・フォグランプを車に付けた
とき

●バンパーやセンサー部付近にものを
ぶつけたときや、たたくなどの強い
衝撃を与えたとき

●レクサス純正品以外のサスペンショ
ンを取り付けたとき

●けん引フックを取り付けたとき

●字光式ナンバープレートを取り付け
たとき

■クリアランスソナー使用時の注意

次のとき、センサーの異常などにより
装置が正常に作動しなくなっているお
それがあります。レクサス販売店で点
検を受けてください。

●静止物を検知していない状態で、ク
リアランスソナーの作動表示が点灯
もしくは点滅し、ブザーが鳴ったと
き

●センサー部付近にものをぶつけたと
きや、たたくなどの強い衝撃を与え
たとき

●バンパーをぶつけたとき

●ブザー音がしないのに表示が点灯も
しくは点滅したままのとき（ミュー
ト選択時は除く）

●異常表示が出ている場合、まずセン
サーの状態を確認してください。
氷・雪・泥がないのに異常表示が出
ている場合は、センサーの異常が考
えられますのでレクサス販売店で点
検を受けてください。
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知識

■クリアランスソナーの作動条件

●フロントコーナーセンサー：
･ エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

･ シフトレバーが P以外にあるとき

●フロントセンターセンサー：
･ エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

･ シフトレバーが P・R以外にあるとき

●リヤコーナーセンサー：
･ エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

･ シフトレバーが Rにあるとき

●バックセンサー：
･ エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

･ シフトレバーが Rにあるとき

■ブザー音のミュート（消音）について

●ミュート（消音）させるとき：
マルチインフォメーションディスプレ
イに感知した画面が表示されていると
きに、メーター操作スイッチの“OK” 
を押すと、一時的にブザー音を消すこ
とができます。

●ミュート（消音）が解除されるとき：

次のとき、自動的にミュート（消音）
が解除されます。

･ シフトポジションを切りかえたとき（D
から N、および Nから Dへの切りかえ
を除く）

･ シフトポジションが Dで、車速が約
10km/h 以上になったとき

･ クリアランスソナーを OFF にし、再度
ONにしたとき

･ エンジンスイッチを OFF にし、再度イ
グニッション ONモードにしたとき

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“ソナーの汚れを除去してくださ
い”が表示されたときは

クリアランスソナーのセンサーに氷・雪・
泥などが付着していることが考えられま
す。
この場合はセンサーの氷・雪・泥などを
取り除けば、正常に復帰します。
また、低温時にはセンサーの凍結などに
より異常表示が出たり、静止物があって
も検知しないことがあります。氷が解け
れば、正常に復帰します。

■センサーの検知について

●センサーの検知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

●静止物の形状・条件によって検知でき
る範囲が短くなることや、検知できな
いことがあります。

●静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がかか
ります。低速走行時の場合でも表示が
出る（ブザーが鳴る）までに、静止物
まで約 35cm以内に接近するおそれが
あります。

●オーディオ・エアコン使用時は、音楽
やファンの音などにより、ブザーの音
が聞き取りづらくなる場合があります。

●他システムのブザーの音などにより本
システムの音が聞き取りづらくなる場
合があります。

警告

■洗車時の注意

●高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてない
でください。強い水圧により衝撃が
加わり、正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

●スチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー
部に近付けすぎないようにしてくだ
さい。スチームにより、正常に作動
しなくなるおそれがあります。
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■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

次のような状況では、センサーが正常に
作動しないことがあります。

●センサーに氷・雪・泥などが付着した
とき（取り除けば、正常に復帰します）

●センサー部が凍結したとき（解ければ、
正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表
示が出たり、壁などの静止物があって
も検知しないことがあります。

●センサーを手などで覆ったとき

●炎天下や寒冷時

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
クリアランスソナーなどの超音波を発
生するものが付近に存在するとき

●どしゃぶりの雨や水しぶきがかかった
とき

●冠水している道路でセンサーに水がか
ぶったとき

●車両姿勢が大きく傾いたとき

●背の高い縁石や直角の縁石に向かって
進んだとき

●センサーに静止物が近付きすぎたとき

■正しく検知できないことがある静止物

静止物の形状・条件によっては検知でき
る範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意し
て運転してください。

●針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

●綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

●鋭角的な形のもの

●背の低いもの

●背が高く上部が張り出しているもの

特に人は衣類の種類によっても検知でき
ない場合がありますので、常に目視で確
認してください。

■カスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設
定を変更することができます。
（ P.191, 307）

■ 画面表示

静止物を検知すると、マルチインフォメーションディスプレイおよびセン
ターディスプレイの作動表示が点灯します。イラストは説明のための例であ
り、表示により異なります。

● 静止物までのおおよその距離：　約 100cm～ 50cm （フロントセンターセ
ンサー）、約150cm ～ 60cm （バックセンサー）

距離表示の見方

マルチインフォメーションディスプレイ センターディスプレイ

( 点灯） ( 点滅：遅い）
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● 静止物までのおおよその距離：　約 50cm ～ 40cm （フロントコーナーセ
ンサー、フロントセンターセンサー）、約 60cm～ 45cm （リヤコーナー
センサー、バックセンサー）

● 静止物までのおおよその距離：　約 40cm ～ 30cm （フロントコーナーセ
ンサー、フロントセンターセンサー）、約 45cm～ 30cm （リヤコーナー
センサー）、約 45cm～ 35cm （バックセンサー）

● 静止物までのおおよその距離：　約 30cm以下 （フロントコーナーセン
サー、フロントセンターセンサー）、約 30cm以下 （リヤコーナーセン
サー）、約 35cm 以下 （バックセンサー）

静止物を検知すると、ブザー音と同
時に音声案内を行います。

■ フロント側またはリヤ側のみで静
止物を検知しているとき

● 静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が次のとき、ブ

ザーは断続音「ピピピ」から連続
音「ピー」になります。

･ フロントセンターセンサーが感知した
静止物との距離が約 30cm以下

･ コーナーセンサーが感知した静止物と
の距離が約 30cm 以下

･ バックセンサーが感知した静止物との
距離が約 35cm 以下

● 複数のセンサーが同時に静止物を

マルチインフォメーションディスプレイ センターディスプレイ

( 点灯） ( 点滅）

マルチインフォメーションディスプレイ センターディスプレイ

( 点灯） ( 点滅：速い）

マルチインフォメーションディスプレイ センターディスプレイ

( 点滅） ( 点灯）

音声案内とブザー音
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検知しているときは、もっとも近
い静止物との距離に合わせたブ
ザー音が鳴ります。

■ 静止物を車両の前後で同時に検知
したとき

● フロント側、またはリヤ側で静止
物を検知してブザーが連続で鳴っ
ているとき、反対側（フロントま
たはリヤ）で新たに静止物を検知
すると、ブザー音は「ピピピピピ
ピピ　ピー」をくり返します。

● フロント側、またはリヤ側で静止
物を検知してブザーが連続で鳴っ
ているとき、反対側（フロントま
たはリヤ）でもブザーが連続で鳴
る範囲内に静止物を検知すると、
ブザー音は「ピピピ　ピー」をく
り返します。

ブザーの音量と鳴るタイミングを変
更することができます。（ P.191）

約 100cm（約 1.0m）

約 150cm（約 1.5m）

約 50cm（約 0.5m）

約 60cm（約 0.6m）

● 検知できる範囲は図のとおりで
す。ただし、静止物がセンサーに
近付きすぎると検知できません。

● 静止物の形状・条件によっては検
知できる距離が短くなることや、
検知できないことがあります。

静止物を検知できる範囲を変更する
ことができます。（ P.191）

エンジンスイッチがイグニッション
ONモードのとき、クリアランスソ
ナーの設定をすることができます。

1 リモートタッチの“MENU”ス
イッチを押し、“設定・編集”
を選択する

2 “車両”を選択する
3 “クリアランスソナー設定”を
選択する

■ ブザー音量設定

設定したい音量を選択する

ブザー音量を調整することができます。

■ 画面表示・ブザータイミング

“切替え”を選択する

● フロントセンターセンサー：
選択するごとに、検知範囲が“
遠”（緑色）と“近”（黄色）
に切りかわります。

● バックセンサー：
選択するごとに、検知範囲が“
遠”（緑色）と“近”（黄色）
に切りかわります。

フロントセンターセンサー・バック
センサーの割り込み表示が表示され
る検知範囲と、ブザーが出力される

静止物を検知できる範囲

A

B

C

音声案内とブザーの設定

D



192 4-5. 運転支援装置について

検知範囲を調整することができます。

F SPORT以外

F SPORT

1 ノーマルモード／カスタムモード
ノーマルモード / カスタムモードは、ス
イッチを押して選択します。スイッチを
押すごとに、ノーマルモード / カスタム
モードが切りかわります。
カスタムモードのとき、“CUSTOM”
表示灯が点灯します。

エコドライブモードまたはスポーツモー
ドのときにスイッチを押すと、ノーマル
モードにもどります。
･ ノーマルモード

燃費性能、静粛性、運動性能のバランス

ドライブモードセレクトス
イッチ

走行・使用状況に合わせて次の
モードを選択できます。

走行モードを選択するには

A

B
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が良く、市街地を走行する場合に適して
います。
･ カスタムモード

以下の機能をお好みで設定し、走行する
ことができます。カスタムモードは、ナ
ビゲーション画面で設定します。
（ドライブモード設定画面を表示させ
る： P.206）

2 エコドライブモード
スロットル特性を穏やかに設計すること
で、エコ運転中のドライバーのアクセル
操作をアシストします。またエアコン (
暖房 / 冷房 ) の作動を抑え、燃費の向上
を意識した走行に適しています。

エコドライブモード以外のときにスイッ
チを左へまわすとエコドライブモードに
切りかわり、エコドライブモード表示灯
が点灯します。

3 スポーツモード
･ スポーツ Sモード

トランスミッションとエンジンの制御に
より、アクセルレスポンスを向上させ、
力強い加速が可能です。コーナーの多い
道などで、きびきびした走りを楽しみた
いときに適しています。

スポーツ Sモード以外のときにスイッチ
を右へまわすとスポーツ Sモードに切り
かわり、SPORT S 表示灯が点灯します。
･ スポーツ S＋モード

トランスミッションとエンジンに加え、

ステアリングやサスペンションを総合的
に制御することにより操縦性・安定性の
確保に貢献し、よりスポーティーな走り
を楽しみたいときに適しています。

スポーツ Sモードのときにスイッチを右
へまわすとスポーツ S＋モードに切りか
わり、SPORT S ＋表示灯が点灯します。

知識

■エコドライブモード時のエアコン作動
について

エコドライブモードは、暖房／冷房の作
動や風量を抑制して、燃費向上を図って
います。空調の効きをよりよくしたいと
きは、風量の調整またはエコドライブ
モードの解除をしてください。

■スポーツモード／カスタムモードの自
動解除

スポーツモード／カスタムモードは、エ
ンジンスイッチをOFF にするとノーマル
モードにもどります。

■サイド画面の割り込み表示

モードを切り替えるごとに、選択した
モードがサイド画面に表示されます。

機能 設定

パワートレーン制御

Normal

Power

Eco

シャシー制御
Normal

Sport

エアコン作動
Normal

Eco
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■ ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面で
のブレーキ時にタイヤのロックを防
ぎ、スリップを抑制します。

■ ブレーキアシスト

急ブレーキ時などに、より大きなブ
レーキ力を発生させます。

■ VSC（ビークルスタビリティコン
トロール）

急なハンドル操作や、すべりやすい
路面で旋回するときに横すべりを抑
え、車両の姿勢維持に寄与します。

■ S-VSC（ステアリングアシステッ
ドビークルスタビリティコント
ロール）

ABS・TRC・VSC・EPS を協調して
制御します。
すべりやすい路面などでの走行で急
なハンドル操作をした際に、ハンド
ル操作力を制御することで、車両の
方向安定性確保に貢献します。

■ TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加速
時にタイヤの空転を抑え、駆動力を

確保します。

■ ヒルスタートアシストコントロー
ル

上り坂で発進するときに、車が後退
するのを緩和します。

■ VGRS（バリアブルギヤレシオス

テアリング）★

車速やハンドル操作に応じて、前輪
が切れる角度を制御することで、車
両の操作性に寄与します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ DRS（ダイナミックリヤステアリ

ング）★

ハンドル操作に応じて後輪を切るこ
とにより、車両の旋回性や応答性に
寄与します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ EPS（エレクトリックパワーステ
アリング）

電気式モーターを利用して、ハンド
ル操作を補助します。

■ NAVI・AI-AVS（AVS：アダプ
ティブバリアブルサスペンション
システム）

路面の状態や運転操作などに応じ、
ショックアブソーバーの減衰力を４
輪独立に制御することで、なめらか
な乗り心地と優れた安定感の確保に
貢献し、車両の姿勢維持に寄与しま
す。
また、ドライブモードセレクトス
イッチでスポーツ S＋モードを選択
したときには、スポーツ走行に適し
た減衰力に切りかわります。
( P.192)

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を高める
ため、走行状況に応じて次の装置
が自動で作動します。ただし、こ
れらの装置は補助的なものなので、
過信せずに運転には十分に注意し
てください。

運転を補助する装置について
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■ LDH（レクサスダイナミックハン

ドリングシステム）★

VGRS・DRS・EPSを総合的に制御
します。ハンドル操作と車速に応じ
て、前輪・後輪の切れる角度を制御
することで、低速では旋回性、中速
では応答性、高速では安定性の向上
に寄与します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ VDIM（ビークルダイナミクスイ
ンテグレイテッドマネージメント

ABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント

ロール・EPS・VGRS★・DRS★を
総合的に制御します。
すべりやすい路面の走行などで急な
運転操作をした際に、ブレーキ・エ
ンジン出力・ハンドル操作力・タイ
ヤの切れる角度などを制御すること
で、車両の安定性確保に貢献します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 緊急ブレーキシグナル

急ブレーキ時に制動灯を自動的に点
滅させることにより、後続車に注意
をうながし、追突される可能性を低
減させます。

知識

■TRC・VSCが作動しているとき

TRC・VSC が作動しているときは、ス
リップ表示灯が点滅します。

■TRC を停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、TRC が作動していると、アクセ
ルペダルを踏み込んでもエンジンの出力
が上がらず、脱出が困難な場合がありま
す。

このようなときに スイッチを押すこ

とにより、脱出しやすくなる場合があり
ます。

TRCを停止するには スイッチを押す

マルチインフォメーションディスプレイ
に“TRC Off しました”と表示されま
す。

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。

■TRC と VSCを停止するには

TRCと VSCを停止するには、停車時に
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スイッチを押し 3秒以上保持してく

ださい。

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに“TRC 

Off しました”と表示されます。※

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。

※PCS（プリクラッシュセーフティ）装
着車は、プリクラッシュブレーキアシ
スト・プリクラッシュブレーキ・ステ
アリングコントロール（PCS と LDH

の協調制御）★も停止します。PCS 警
告灯が点灯し、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表
示されます。（ P.156）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ スイッチを押さなくてもマルチイ

ンフォメーションディスプレイに TRC 
OFF 表示がされたとき

TRC が作動できない状態になっています。
レクサス販売店にご相談ください。

■ヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

●シフトレバーの位置が PまたはN以外
（前進または後退での上り坂発進時）

●車両停止状態

●アクセルペダルを踏んでいない

●パーキングブレーキがかかっていない

■ヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●シフトレバーをPまたはNの位置にした

●アクセルペダルを踏んだ

●パーキングブレーキをかけた

●ブレーキペダルから足を離して約 2 秒
経過した

■VGRS の作動が停止する場合

次の状況では VGRS が作動を停止するこ
とがあります。この場合、直進のハンド
ル位置がずれることがありますが、シス
テムの復帰と共にもとにもどります。

●停車中か極低速走行中に長時間ハンド
ルをまわし続けたとき
（LDH装着車は、DRS も停止します）

●ハンドルをいっぱいに切った状態で、
長く力をかけ続けたとき

これらの状況が改善されれば、システム
は復帰します。

■バッテリー端子の脱着をしたとき
（VGRS 装着車）

ハンドルの直進位置がずれる場合があり
ますが、そのまま走行することで自動的
に修正されます。

■ABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント
ロール・VGRS の作動音と振動

●エンジン始動時や発進直後、ブレーキ
ペダルをくり返し踏んだときなどに、
エンジンルームから作動音が聞こえる
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

●上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる
･ ABS の作動時に、ブレーキペダルが小
刻みに動く

･ ABS の作動終了後、ブレーキペダルが
少し奥に入る
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■EPS・VGRS・DRSモーターの作動音

ハンドル操作を行ったとき、モーターの
音 ( “ ウィーン” という音 ) が聞こえる
ことがありますが、異常ではありません。

■TRC や VSC の自動復帰について

TRC や VSCを作動停止にした場合でも、
エンジン停止後に再始動すると、自動的
に TRC と VSC は作動可能状態にもどり
ます。

■TRC OFFの作動制限

TRC のみ作動を停止している場合は、車
速が高くなると TRC は作動を再開しま
す。
ただし、TRC と VSC の作動を停止してい
る場合は、車速による作動再開はありま
せん。

■EPS の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPS システムのオー
バーヒートを避けるため、EPS の効果が
下がりハンドル操作が重く感じられるよ
うになります。
その場合は、ハンドル操作を控えるか、
停車し、エンジンを停止してください。
10分程度でもとの状態にもどります。

■NAVI・AI-AVS の NAVI 協調機能

ナビゲーションの道路コーナー情報によ
り、コーナーの前からあらかじめ減衰力
を制御します。これにより、優れたコー
ナーリング性能を確保します。ナビゲー
ションにおいてルート探索可能な道路で
作動します。

■緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

●非常点滅灯が点滅していないこと

●車速 55km/h 以上

●ブレーキペダルが踏み込まれ、車両の
減速度から急ブレーキだと判断された

■緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●非常点滅灯を点滅させた

●ブレーキペダルを離した

●車両の減速度から急ブレーキではない
と判断された

警告

■ABS の効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

●雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

■ABS が作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABS は制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。

●泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

●凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

■TRC の効果を発揮できないとき

すべりやすい路面では、TRCが作動し
ていても、車両の方向安定性や駆動力
が得られないことがあります。車両の
方向安定性や駆動力を失うような状況
では、特に慎重に運転してください。
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警告

■ヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

●ヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面では、ヒルスタート
アシストコントロールが効かないこ
とがあります。

●ヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐停車するための機能ではあ
りませんので、同機能を坂道での駐
停車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

■スリップ表示灯が点滅しているとき

VSC が作動中であることを知らせてい
ます。常に安全運転を心がけてくださ
い。無謀な運転は思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。表示灯が点
滅したら特に慎重に運転してください。

■TRC や VSCを OFF にするとき

TRC や VSC は駆動力や車両の方向安
定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC・
VSC を作動停止状態にしないでくださ
い。TRC や VSC を作動停止状態にし
たときは、路面状況に応じた速度で、
特に慎重な運転を心がけてください。

■タイヤまたはホイールを交換すると
き

4 輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。異なっ
たタイヤを装着すると、ABS・TRC・
VSC が正常に作動しません。タイヤ、
またはホイールを交換するときは、レ
クサス販売店に相談してください。

■タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。
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● 次のものはそれぞれ外気温に適し
たものをお使いください。

･ エンジンオイル

･ 冷却水

･ ウォッシャー液

● バッテリーの点検を受けてくださ
い。

● 冬用タイヤ（4輪）やタイヤ

チェーン（後部タイヤ用）※を使
用してください。

タイヤは4輪とも指定サイズで同一
銘柄のものを、タイヤチェーンはタ
イヤサイズに合ったものを使用して
ください。
（タイヤについて： P.237）
※19インチタイヤには、タイヤチェー
ンを装着できません。

知識

■タイヤチェーンについて

18 インチタイヤ装着車：

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

●安全に作業できる場所で行う

●後 2輪に取り付ける

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従う

●取り付け後約0.5～1.0km走行したら締
め直しを行う

19インチタイヤ装着車：

タイヤとボデーの隙間が狭いため、タイ
ヤチェーンを装着できません。

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検など
正しく処置していただいた上で適
切に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告

■冬用タイヤ装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡事故につなが
るおそれがあります。

●指定サイズのタイヤを使用する

●空気圧を推奨値に調整する

●装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

●冬用タイヤを装着する際は、必ず 4輪
とも装着する

■タイヤチェーン装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは 30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

●路面の凹凸や穴を避ける

●急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避ける

●カーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

●LDA（レーンディパーチャーアラー
ト [ ステアリング制御機能付き ]）を
使用しない
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状況に応じて次のことを行ってくだ
さい。

● ドアやワイパーが凍結したときは
無理に開けたり動かしたりせず、
ぬるま湯をかけるなどして氷を溶
かし、すぐに水分を十分にふき
取ってください。

● フロントウインドウガラス前の外
気取り入れ口に雪が積もっている
ときは、エアコンのファンを正常
に作動させるために、雪を取り除
いてください。

● 外装ランプ・車両の屋根・タイヤ
の周辺やブレーキ装置に雪や氷が
付いているときは、取り除いてく

ださい。

● 乗車する前に靴底に付いた雪をよ
く落としてください。

知識

■寒冷地用ワイパーブレードについて

●降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。
レクサス販売店で各車指定のブレード
をお求めください。

●高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落
としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を十
分にとって控えめな速度で走行して
ください。

● パーキングブレーキをかけると、

ブレーキ装置が凍結して解除でき
なくなるおそれがあります。パー
キングブレーキはかけずに、シフ
トレバーを Pに入れて駐車し、必

ず輪止め※1をしてください。
輪止めをしないと、車が動き思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

● パーキングブレーキをかけずに駐

車するときは、シフトレバーを P

注意

■タイヤチェーンの使用について

レクサス純正タイヤチェーンのご使用
をおすすめします。
レクサス純正品以外のタイヤチェーン
の中には、使用すると車体にあたり、
走行のさまたげとなるおそれがあるも
のもあります。
詳しくはレクサス販売店にご相談くだ
さい。

■タイヤを修理・交換するとき

レクサス販売店へご依頼ください。
タイヤの取り付け・取りはずしはタイ
ヤ空気圧バルブ／送信機の作動に影響
します。
（タイヤについての詳しい説明は
P.237 を参照してください）

■タイヤチェーンの装着

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ
空気圧バルブ／送信機が正しく作動し
ないおそれがあります。

運転する前に

注意

■ガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。
ガラスがひび割れるおそれがあります。

運転するとき

駐車するとき
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に入れた状態でシフトレバーが動

かないこと※2を確認してくださ
い。

※1輪止めは、レクサス販売店で購入する
ことができます。

※2ブレーキペダルを踏まないで Pからシ
フトするときにロックがかかります。
シフトできる場合は、シフトロックシ
ステムなどの故障が考えられます。た
だちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。
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5-1.リモートタッチ

■ 操作スイッチ

“MAP”ボタン

センターディスプレイで現在地を表示し
ます。

“MENU”ボタン

メニュー画面を表示します。

戻るボタン

1つ前の画面に戻ります。

タッチパッド

画面上のスイッチを選択または決定しま
す。

また、リスト画面のスクロールや地図の
拡大 / 縮尺などもできます。

サブファンクションボタン

画面に  が表示されているときに、

各画面ごとに割り当てられた機能画面を
呼び出します。

■ タッチパッドの使い方

選択する：タッチパッドを操作し

て、ポインタ※をスイッチに合
わせる

決定する：タッチパッドを押す、
またはダブルタップする

※ポインタとはタッチパッドの操作に合
わせて画面上を動くマークです。

■ タッチ操作

タッチパッドで次の操作が可能です。

● なぞり操作

タッチパッドにふれた状態でパッド面を
なぞります。カーソルやポインタを動か
すことができます。

● ダブルタップ

タッチパッドを指先で素早く軽く 2回叩
きます。タッチパッドを押したときと同

リモートタッチ

リモートタッチを使って、セン
ターディスプレイの操作・設定が
できます。

詳しくは別冊「ナビゲーションシ
ステム取扱説明書」を参照してく
ださい。

リモートタッチの操作について

A

B

C

D

E

A

B
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様に、ポインタで選んだ画面スイッチを
決定することができます。

● フリック

タッチパッドにふれた指先を素早く大き
く払います。リスト画面を動かすことが
できます。

● ピンチアウト／ピンチイン

タッチパッドにふれた 2本の指を広げた
り近付けたりします。地図の拡大や縮小
を行うことができます。

注意

■リモートタッチの故障を防ぐために

●リモートタッチに飲料水や雨水など
をかけないでください。変色や漏電
の原因になります。

●リモートタッチの上に乗ったり、も
のを上に置かないでください。故障
の原因になります。

●タッチパッドを強く押したり、先の
とがったもので操作したりしないで
ください。破損の原因になります。
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■ メニュー画面

リモートタッチの“MENU”ボタン
を押すと、メニュー画面が表示され
ます。

次の画面イラストは一例で、実際の
画面とは異なります。

※別冊「ナビゲーションシステム取扱説
明書」を参照してください。

センターディスプレイ

ディスプレイの見方

スイッチ 機能

目的地を設定する
※

オーディオ操作画面

を表示する※

／

／

デジタルテレビ操作

画面を表示する※

Apple 
CarPlay/Android 
Auto を接続すると、
TV の代わりに
Apple 

CarPlay/Android 
Auto が表示されま

す。※

ハンズフリー操作画

面を表示する※

G-Link 画面を表示

する※

SmartDeviceLink™ 
Apps 画面を表示す

る。※

情報画面を表示する
（ P.71）

設定・編集画面を表

示する※

エアコン操作画面を
表示する

（ P.210）

スイッチ 機能
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■ 分割画面表示

異なる情報を左右に並べて表示します。例えば燃費情報画面を表示したまま、
エアコンやオーディオなどの画面を並べて表示したり操作したりすることが
できます。画面左側の広い表示エリアをメイン画面、右側の狭い表示エリア
をサイド画面と呼びます。

■ メイン画面

メイン画面の表示や操作、および各
機能の詳細については、それぞれの
項目および、別冊「ナビゲーション
システム取扱説明書」を参照してく
ださい。

■ サイド画面

次の各画面をサイド画面に表示し操
作することができます。

 または  を選択してお好みの

画面を表示する

ナビゲーションシステム※

オーディオ※

車両情報（ P.74）

エアコン（ P.211）

サイド画面の表示／非表示を切り

かえる※

※別冊「ナビゲーションシステム取扱説
明書」を参照してください。

知識

■低温時の画面表示について

外気温が極めて低いときは、リモート
タッチを操作しても画面の反応が遅れる
ことがあります。

A

B

C

D

E
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5-2.エアコンの使い方

助手席側温度調整スイッチ

S-FLOW スイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

風量減スイッチ

風量増スイッチ

OFF スイッチ

AUTO スイッチ

運転席側温度調整スイッチ

リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒータースイッチ

フロントデフロスタースイッチ

内外気切りかえスイッチ

A/C スイッチ

オートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

リモートタッチの“MENU”ボタンを押して、 を選択するとエアコン

操作画面が表示されます。

リモートタッチについては、P.204を参照してください。

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L
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DUAL スイッチ

■ 温度を調整する

センサーにタッチしながら、指を上
または下にスライドする

センサーにタッチしても温度を調整する
ことができます。

設定温度が変わるとブザーが鳴ります。

A/Cスイッチが押されていない場合は、
送風または暖房で使用できます。

■ 風量を切りかえる

風量を増やすには： を押す

風量を減らすには： を押す

■ 吹き出し口を切りかえる

を押す

押すたびに吹き出し口が切りかわります。

上半身に送風

上半身と足元に送風

足元に送風

足元に送風・ガラスの曇りを取る

■ S-FLOWモード

リヤ席に乗員がいないとき、フロン
ト席のみの送風に切りかえて、リヤ
席の空調の効きを抑えます。

室温や外気温などの条件により、室
内の快適性を保つため、リヤ席に送
風されることがあります。

を押す、またはオプション

操作画面で を選択する

S-FLOWモードがONのとき、スイッチ
の作動表示灯が点灯します。

再度 を押す、または を選

択すると、リヤ席へ送風を再開します。

■ その他の機能

● 内気循環／外気導入を切りかえる
（ P.211）

● フロントウインドウガラスの曇り

M

A

B

C

D
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を取る（ P.212)

● リヤウインドウガラスの曇りやミ
ラーの霜をとる（ P.212)

エアコン操作画面を表示する

オプション操作画面を表示する
（ P.210）

助手席側の温度を調整する

風量を切りかえる

吹き出し口を切りかえる

運転席側の温度を調整する

各機能ON/OFF 表示灯

機能がONのとき、表示灯が点灯しま
す。

サブファンクションメニューを表
示する（ P.210）

リモートタッチを操作して画面上のス
イッチを選択し、タッチパッドを押す
または、ダブルタップ（軽く２回たたく）
で決定します。

■ オプション操作画面

各機能のON/OFF を切りかえること
ができます。

運転席と助手席の設定温度を別々
に設定する（ P.211)

冷房・除湿する

“A/C”のインジケーターが消灯してい
る場合は、送風または暖房で使用できま
す。

S-FLOWモードを設定する
（ P.209）

エコモードに設定する
（ P.213）

「ナノイー」を作動する

花粉を除去する（ P.212）

■ サブファンクションメニュー

リモートタッチのサブファンクショ
ンボタンを押すと、各機能の
ON/OFF を切りかえることができま
す。

吹き出し口と風量が自動的に調整
される

エアコン操作画面について

A

B

C

D

E

F

G

H

A

B

C

D

E

F

A
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ファンを停止する

冷房・除湿する

“A/C”のインジケーターが消灯してい
る場合は、送風または暖房で使用できま
す。

運転席と助手席の設定温度を別々
に設定する（ P.211）

エコモードに設定する
（ P.213）

■ サイド画面

助手席側の温度を調整する

風量を切りかえる

運転席側の温度を調整する

冷房・除湿する

“A/C”のインジケーターが消灯してい
る場合は、送風または暖房で使用できま
す。

運転席と助手席の設定温度を別々
に設定する（ P.211）

吹き出し口を切りかえる

1 エアコン操作スイッチの AUTO
を押す、またはエアコン操作画面
で“AUTO”を選択する

2 AUTOモードになるまでエアコン

操作スイッチの を

繰り返し押す。

排ガスセンサーにより外気導入と内気循
環を自動で切りかえます。

3 温度を設定する
4 ファンをとめたいときは、OFF
スイッチを押す、またはサブファ
ンクションメニューで“Off” を
選択する

■ オート設定時の作動表示灯につい
て

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消灯
しますが、操作した機能以外のオー
ト設定は継続します。

■ 運転席と助手席の設定温度を別々
に設定する（左右独立モード）

次のいずれかの操作をすると、左右
独立モードがONになります。

● エアコン操作スイッチのDUALを
押す

● オプション操作画面で“DUAL”
を選択する

● 助手席の設定温度を変更する

左右独立モードになりスイッチの作
動表示灯が点灯します。

左右独立モードのとき、リヤ吹き出
し口の設定温度は、運転席側の設定
温度になります。

■ 内気循環／外気導入を切りかえる
には

を押す。

オート設定で使用する

B

C

D

E

A

B

C

D

E

F

その他の機能
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押すごとに内気循環→ AUTO→外気導入
に切りかわり、選択されているスイッチ
の作動表示灯が点灯します。

AUTOを選択すると、A/Cスイッチ
（“A/C”）が自動で ONになります。

■ 花粉除去機能を使用するには

オプション操作画面で、 を選択

する。

花粉除去モードがONのとき、エアコン

操作画面の が点灯します。

内気循環に切りかわり、上半身に送風し
て花粉を除去します。

外気温が低いときは、フロントウインド
ウガラスの曇りを防止するために除湿機
能が作動する場合があります。

花粉除去モードがOFF のときも花粉は
フィルターで取り除かれています。

■ フロントウインドウガラスの曇り
をとるには

を押す

除湿機能が作動し、風量が増えます。内
気循環にしている場合は、外気導入にし
てください。（自動的に外気導入に切りか
わることがあります。）

風量を強くし、設定温度を上げると、よ
り早く曇りを取ることができます。曇り

が取れたら再度 を押すと前の

モードにもどります。

■ リヤウインドウデフォッガー&ミ
ラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取る
ときや、ドアミラーから雨滴や霜を
取るときに使用ください。

を押す

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、しばらくすると自動的に

OFF になります。

■ ウインドシールドデアイサー★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フロントウインドウガラスとワイ
パーブレードの凍結を防ぐために使
用ください。

ウインドシールドデアイサーがONのと
き、スイッチの作動表示灯が点灯します。

ウインドシールドデアイサーは、しばら
くすると自動的にOFF になります。

知識

■電子キーによるエアコン設定の記憶に
ついて

●電子キーでドアを解錠してエンジンス
イッチをイグニッション ONモードに
すると、その電子キーに対応して記憶
されたエアコン設定が呼び出されます。

●エンジンスイッチを OFF にすると、そ
の時のエアコンの設定が解錠した電子
キーに対して記憶されます。

●複数の電子キーを持ってスマートエン
トリー＆スタートシステムでドアを解
錠したり、運転席以外のドアをスマー
トエントリー＆スタートシステムで解
錠したりすると、正しく作動しないこ
とがあります。

●スマートエントリー＆スタートシステ

ムでエアコン設定の呼び出しのできる、
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解錠ドアの設定※を変更できます。詳
しくはレクサス販売店にご相談くださ
い。

※運転席ポジションメモリーの呼び出し
を行う解錠ドアの設定も同時に変更に
なります。

■オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTO スイッチを押
した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

■ガラスの曇りについて

●車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、A/C
スイッチ （“A/C”）をON にすると、
吹き出し口から除湿された風が出るた
め、効果的に曇りを取ることができま
す。

●A/C スイッチ （“A/C”）を ON から
OFF にすると、ガラスが曇りやすくな
ります。

●内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

■フロントウインドウガラス内側の曇り
検知機能について

オート設定時、湿度センサー（ P.215）
でフロントウインドウガラス内側の曇り
を検知し、エアコンを自動的に制御して
曇りを防ぎます。

■外気導入・内気循環について

●トンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

●設定温度や室内温度などにより、自動
的に切りかわる場合があります。

■内外気切りかえの AUTOモードについ
て

AUTO モードでは排出ガスなどの有害成
分を検知し、自動で外気導入と内気循環
を切りかえます。

A/Cスイッチ （“A/C”）が OFF で送風
が作動中に AUTO モードにすると、A/C
スイッチ （“A/C”）がONになります。

■エコドライブモードのエアコン作動に
ついて

●エコドライブモードは燃費性能を優先
させるため、空調システムが次のよう
に制御されます。

･ エンジン回転数やコンプレッサーの作
動を制御し、暖房 / 冷房の能力を抑制
します。

･ オート設定での使用時、ファンの風量
を抑制します。

●空調の効きをより良くしたいときは、
次の操作をおこなってください。

･ 風量を調整する。
･ エコドライブモードを解除する。

■外気温度が０℃近くまで下がったとき

A/C スイッチを押す、または“A/C”を
選択しても除湿機能が働かない場合があ
ります。

■「ナノイー」※ 1 について

エアコンには「ナノイー」発生装置が搭
載されています。この装置は運転席中央
側の吹き出し口を通じて、水に包まれた
肌や髪にやさしい弱酸性のナノイーイオ
ンを放出し、室内を爽やかな空気で満た

します※ 2。

●ファンが作動すると、自動的に「ナノ

イー」が作動します※ 3。

●「ナノイー」の作動中、次の条件で効果
を発揮します。次の条件以外では、効
果が十分に得られない場合があります。

･ 吹き出し口が 、 または のと
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き
･ 運転席側の吹き出し口が開いていると
き

●「ナノイー」作動時は、微量のオゾンが
発生し、かすかに臭うことがあります
が、森林など、自然界に存在する程度
の量なので、人体に影響はありません。

●作動中、かすかに作動音が聞こえるこ
とがありますが、故障ではありません。

※1「nanoe」、「ナノイー」および
「nanoe」マークは、パナソニック株式
会社の商標です。

※2温湿度環境、風量・風向きによっては
「ナノイー」の効果が十分に得られない
場合があります。

※3「ナノイー」が ONのとき （ P.210）

■換気とエアコンの臭いについて

●車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

●エアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、駐車時は外気導入にしてお
くことをおすすめします。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく送風が停
止する場合があります。

■エアコンフィルターについて

P.245

■設定可能な機能

AUTO スイッチを押したとき、除湿機能
を連動させるかどうかなどを設定できま
す。
（カスタマイズ一覧 P.314）

■ 吹き出し口の位置

吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

■ 風向きの調整と吹き出し口の開閉

フロント

風向きの調整

吹き出し口の開閉

リヤ

風向きの調整

吹き出し口について

A

B

A



215

5

5-2. エアコンの使い方
室
内
装
備
・
機
能

風向きを外側いっぱいに調整すると、吹
き出し口を閉じることができます。

警告

■フロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

●外気の湿度が非常に高いときにエア

コンを低い設定温度で作動させてい

るときは、 を押さないでくださ

い。外気とガラスの温度差でガラス
の外側が曇り、視界をさまたげる場
合があります。

●フロントウインドウガラスの曇り取
りを妨げないために、吹き出し口を
遮るようなものを置かないでくださ
い。送風が遮られ、曇りが取れにく
くなることがあります。

■リヤウインドウデフォッガー＆ミ

ラーヒーター／ウインドシールドデ

アイサー★作動中の警告

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

●ドアミラーの表面が非常に熱くなり
ます。やけどをするおそれがあるの
でふれないでください。

●フロントウインドウガラス下部およ
びフロントピラー横の表面が熱く
なっており、やけどをするおそれが
あるのでふれないでください。

■「ナノイー」について

このシステムは高電圧の部品を含むた
め、分解・修理はしないでください。
修理が必要な場合は、レクサス販売店
にお問い合わせください。

注意

■湿度センサーについて

フロントウインドウガラスの曇り検知
（ P.213）のために、フロントウイン
ドウガラスの温度やその付近の湿度な
どを監視するセンサーが装着されてい
ます。

センサーの故障を防ぐため、次のこと
をお守りください。

●湿度センサーを分解しない

●ガラスクリーナーなどを吹きかけた
り、強い衝撃を与えたりしない

●湿度センサーにシールなどを貼らな
い

■「ナノイー」の損傷を防ぐために

運転席側の吹き出し口の近くでスプ
レーを使用したり、吹き出し口にもの
をはめ込んだり貼ったりしないでくだ
さい。システムが正常に働かなくなる
おそれがあります。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中は、エアコンを必要以
上に使用しないでください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

システムのON／ OFFを切りかえる

作動中はインジケーター が点灯しま

す。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがイグニッション ON
モードのとき

■タイマー制御について

約 30 分後に自動で OFF になります。

シートベンチレーター非装着車

スイッチを押すたびに、作動状態が
次のように切りかわり、レベルイン
ジケーター（橙） が点灯します。

強（3個点灯） 中（2個点灯）
弱（1個点灯） OFF

シートベンチレーター装着車

スイッチを押すたびに、作動状態が
次のように切りかわり、レベルイン

ステアリングヒーター／
シートヒーター／シートベ
ンチレーター★

ハンドルの左右のグリップ部や
シートを暖めたり、シート内部に
装備されたファンで送風すること
により、シート表面の通気をよく
します。

警告

■低温やけどについて

次の方がステアリングヒーター／シー
トヒーターにふれないようにご注意く
ださい。

●乳幼児、お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

●皮膚の弱い方

●疲労の激しい方

●深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬・風
邪薬など）を服用された方 

注意

■シートヒーター／シートベンチレー
ターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突
き刺したりしないでください。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で使用しない
でください。

ステアリングヒーター

シートヒーター

A

A
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ジケーター（橙） が点灯します。

強（3個点灯） 中（2個点灯）
弱（1個点灯） OFF

知識

■作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

■タイマー制御について

停車中に運転席と助手席のシートヒー
タースイッチを同時に押し続けると、ブ
ザーが“ピッ”と鳴りタイマー制御が
ONになります。

タイマー制御がONになると、シート
ヒーターの作動状態が自動で次のように
切りかわります。

切りかわるまでの時間は、シートヒー
ターを作動させたときの室内温度などに
より異なります。

もう一度上記の操作を行うと、ブザーが
“ピッピッ”と鳴りタイマー制御が
OFF になります。

スイッチを押すたびに、作動状態が
次のように切りかわり、レベルイン
ジケーター（緑） が点灯します。

強（3個点灯） 中（2個点灯）
弱（1個点灯） OFF

知識

■作動条件

エンジンスイッチがイグニッション ON
モードのとき

■エアコン連動制御モードについて

シートベンチレーターが強のとき、エア
コンの風量に応じてシートベンチレー
ターの風量が強くなります。

選択した作動状態
作動状態の切りか
わり

強 強 中 弱

中 中 弱

弱 弱

A 警告

■異常加熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

●長時間連続使用しないでください。

●毛布・クッションなどを使用しない
でください。

シートベンチレーター

A
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5-3.室内灯のつけ方

リヤインテリアランプ （ P.218）

フロントインテリアランプ（ P.218）

パーソナルランプ （ P.219）

室外足元照明

室内足元照明

ドアカーテシランプ

■ フロント

ランプを点灯・消灯する ( ランプに
タッチする )

リヤインテリアランプはフロントイ
ンテリアランプに連動して点灯・消
灯します。 ドアの開閉に連動してランプの点

室内灯一覧

室内灯の位置

A

B

C

D

E

F

インテリアランプを操作するに
は
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灯・消灯を切りかえる

1 ドア連動ON
2 ドア連動OFF

■ リヤ

ランプを点灯・消灯する

フロントインテリアランプが消灯してい
る場合に点灯・消灯ができます。

ランプを点灯・消灯する（ランプに
タッチする）

知識

■イルミネーテッドエントリーシステム

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・ド
アの開閉・エンジンスイッチのモードに
より、各部の照明が自動的に点灯・消灯
します。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンスイッチをOFF にしたときに、
室内灯が点灯したままの場合、約 20分
後に自動消灯します。

■フロントインテリアランプとパーソナ
ルランプが正常に反応しないおそれの
ある状況

●レンズ面に水や汚れなどが付着してい
るとき

●濡れた手で操作したとき

●手袋などを装着しているとき

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（ P.307）

パーソナルランプを操作するに
は

注意

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態で、長時間ラ
ンプを点灯しないでください。

■ランプのレンズの取りはずしについ
て

フロントインテリアランプとフロント
パーソナルランプのレンズを絶対に取
りはずさないでください。ランプが故
障する原因となります。レンズを取り
はずす必要がある場合は、レクサス販
売店にご相談ください。
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5-4.収納装備

カップホルダー（ P.221）

グローブボックス（ P.221）

コンソールボックス（ P.221）

収納装備一覧

収納装備の位置

A

B

C

警告

■収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。

放置したままでいると、次のようなこ
とが起こるおそれがあり危険です。

●室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる
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1 開ける（ボタンを押す）
2 メカニカルキーで解錠
3 メカニカルキーで施錠

知識

■グローブボックスランプ

エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはイグニッションONモードのとき、
グローブボックス内のランプが点灯しま
す。

■トランクオープナーメインスイッチ

グローブボックス内に、トランクオープ
ナーメインスイッチがあります。
（ P.88）

■仕切り板の取りはずし

グローブボックス内の仕切り板を取りは
ずして使用することができます。

ノブを押す

手動でさらに開くと、全開にすることが
できます。

グローブボックス 警告

■走行中の警告

グローブボックスを必ず閉じてくださ
い。

急ブレーキや急旋回時などに、開いた
ふたが体に当たったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

カップホルダー

警告

■収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップや缶以外の
ものを置かないでください。

急ブレーキや事故により落ちてけがを
するおそれがあります。やけどを防ぐ
ために温かい飲み物にはフタを閉めて
おいてください。

コンソールボックス
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フックを起こして使用する

フックを使って荷物を固定することがで
きます。

1 ベルトをゆるめる
2 ベルトを締める

警告

■走行中の警告

コンソールボックスを必ず閉じてくだ
さい。

急ブレーキ時などに、開いたふたが体
に当たったり、収納していたものが飛
び出したりして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

トランク内装備

荷物固定用フックを使うには

警告

■荷物固定用フックを使用しないとき
は

けがをしないように、必ずもとの位置
にもどしておいてください。

救急箱等固定用バンドを使うに
は
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■ ベルトを使用する

1 ベルトをゆるめる
2 ベルトを締める

三角表示板のケースの大きさや形状に
よっては、収納できない場合があります。

■ ベルトを収納する

1 折りたたむ
2 ツメにはさむ

三角表示板等固定用バンドの損傷を防ぐ
ため、使用しないときは収納してくださ
い。

三角表示板等固定用バンドを使
うには

警告

■三角表示板を収納するときは

確実に固定されていることを確認して
ください。

確実に固定されていないと、急ブレー
キをかけたときなどに三角表示板が飛
び出し、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。
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5-5.その他の室内装備の使い方

天井に取り付けられているアシスト
グリップは、走行中にシートに座っ
ている状態で体を支えるときにお使
いください。

使用するときは、コートフックを押
します。

GPS の時刻情報（GPS 時計）を利
用して、時刻を自動で調整します。

詳しくは、別冊「ナビゲーションシステ
ム取扱説明書」を参照してください。

DC12V/10A（消費電力120W）未
満の電気製品を使用するときの電源
としてお使いください。

その他の室内装備

アシストグリップ

警告

■アシストグリップについて

アシストグリップは、乗降時やシート
から立ち上がるときなどに使用しない
でください。

注意

■破損を防ぐために

アシストグリップに過度の負荷をかけ
ないでください。

コートフックを使うには

警告

■コートフックへかけてはいけないも
の

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なもの
をかけないでください。

SRS カーテンシールドエアバッグがふ
くらんだときにそれらのものが飛び、
重大な傷害または死亡につながるおそ
れがあります。

時計

アクセサリーソケットを使うに
は
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フタを開けて使用する

知識

■作動条件

エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはイグニッションONモード

■アクセサリーソケットを使用するとき
は

●Stop & Start システム装着車：Stop & 
Start システムの作動により、エンジン
停止状態からエンジンが再始動すると
き、一時的にアクセサリーソケットが
使用できないことがありますが、異常
ではありません。

●コンソールボックスの縁に配線を通す
ことで、コンソールボックスを閉じた
状態でも配線を外へ引き出すことがで
きます。

■エンジンスイッチをOFF にするとき

モバイルバッテリーなどの、充電機能を
備えた電気製品をはずしてください。接
続したままにしておくと、エンジンス
イッチを正常にOFF することができなく
なる場合があります。

1 前方をさえぎるには、バイザーを
下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザーを
下ろした状態でフックからはず
し、横へまわす

3 エクステンダーを使用するには、
バイザーを横にした状態からうし
ろへ引く

カバーをスライドして開ける

カバーを開けるとバニティミラーランプ
が点灯します。

注意

■ショートや故障を防ぐために

ソケットに異物が入ったり、飲料水な
どがかかったりしないように、使用し
ないときはふたを閉めておいてくださ
い。

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態でアクセサ
リーソケットを長時間使用しないでく
ださい。

サンバイザーを使うには

バニティミラーを使うには
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知識

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンスイッチがOFF の場合、バニ
ティミラーランプが点灯したままのとき
は約 20 分後に自動消灯します。

注意

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態で長時間ラン
プを点灯しないでください。
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6-1.お手入れのしかた

● 水を十分かけながら車体・足まわ
り・下まわりの順番に上から下へ
汚れを洗い落とす

● 車体はスポンジやセーム皮のよう
なやわらかいもので洗う

● 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流す

● 水をふき取る

● 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイールコー
ト・ガラスコートなど、レクサスケ
ミカル商品を施工された場合は、お
手入れ方法が異なります。
詳しくはレクサス販売店にお問い合
わせください。

知識

■黒色ステンレスモールについて（F 
SPORT）

図で示す部品には、黒色ステンレスの表
面処理を施しています。

塗装の損傷を防ぐため、研磨剤などで表
面を強くこすらないでください。塗装が
ムラになることがあります。

■セルフリストアリングコートについて

お車のボデーには、洗車などによる小さ
なすり傷を自然に復元する、傷付きにく
い塗装を使用しています。

●新車時から５～８年のあいだ、効果が
持続します。

●傷が復元するまでの時間は、傷の深さ
や周囲の温度により変化します。

なお、お湯をかけて塗装を温めると、復
元するまでの時間が短くなる場合があり
ます。

●鍵や硬貨などによる深い傷は復元でき
ません。

●成分にコンパウンド（磨き粉）が含ま
れるワックス類は使用しないでくださ
い。

■自動洗車機を使うとき

●ドアミラーを格納し、車両前側から洗
車してください。また、走行前は必ず
ドアミラーを復帰状態にもどしてくだ
さい。

●ブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

■高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてた
りしないでください。

■洗車などで車に水をかけたとき

電子キーを携帯して洗車などで水をドア
ハンドルにかけた場合、施錠・解錠動作
をくり返すことがあります。その場合は
次のような処置をして、洗車などをして
ください。

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあった
適切な方法で実施してください。

手入れの作業要領



229

6

6-1. お手入れのしかた
お
手
入
れ
の
し
か
た

●電子キーを車両から2m以上離れた場所
に保管する（電子キーの盗難に注意し
てください）

●電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー &スタートシステム
の作動を停止する（ P.89）

■ホイール・ホイールキャップについて

●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

●洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

●塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

■ブレーキキャリパーの塗装について（F 
SPORT）

●洗剤を使用する場合は中性洗剤を使用
してください。 研磨剤の入った洗剤や硬
いブラシは塗装を傷めますので使用し
ないでください。

●ブレーキキャリパーが熱いときは、洗
剤は使用しないでください。

●洗剤を使用したあとは早めに十分洗い
流してください。

■バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

■ドアガラスの撥水コーティングについ
て

●撥水効果を長持ちさせるため、次のこ
とに注意してください。

･ ドアガラス表面の泥などの汚れを落と
す

･ 汚れは早めにやわらかい湿った布など
で清掃する

･ コンパウンド（磨き粉）が入ったガラ
スクリーナーやワックスを使用しない

･ 金属製の道具で霜取りをしない

●水滴のはじきが悪くなったときは補修
することができます。

詳しくはレクサス販売店にお問い合わせ
ください。

■メッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

●中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

●乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

●油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告

■洗車をするとき

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。

電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。
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警告

■フロントウインドウガラスを清掃す
るとき

ワイパーの AUTO モードを OFF にし、
ワイパーが自動で作動しないようにし
てください。（ P.138）

ワイパーが AUTO モードになっている
と、次のようなときにワイパーが不意
に作動し、指などを挟み重大な傷害を
受けたり、ワイパーブレードなどを損
傷するおそれがあります。

●雨滴センサー上部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

●水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

●フロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

●車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

■排気管について

排気管は排気ガスにより熱くなります
ので、エンジンがかかっているときや、
停止直後などにふれないでください。
洗車などでふれる場合は、十分に排気
管が冷めてからにしてください。やけ
どをするおそれがあります。

■ブラインドスポットモニター★につ

いて

リヤバンパーの塗装に傷がつくと、シ
ステムが正常に作動しなくなるおそれ
があります。レクサス販売店にご相談
ください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

注意

■塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

●次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

●塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。

●ホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管してください。

■ランプの清掃

●注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。

ランプを損傷させるおそれがあります。
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注意

●ランプにワックスがけを行わないで
ください。

レンズを損傷するおそれがあります。

■ワイパーアームの損傷を防ぐために

ワイパーアームを立てるときは、必ず
運転席側を先に立ててから助手席側を
立ててください。また、もとにもどす
ときは、必ず助手席側から先にもどし
てください。

■自動洗車機を使用するとき

ワイパーの AUTO モードを OFF にし、
ワイパーが自動で作動しないようにし
てください。（ P.138）

ワイパーが AUTO モードになっている
と、不意にワイパーが作動してワイ
パーブレードなどを損傷するおそれが
あります。

■高圧洗浄機を使用するときは

●洗浄時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水を当てないでくださ
い。

高い水圧により衝撃が加わり、装置が
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。

●ノズルの先端を、下記部品の結合部
やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近付けすぎない
でください。高い水圧がかかること
により、部品が損傷するおそれがあ
ります。

･ 駆動系部品

･ サスペンション部品

･ ステアリング部品

･ ブレーキ部品

●モール、バンパーなど樹脂部分は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を 30cm以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。

●フロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。エ
アコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。
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● 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布で
ふき取る

● 汚れが落ちない場合は、中性洗剤
を水で約 1％に薄めてやわらかい
布に含ませふき取る

水を浸した布を固くしぼり、表面に
残った洗剤・水分をふき取る

知識

■カーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。

スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

■シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。

シートベルトのすり切れ・ほつれ・傷な
どを定期的に点検してください。

■グローブボックス・コンソールボック
スなどの植毛部分を掃除する場合

粘着力の強いテープを使用すると植毛が
はがれるおそれがあります。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合った
適切な方法で実施してください。

室内の手入れをするには

警告

■車両への水の浸入

●車内に水をかけたり液体をこぼした
りしないでください。

電気部品などに水がかかると、故障や
車両火災につながるおそれがあり危険
です。

●SRS エアバッグの構成部品や電気配
線をぬらさないでください。
（ P.26）電気の不具合により、
SRS エアバッグが作動したり、正常
に機能しなくなり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意

■清掃するとき使用する溶剤について

●変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ ナビゲーション画面 : ベンジン・ガ
ソリンなどの有機溶剤やアルカリ性
の溶剤・アルコール

･ シート部分 : シンナー・ベンジン・
アルコール、その他の酸性やアルカ
リ性の溶剤

･ その他の部品 : ベンジン・ガソリン
などの有機溶剤や酸性またはアルカ
リ性の溶剤・染色剤・漂白剤
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● 掃除機などでほこりや砂を取り除
く

● 薄めた洗剤をやわらかい布に含ま
せ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約 5%に薄め
て使用してください。

● 水を浸した布を固くしぼり、表面

に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水分
をふき取り、風通しのよい日陰で
乾燥させる

知識

■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に 2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

● 掃除機などでほこりを取り除く

● 中性洗剤を水で約1％に薄めてや
わらかい布に含ませふき取る

● 水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤・水分をふき取る

注意

●艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルやその他内装の塗装
のはがれ・溶解・変形の原因になる
おそれがあります。

■床に水がかかると

水で洗わないでください。

オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因となったり、ボデーが錆びるお
それがあります。

■フロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。

また、レンズにはふれないでください。
（ P.146）

■リヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

●熱線やアンテナを損傷するおそれが
あるため、ガラスクリーナーなどを
使わず、熱線やアンテナにそって水
またはぬるま湯を含ませた布で軽く
ふいてください。

●熱線やアンテナを引っかいたり、損
傷させないように気を付けてくださ
い。

本革部分の手入れをするには

注意

■革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に、次のことをお守りください。

●革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

●直射日光に長時間さらさないように
する

特に夏場は日陰で車を保管する

●ビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない

合成皮革部分の手入れをするに
は
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6-2.簡単な点検・部品交換

1 ボンネット解除レバーを引く

ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを引き上げて、ボンネット
を開ける

知識

■マルチインフォメーションディスプレ
イにボンネットが開いているメッセー
ジが表示されたときは

P.85

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告

■走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。

ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■ボンネットを閉めるとき

手などを挟まないように注意してくだ
さい。重大な傷害を受けるおそれがあ
り危険です。

■エンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。

点検や清掃に使用した工具や布などを
エンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジ
ンルーム内は高温になるため車両火災
につながるおそれがあり危険です。

注意

■ボンネットやダンパーステーへの損
傷を防ぐために

●ボンネットを閉めるときは、体重を
かけるなどして強く押さないでくだ
さい。

ボンネットがへこむおそれがあります。
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■ フロント側

注意

●ボンネットには、ボンネットを支え
るためのダンパーステーが取り付け
られています。ダンパーステーの損
傷や作動不良を防ぐため、次のこと
をお守りください。

･ ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をステーのロッド部（棒部）
に付着させない

･ ロッド部を軍手などでふれない

･ ボンネットにレクサス純正品以外の
アクセサリー用品を付けない

･ ステーに手をかけたり、横方向に力
をかけたりしない

ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用するとき
は、ガレージジャッキに付属の取
扱説明書に従って、安全に作業し
てください。

ガレージジャッキを使用して車両
を持ち上げるときは、正しい位置
にガレージジャッキをセットして
ください。

正しい位置にセットしないと、車
両が損傷したり、けがをするおそ
れがあります。

ジャッキポイントの位置を確認
する
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■ リヤ側

ウォッシャー液が出なかったり、マ
ルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示されたら、
ウォッシャー液を補充する

RC350

RC300

ウォッシャー液の補充

補充をするには

警告

■ウォッシャー液を補充するとき

エンジンが熱いときやエンジンがか
かっているときは、ウォッシャー液を
補充しないでください。

ウォッシャー液にはアルコール成分が
含まれているため、エンジンなどにか
かると出火するおそれがあり危険です。
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タイヤは次の項目を点検してくださ
い。
点検方法は別冊「メンテナンスノー
ト」を参照してください。

● タイヤ空気圧

空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無

● タイヤの溝の深さ

● タイヤの異常摩耗（極端にタイヤ
の片側のみが摩耗していたり、摩
耗程度が他のタイヤと著しく異な
るなど）の有無

知識

■タイヤ空気圧の数値

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイ
ヤ空気圧ラベルで確認することができま
す。

18 インチ

前輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

後輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

19 インチ

前輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

注意

■ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。塗装にしみが付くことや、
ポンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

■ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付け
られています。日常点検として必
ずタイヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命をの
ばすために、タイヤローテーショ
ン（タイヤ位置交換）を
10,000kmごとに行ってくださ
い。

タイヤの点検項目
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後輪：250kPa（2.5kg/cm2）※

応急用タイヤ★

420kPa（4.2kg/cm2）※

※タイヤが冷えているときの空気圧
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けナットを交換するときは、レクサ
ス販売店にご相談ください。

■低偏平タイヤについて

雪道や凍結路では、普通のタイヤとくら
べてグリップ力が低下します。冬用タイ
ヤかタイヤチェーンを使用し、道路状態
に応じた速度で注意深く運転するように
してください。

■低偏平タイヤの空気圧点検

低偏平タイヤは、走行性能を優先したタ
イヤです。特に空気圧は定期的に点検し
てください。2週間に 1回（最低でも
1ヶ月に 1回）、または長距離ドライブの
前には、必ず空気圧を点検してください。

警告

■点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●タイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

●メーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

●ラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

●サマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

■異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●破裂などの修理できない損傷を与え
る

●車両が横すべりする

●車両の本来の性能（燃費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

注意

■低偏平タイヤについて

低偏平タイヤのホイールは、路面から
衝撃を受けたとき、ホイールに通常よ
り大きなダメージを与えることがあり
ます。そのため次のことにご注意くだ
さい。

●適切なタイヤ空気圧で使用する
空気圧が低すぎると簡単に損傷する
ことがあります。
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

前後のタイヤサイズが同じ車両

前後のタイヤサイズが異なる車両

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命
をのばすために、レクサスは定期点
検ごとのタイヤローテーションをお
すすめします。

タイヤローテーション後は、タイヤ
空気圧警報システムの初期化を確実
に行ってください。

知識

■タイヤローテーションを行うとき

必ずエンジンスイッチがOFF の状態で
行ってください。イグニッション ON
モードのままタイヤローテーションを行
うと、タイヤ位置情報が更新されません。

誤ってそのような状態になってしまった
ときは、エンジンスイッチをいったん
OFF にしてから再度イグニッションON
モードにするか、タイヤ空気圧が正しく
調整されていることを確認した上で、初
期化操作を行ってください。

ディスクホイールに装着された空気
圧バルブ、および送信機が一定周期
ごとに各輪のタイヤ空気圧を監視し、
タイヤの空気圧の低下を早期に知ら
せるタイヤ空気圧警報システムが付
いています。

● 空気圧が一定値をこえて低下して

注意

●段差や凹凸のある路面、路上にあい
た穴、平らでない舗道・縁石や他の
障害物を避ける
タイヤおよびホイールがひどく損傷
することがあります。

■走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。タイヤま
たはホイールが損傷することがありま
す。

■悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は

タイヤ空気圧警報システム
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いる場合、画面表示と警告灯で警
報します。（ P.265）

● タイヤ空気圧警報システムが検知
した空気圧をマルチインフォメー
ションディスプレイに表示できま
す。（ P.64）

上図の画面表示は、使用状況や車両の仕
様により実際の表示と異なる場合があり
ます。

知識

■タイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検
の代用ではありません。
日常点検として必ずタイヤを点検してく
ださい。
タイヤの点検方法は、別冊「メンテナン
スノート」を参照してください。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

●次の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると
き

･ 中子式ランフラットタイヤを装着して
いるとき

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウス
の周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ / 送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ / 送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに
登録されていないとき

●次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港など、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器が車両付近にある
とき

電波状況によってタイヤ位置情報が正し
く表示されない場合は、走行して電波状
況がかわることで正しく表示されること
があります。

●停車時は警報開始・警報解除までの時
間が長くなる場合があります。

●タイヤが破裂（バースト）したときな
ど、空気圧が急激に低下したときは、
警報できない場合があります。

■タイヤ空気圧警報システムの警報作動
について

タイヤ空気圧警報システムの警報は走行
状況によってかわります。このため、タ
イヤ空気圧が低いレベルに達していない
ときや、初期化したときのタイヤ空気圧
より高いときでも、警報することがあり
ます。
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タイヤやホイールを交換するときは、
付けかえたホイールにも空気圧バル
ブ／送信機を装着してください。

新しいバルブ／送信機を装着する場合は
専用の ID コードをコンピューターに登
録する必要があります。登録の際は、レ
クサス販売店へご依頼ください。
（ P.243）

知識

■ホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の ID コード
が登録されていないと、タイヤ空気圧警
報システムは正しく作動しません。その
場合、約 10分走行したあとシステム異
常となり、タイヤ空気圧警告灯が約 1分
間点滅、その後点灯します。

警告

■電波がおよぼす影響についての警告

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナから約
45cm 以内に近付かないようにして
ください。電波により植込み型心臓
ペースメーカー、植込み型両心室
ペーシングパルスジェネレータおよ
び植込み型除細動器の作動に影響を
与えるおそれがあります。

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
は、電波による影響について医療用
電気機器製造業者などに事前に確認
してください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与えるおそれ
があります。

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて

注意

■タイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

●タイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の
詳細は、レクサス販売店へご相談く
ださい。

●レクサス指定の純正ホイールを使用
してください。
レクサス指定の純正ホイール以外を
使用すると、空気圧警報システムが
正しく作動しないおそれがあります。

●ホイールを交換したときは、空気圧
バルブ／送信機を装着してください。
空気圧バルブ／送信機が装着されて
いないと、タイヤ空気圧警告灯が消
灯しません。

●バルブキャップを必ず取り付けてく
ださい。バルブキャップをはずして
いると、水が浸入してバルブが固着
する場合があります。

●バルブキャップを交換するときは、
指定以外のバルブキャップを使用し
ないでください。バルブキャップが
固着するおそれがあります。
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■ 初期化が必要なとき

タイヤローテーションを実施したと
きは、初期化操作を行ってください。

システムを初期化すると、現在のタイヤ
の空気圧が標準値として記憶されます。

■ 初期化のしかた

1 車を安全な場所に駐車し、エンジ
ンを停止する

車両が動いているときは、初期化できま
せん。

2 タイヤの空気圧を指定の数値に調
整する

タイヤ空気圧の調整はタイヤが冷えた状
態で行ってください。タイヤ空気圧警報
システムは、この空気圧を基準として作
動します。

3 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

4 タイヤ空気圧警告灯が3回点滅
するまでリセットスイッチを押し
続ける

5 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにしたまま数分※

待ち、その後エンジンスイッチを
OFFにする

※設定が完了するには 2～ 3分かかりま
す。

知識

■初期化操作について

●必ず指定空気圧に調整した上で初期化
してください。
なお、空気圧の調整および初期化操作
は、タイヤが冷えた状態で行ってくだ
さい。

●初期化中にエンジンスイッチを OFF に
してしまった場合は、次回イグニッ
ション ONモードにしたとき、自動的
に初期化処理が再開されるため、あら
ためてリセットスイッチを押し直す必
要はありません。

●初期化の必要がない状態で誤ってリ
セットスイッチを押してしまったとき
は、タイヤが冷えている状態で指定空
気圧に調整し、再度初期化操作を行っ
てください。

■タイヤ空気圧警報システムの初期化が
うまくいかないとき

通常 2、3分で終了します。ただし、次

注意

■パンク修理剤を使用したとき

空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くレクサス
販売店で点検を受け、空気圧バルブ／
送信機を交換してください。

タイヤ空気圧警報システムを初
期化するには
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の場合は、初期化されておらずシステム
が適切に働かないおそれがありますので、
初期化し直してください。それでもうま
くいかないときは、レクサス販売店にて
点検を受けてください。

●スイッチ操作時に警告灯が3回点滅しな
い場合（走行中は初期化を受け付けま
せん）

●初期化してから約 20分走行したあと、
タイヤ空気圧警告灯が約 1分間点滅後
点灯した場合

タイヤ空気圧バルブ／送信機には固
有の ID コードが設定されており、タ
イヤ空気圧バルブ／送信機の交換時
は、車両のコンピューターに ID コー
ドを登録する必要があります。
ID コードの登録については、レクサ
ス販売店にご依頼ください。

知識

■ ID コードの登録について

車 1台に対して、最大 2セット分のホ
イールの ID コードを登録することができ
ます。通常使用するタイヤとは別に、冬
用タイヤを装着したホイールの ID コード
をあらかじめ登録しておけば、冬用タイ
ヤへの交換時に ID コードを登録しなおす

必要がなく、便利です。
ID コードの切りかえについては、レクサ
ス販売店にご相談ください。

警告

■タイヤ空気圧警報システムを初期化
するとき

必ず指定空気圧に調整してからリセッ
トスイッチを押してください。
お守りいただかないと、タイヤ空気圧
が低下してもタイヤ空気圧警告灯が点
灯しない、または適切な空気圧でもタ
イヤ空気圧警告灯が点灯してしまうこ
とがあります。

ID コードを登録するには
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知識

■タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

●燃費の悪化

●乗り心地や操縦安定性の低下

●摩耗によるタイヤ寿命の低下

●安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、レクサス販売店でタイヤの点検を受
けてください。

■タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

●タイヤが冷えているときに点検する

●タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

●走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

●荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持する
ために、タイヤの空気圧点検を月
に1回以上実施してください。低
偏平タイヤの場合、2週間に 1
回、または長距離ドライブの前に
は必ず空気圧を点検してください。

警告

■タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。
タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●過度の摩耗

●偏摩耗

●操縦安定性の低下

●タイヤの過熱による破裂

●タイヤとホイールのあいだからの空
気漏れ

●ホイールの変形、タイヤの損傷

●走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大
（路上障害物、道路のつなぎ目や段差
など）

注意

■タイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気が漏れ、
タイヤがパンクした状態になるおそれ
があります。
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1 エンジンスイッチをOFF にする
2 グローブボックスを開き、仕切り
板をはずす

3 ツメ（2ヶ所）を押してロックを
はずし、フィルターカバーを取り
はずす

4 ツメ（2ヶ所）を押してロックを
はずし、フィルターケースを取り
はずす

5 フィルターケースからフィルター
を取りはずし、新しいフィルター
と交換する

“ UP”マークの矢印が上を向くよう

に取り付けます。

知識

■エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは下記の時期を目安
に交換してください。

15000km［7500km※1］ごと、ただし

12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じん
の多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が著
しく低下する場合があります。エアコ
ンの臭いが気になりだしたらフィル
ターを交換してください。

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただく
ために、エアコンフィルターを定
期的に交換してください。

交換するには
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■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの
で、フィルターを交換してください。

知識

■電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

■カードキーの電池交換が必要なときは

カードキーの電池は市販されていないた
め、レクサス販売店で交換してください。

● マイナスドライバー

● 小さいマイナスドライバー

● リチウム電池CR2032

知識

■リチウム電池 CR2032 の入手

電池はレクサス販売店・時計店およびカ
メラ店などで購入できます。

1 メカニカルキーを抜く

注意

■エアコンを使用するときの注意

●フィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

●フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新し
い電池に交換してください。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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2 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端にテープなどを巻いて保護し
てください。

3 消耗した電池を取り出す

新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

警告

■取りはずした電池と部品について

お子さまにさわらせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込むと、
のどなどにつまらせ重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

注意

■交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない

錆の原因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

●電極を曲げない
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1 エンジンスイッチをOFF にする
2 ヒューズボックスを開ける

エンジンルーム（1）

ツメを押しながら、カバーを持ち上
げる

エンジンルーム（2）

ツメを押しながら、カバーを持ち上
げる

助手席足元

カバーを取りはずす

3 ヒューズを引き抜く

ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。

4 ヒューズが切れていないか点検す
る

正常

ヒューズ切れ

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系統
の装置が働かないときは、ヒュー
ズ切れが考えられます。ヒューズ
の点検を行ってください。

ヒューズの点検・交換をするに
は

A

B
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知識

■ヒューズを交換したあとは

●交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。
（ P.249）

●交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、レクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

■バッテリーからの回路に過剰な負荷が
かかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

■電球（バルブ）を交換するとき

この車両に指定されているレクサス純正
品のご使用をおすすめします。一部の電
球は過電流を防止する専用回路に接続さ
れているため、この車両指定のレクサス
純正品以外は使用できない場合がありま
す。

知識

■LED ランプについて

すべてのランプは、数個の LED で構成さ
れています。もし LEDがひとつでも点灯
しないときは、レクサス販売店で交換し
てください。

■レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、
レクサス販売店にご相談ください。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いている

●ランプ内に水がたまっている

警告

■車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

●必ずレクサス純正ヒューズか同等品
を使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意

■ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、レクサス販売
店で点検を受けてください。

電球（バルブ）の交換

ランプが切れたときは、レクサス
販売店で交換してください。
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7-1.まず初めに

● 非常点滅灯（ P.253）を点滅さ
せながら、車を路肩に寄せ停車す
る

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

● 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の50m以上後方（ ）に発
炎筒（ P.253）と停止表示板を
置くか、停止表示灯を使用する

● 見通しが悪い場合はさらに後方に
置いてください。

● 発炎筒は、燃料もれの際やトンネ
ル内では使用しないでください。

3 その後、ガードレールの外側など
に避難する

知識

■停止表示板・停止表示灯について

●高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

●停止表示板・停止表示灯のご購入につ
いては、レクサス販売店にお問い合わ
せください。

停止表示板

停止表示灯

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指示
に従ってください。

対処のしかた

A

A

B
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スイッチを押す

すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識

■非常点滅灯について

エンジン停止中に、非常点滅灯を長時間
使用すると、バッテリーがあがるおそれ
があります。

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体を
逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬 で
発炎筒の先端をこすり、着火させ
る

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

事故などでやむを得ず路上駐車す
る場合、他車に知らせるために使
用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・事
故時に非常信号用として使用しま
す。
（トンネル内や可燃物の近くでは使
用しないでください）
発炎時間は約 5分です。非常点滅
灯と併用してください。

発炎筒を使うには

A
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いでください。

知識

■発炎筒の有効期限

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、レクサス販売店でお求めください。
有効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっかり
と踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトレバーをNに入れる

シフトレバーがNに入った場合

3 減速後、車を安全な道路脇に停め
る

4 エンジンを停止する 

シフトレバーがNに入らない場合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 エンジンスイッチを 2秒以上押
し続けるか、素早く 3回以上連
続で押してエンジンを停止する 

5 車を安全な道路脇に停める

警告

■発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったとき
の非常時のみ、次の手順で車両を
停止させてください。

車を停止するには
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● まずシートベルトをはずしてくだ
さい。

● ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

● ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチで
ドアガラスを開けて窓から車外に
出てください。

● パワーウインドウスイッチでドア
ガラスが開けられない場合、落ち
着いて車内外の水圧差がなくなる
まで浸水するのを待ってからドア
を開けて車外に出てください。

警告

■走行中にやむを得ずエンジンを停止
するとき

ブレーキの効きが悪くなると共にハン
ドル操作が重くなるため、車のコント
ロールがしにくくなり危険です。エン
ジンを停止する前に、十分に減速する
ようにしてください。

水没したときは

万一、車両が水没したときは、落
ち着いて次のように対処してくだ
さい。

警告

■緊急脱出用ハンマー※の使用につい

て

この車両のフロントドアガラス・リヤ
ウインドウガラスは緊急脱出用ハン

マー※で割ることはできますが、フロ
ントウインドウガラスは合わせガラス

のため、緊急脱出用ハンマー※で割る
ことができません。
※詳しくはレクサス販売店にお問い合
わせください。

■窓から車外に出るときは

着座位置、乗員の体格等によっては、
窓から車外に脱出できない場合があり
ます。
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7-2.緊急時の対処法

けん引について

けん引は、できるだけレクサス販
売店または専門業者にご依頼くだ
さい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをおす
すめします。

やむを得ず他車にロープでけん引
してもらう場合は、車両積載車ま
での移動など、できるだけ短距離
にとどめてください。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■レッカー車でけん引するとき

必ず 4輪とも持ち上げた状態で運搬し
てください。タイヤが地面に着いた状
態でけん引すると、駆動系部品が破損
したり、車の向きがかわり事故につな
がったりするおそれがあります。

■他車にけん引してもらうときの運転
について

●けん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、そ
の破片が周囲の人などにあたり、重
大な傷害を与えるおそれがあります。

●エンジンスイッチをOFF にしないで
ください。
ハンドルがロックされハンドル操作
ができなくなるおそれがあります。

■けん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。
指定の位置にしっかり取り付けていな
いとけん引時にフックがはずれるおそ
れがあります。

注意

■車両の損傷を防ぐために

●他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度 30km/h 以下、距離 80km以内
でけん引する

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない

●この車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。
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次の場合は、駆動系の故障が考えら
れるため、レクサス販売店または専
門業者へご連絡ください。

● エンジンはかかるが車が動かない

● 異常な音がする

前向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる

うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

車両運搬車で輸送するときは、図の
場所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両を
固縛する場合は図に黒く示す角度が

注意

■長い下り坂でけん引するときは

レッカー車で 4 輪とも持ち上げた状態
でけん引してください。
レッカー車でけん引しないと、ブレー
キが過熱し効きが悪くなるおそれがあ
ります。

■Stop & Start システム装着車をけん
引するときは

システム保護のため、けん引をされる
前にいったんエンジンスイッチを OFF
にし、再度エンジン始動をしてから車
両を移動してください。エンジンがか
からないときは、エンジンスイッチを
イグニッション ONモードにしてくだ
さい。

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

注意

■レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき
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45°になるように固縛する

知識

■輸送用フックについて

このフック は船舶固縛で車両を輸送す

るときに固定するためのものです。他車
に引っ張り出してもらったり、他車をけ
ん引したりすることはできません。

他車にけん引してもらうときは、け
ん引フックを取り付ける必要があり

ます。手順に従って取り付けてくだ
さい。

1 けん引フックを取り出す
（ P.271, 279）

2 マイナスドライバーを使ってフタ
をはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

● F SPORT 以外

● F SPORT

注意

■車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付けすぎない
でください。車両の損傷につながるお
それがあります。

■輸送用フックについて

輸送用フックで他車に引っ張り出して
もらったり、他車をけん引したりしな
いでください。装置の変形や車両の損
傷などにつながるおそれがあります。

他車にけん引してもらうとき

A
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3 けん引フックを穴に挿し込んでま
わし、軽く締める

4 ホイールナットレンチや金属の固
い棒などを使い確実に取り付ける

5 車体に傷が付かないようにロープ
をけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくだ
さい。

6 ロープの中央に白い布を付ける

布の大きさ：
0.3m 平方（30cm 30cm）以上

25m以内

5m以内

白い布

けん引方向

7 運転者はけん引される車両に乗
り、エンジンをかける

エンジンがかからないときは、エンジン
スイッチをイグニッションONモードに
してください。

8 けん引される車両のシフトレバー
をNにしてから、パーキングブ
レーキを解除する

けん引中は、ロープがたるまないよう、
減速時なども前の車の速度に合わせてく
ださい。
シフトレバーがシフトできないとき
は： P.127

知識

■けん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

■他車にけん引してもらうときに

エンジンが停止しているとブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドル操作が通常
より重くなったりします。

■ホイールナットレンチについて

ラゲージルームに搭載されています。 
( P.271, 279)

A

B

C

D
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システムが作動したあと、エンジン
を始動するには、次の手順に従って
ください。

1 エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはOFFにする

2 エンジンを再始動する

フューエルポンプシャット
オフシステム

エンジン停止時および SRSエア
バッグ作動時は、フューエルポン
プシャットオフシステムが作動し、
燃料供給を停止し、燃料もれを最
小限に抑えます。

エンジンを始動するには

注意

■エンジンを始動する前に

車両下をよく確認してください。
地面に燃料もれを見つけた場合は、燃
料システムに損傷があり、修理する必
要があります。その場合はエンジンを
再始動しないでください。
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■ ブレーキ警告灯

■ 高水温警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ 充電警告灯※

※ F SPORT 以外 : マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。
F SPORT: メーターに表示されます。

■ 油圧警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処して
ください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではありませ
ん。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、レクサス販売店で点検を受け
てください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

●ブレーキ液の不足
●ブレーキ系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常

→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（ P.296）に従ってく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。
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■ エンジン警告灯

■ SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯

■ ABS ＆ブレーキアシスト警告灯

■ ブレーキオーバーライドシステム／ドライブスタートコントロール警告灯
※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯 警告内容・対処方法

●エンジンの異常
●エンジン電子制御システムの異常
●電子制御スロットルの異常
●オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●SRS エアバッグシステムの異常
●プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●ABS の異常
●ブレーキアシストの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
●ブレーキオーバーライドシステムの異常
●ドライブスタートコントロール作動時
●ドライブスタートコントロールの異常

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

ブザーが鳴らなかった場合：

ブレーキオーバーライドシステム作動時

→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでください。
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■ パーキングブレーキ警告灯（警告ブザー※）

※パーキングブレーキをかけたまま走行すると、警告ブザーが鳴ります。

■ パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

■ LDA（レーンディパーチャーアラート）表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

パーキングブレーキがかかっているとき

→ パーキングブレーキを解除する

警告灯 警告内容・対処方法

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（橙色）

警告灯が点灯した場合：

LDA（レーンディパーチャーアラート［ステアリング制御機能付
き］）の異常

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージを確認してください。（ P.162）

警告灯が点滅した場合：

LDA（レーンディパーチャーアラート［ステアリング制御機能付
き］）による車線逸脱警報

→ 周囲の安全を確認してから、ハンドルを操作して車両を車線内に
もどしてください。
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■ PCS( プリクラッシュセーフティ ) 警告灯

■ スリップ表示灯

■ Stop & Start キャンセル表示灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ 半ドア警告灯（警告ブザー※）

※半ドア走行時警告ブザー： P.85

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅または点灯）

警告ブザーが鳴った場合：

プリクラッシュセーフティの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告ブザーが鳴らない場合：

プリクラッシュセーフティが一時的、または対処を行うまで作動停
止している

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。（ P.148,  269）

プリクラッシュセーフティが OFF、または VSC（ビークルスタビリ
ティコントロール）システムが停止しているときも点灯します。

→ P.156

警告灯 警告内容・対処方法

●VSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異常
●TRC（トラクションコントロール）システムの異常
●ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常

VSC/TRC システム作動時は点滅します。

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

Stop & Start システムの異常
（Stop & Start システム非作動時は点灯します。 P.176）

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

いずれかのドアまたはトランクが確実に閉まっていない

→ 両ドアおよびトランクを閉める
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■ 燃料残量警告灯

■ シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが一
定時間断続的に鳴ります。

■ マスターウォーニング（警告ブザー）

■ タイヤ空気圧警告灯

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約 10L 以下になった

→ 燃料を補給する

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用する
助手席乗員がいるときは、助手席乗員もシートベルトを着用して
ください。

警告灯 警告内容・対処方法

システムの異常時にブザーと共に点灯・点滅し、マルチインフォ
メーションディスプレイ上に警告メッセージを表示します。

→ P.267

警告灯 警告内容・対処方法

警告灯が点灯した場合：

次のようなタイヤ空気圧の低下を表します。
●自然要因（ P.266）
●タイヤのパンク（ P.278, 270）

→ 指定された空気圧に調整してください。調整して数分後に警告灯
が消灯します。数分経過しても警告灯が消灯しない場合は、タイ
ヤ空気圧が正しく調整されていることを確認した上で、初期化操
作を行ってください。（ P.242）
初期化を行っても警告灯が消灯しない場合は、レクサス販売店で
点検を受けてください。

警告灯が 1分間点滅したあとに点灯した場合：

タイヤ空気圧警報システムに異常があります。

→ レクサス販売店で点検を受けてください。
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知識

■シートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

●助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅し、ブザーが鳴
ることがあります。

●助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

■パワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

バッテリーの充電が不十分な場合、また
は一時的に電圧が下がった場合に警告灯
が点灯し、警告ブザーが鳴ることがあり
ます。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤが十分に冷えてから次の操作を
行ってください。

●空気圧を確認し、適切な値に調整して
ください。

●数分たっても警告灯が消灯しない場合
は、指定空気圧であることを確認し、
タイヤ空気圧警報システムの初期化を
行ってください。

タイヤが十分に冷えていない状態で上記
の操作を行うと、警告灯が再度点灯する
場合があります。

■自然要因によるタイヤ空気圧警報につ
いて

自然な空気もれ、外気温による空気圧の
変化など、自然要因によりタイヤ空気圧
警告灯が点灯することがあります。この
場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整し
てください。数分後に警告灯が消灯しま
す。

■応急用タイヤ★に交換した場合

応急用タイヤには空気圧バルブ／送信機

は装備されていません。タイヤがパンク
した場合、応急用タイヤに交換しても空
気圧警告灯は消灯しません。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれがある状況

P.240

■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

警告

■パワーステアリング警告灯が点灯し
たときは

ハンドル操作が非常に重くなることが
あります。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●できる限り速やかに安全な場所に停
車し、タイヤ空気圧を調整してくだ
さい。

●タイヤ空気圧を調整したあとも警告
灯が点灯する場合はタイヤがパンク
している可能性があります。タイヤ
を確認し、パンクしている場合はタ
イヤパンク応急修理キットで応急修
理し、最寄りのレクサス販売店でタ
イヤを修理してください。
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警告

●急ハンドル・急ブレーキを避けてく
ださい。
タイヤの状態が悪化すると、ハンド
ル操作やブレーキが効かなくなるお
それがあります。

■タイヤの破裂、突然の空気もれが発
生した場合

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、
タイヤ空気圧警報システムによる警報
ができない場合があります。

注意

■タイヤ空気圧警報システムについて
の注意

●純正ホイール以外を使用した場合、
バルブ／送信機から発信する電波の
飛び方がかわり、システムが正常に
作動しないことがあります。

●構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用した場
合、タイヤ空気圧警報システムが正
常に作動しないことがあります。

●タイヤ空気圧警告灯の点灯および点
滅は、初期化スイッチ操作
（ P.242）では解除できません。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディス
プレイには、システムの故障や
誤った操作をしたときの警告、メ
ンテナンスが必要であることをお
知らせするメッセージが表示され
ます。メッセージが表示されたと
きは、メッセージの内容に従って
対処してください。

F SPORT 以外

マスターウォーニング

マルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示されている
とき、点灯・点滅します。

マルチインフォメーションディ
スプレイ

マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージに従ってください。

A

B
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F SPORT（メーターリング中央
時）

マスターウォーニング

マルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示されている
とき、点灯・点滅します。

マルチインフォメーションディ
スプレイ

マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージに従ってください。

F SPORT（メーターリング移動
時）

マスターウォーニング

マルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示されている
とき、点灯・点滅します。

マルチインフォメーションディ
スプレイ

マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージに従ってください。

A

B

A

B

処置後に再度メッセージが表示さ
れたときは、レクサス販売店へご
連絡ください。
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メッセージの内容によって警告灯や警告ブザーの作動が次のように切りかわ
ります。ディーラーで点検をするように表示されたときは、ただちにレクサ
ス販売店で点検を受けてください。

● 上記の点灯・点滅状況、ブザーの吹鳴状況と異なる場合があります。その
際は表示された内容に従ってすみやかに対応してください。

● メッセージと同時に専用警告灯が点灯・点滅する場合があります。その際
は、各警告灯が点灯・点滅したときの対処方法（ P.261）に従ってくだ
さい。

※メッセージを最初に表示したときに作動します。

知識

■警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

■“エンジンオイル量不足 補充するか、
交換してください”が表示されたとき
は

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。エンジンオ

イル量を点検し、オイルを補給してくだ
さい。

また、傾斜路などに停車したときに表示
される場合があります。水平な路面に移
動し、メッセージが表示されるか確認し
てください。

■“前方カメラ一時使用不可 しばらくお
待ちください”または“前方カメラ
一時使用不可 ガラスの汚れや曇りを
取ってください”が表示されたときは

次のシステムが一時的、または対処を行
うまで使用できません。（ P.148,264）

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LDA（レーンディパーチャーアラート [
ステアリング制御機能付き ]）

メッセージと警告作動

警告ブザー※ 警告内容

点灯 あり
走行にかかわるシステムの故障や、そのまま放置
すると思わぬ危険を招くおそれがあるなどの重要
なメッセージを意味します。

点滅 あり
車両への損傷や、思わぬ危険を招くおそれがある
などのメッセージを意味します。

点灯 なし
電装品の故障や状態、メンテナンスのお知らせな
どのメッセージを意味します。

点滅 なし
車両を正しく操作していない場合や、操作方法の
アドバイスなどを意味します。
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●オートマチックハイビーム

●レーダークルーズコントロール

■販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。すみやかにレクサス販売店で点
検を受けてください。

■“取扱書を確認”の警告メッセージが
表示されたときは

●次のメッセージが表示されたときは、
対処方法に従ってください。

･ “エンジン冷却水高温”（ P.296）

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

･ “故障のためブレーキ力が低下”
･ “スマートエントリー＆スタートシス
テム故障”

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちに安全な場所に停車し、レクサス販
売店へ連絡してください。走行を続け
ると危険です。

･ “エンジン油圧不足”
･ “充電システム故障”

● 地面が固く平らで安全な場所に移
動する

● パーキングブレーキをかける

● シフトレバーを Pにする

● エンジンを停止する

● 非常点滅灯を点滅させる
（ P.253）

注意

■“電力消費が大きいため一部の空
調・ヒータ作動を制限中”がひんぱ
んに表示されるときは

充電系の異常やバッテリーが劣化して
いる可能性があります。レクサス販売
店で点検を受けてください。

パンクしたときは（応急用
タイヤ装着車）

パンクしたタイヤを、備え付けの
応急用タイヤと交換してください。
（タイヤについての詳しい説明は
P.237 を参照してください）

警告

■タイヤがパンクしたときは

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修
理できないほど損傷したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に
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Type A

ジャッキハンドル

ホイールナットレンチ

ドライバー

けん引フック

応急用タイヤ

ジャッキ

工具とジャッキの位置

A

B

C

D

E

F
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Type B

ジャッキハンドル

ホイールナットレンチ

ドライバー

けん引フック

応急用タイヤ

ジャッキ

A

B

C

D

E

F

警告

■ジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落
下して重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●ジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

●備え付けのジャッキは、お客様の車
にしか使うことができないため、他
の車に使ったり他の車のジャッキを
お客様の車に使用したりしない

●ジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

●ジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

●車がジャッキで支えられている状態
で、エンジンを始動したり車を走ら
せない

●車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

●車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを置かない

●車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない
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1 フックを持ってラゲージマットを
持ち上げる

2 フックを使ってラゲージマットを
固定する

3 ツールトレイを取りはずす

4 ジャッキをゆるめて取りはずす

1 締まる
2 ゆるむ

ジャッキの締め付けが固く、ゆるめるこ

とができないときは、ジャッキの 部の

穴に車載のドライバーなどを挿入してゆ
るめてください。

ジャッキを収納するときは、ジャッキを
締めてトレイへ押し付けてください。

1 フックを使ってラゲージマットを
固定する（ P.273）

警告

●車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

●車を下げるときは、周囲に人がいな
いことを確認し、人がいるときは声
をかけてから下げる

ジャッキの取り出し方

注意

■ラゲージマットの損傷を防ぐために

トランクを閉めるとき、ラゲージマッ
トのフックをトランクの端にかけたま
まにしないでください。

応急用タイヤの取り出し方

A
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2 ツールトレイを取りはずす

3 留め具をはずし、応急用タイヤを
取り出す

応急用タイヤの留め具が固くてまわらな
いときは、車載のホイールナットレンチ
を使用してください。（タイヤを固定する
ときは、留め具を手で取り付けてくださ
い。レンチなどの工具は使用しないでく
ださい）

1 輪止め※をする

※輪止めは、レクサス販売店で購入する
ことができます。

2 ナットを少し（約 1回転）ゆる
める

警告

■応急用タイヤを収納するとき

ボデーと応急用タイヤとのあいだに、
指などを挟まないように注意してくだ
さい。

パンクしたタイヤの交換

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

左側前輪 右側後輪うしろ

右側前輪 左側後輪うしろ

左側後輪 右側前輪前

右側後輪 左側前輪前
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3 ジャッキの 部を手でまわして、
ジャッキ溝をジャッキセット位置
にしっかりかける

4 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

5 ナットすべてを取りはずし、タイ
ヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの表面に傷が付かないよう表面を上に
します。

1 ホイール接触面の汚れをふき取る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にナットがゆるみ、タイヤがはずれるお

A 警告

■タイヤ交換について

●走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないでく
ださい。走行直後のディスクホイー
ルやブレーキまわりは高温になって
いるためタイヤ交換などで手や足な
どがふれると、やけどをするおそれ
があります。

●次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ ねじ部にオイルやグリースを塗らな
い
ナットを締めるときに必要以上に締
め付けられ、ボルトが破損したり、
ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。またナットがゆるみホ
イールが落下するおそれがあります。
オイルやグリースがねじ部に付いて
いる場合はふき取ってください。

･ ホイールの交換後は、すぐに
103N・m（1050kgf・cm）の力で
ナットを締める

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する

･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、レクサス販売店
で点検を受ける

応急用タイヤの取り付け
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それがあります。

2 応急用タイヤを取り付け、タイヤ
ががたつかない程度まで手でナッ
トを仮締めする

アルミホイールからスチールホイールに
かえるとき：

ナットのテーパー部 がホイールのシー

ト部 に軽くあたるまでまわす

アルミホイールからアルミホイールにか
えるとき：

ナットの座金 がホイール にあたる

までまわす

3 車体を下げる

4 図の番号順でナットを2、3度
しっかり締め付ける

締め付けトルク：
103N・m（1050kgf・cm）

5 すべての工具・ジャッキ・パンク
したタイヤを収納する

知識

■応急用タイヤについて

●タイヤの側面に
TEMPORARYUSEONLY と書かれてい
ます。

●応急用にのみ使用してください。

●空気圧を必ず点検してください。
（ P.305）

■応急用タイヤを使用するとき

応急用タイヤにはタイヤ空気圧バルブ送
信機が装着されていません。指定の通常
タイヤに交換し、正しい空気圧に調整す
るまではタイヤ空気圧警告灯は消灯しま

A

B

A B
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せん。

■応急用タイヤを装着しているとき

標準タイヤ装着時にくらべ車高が低く
なっています。

■雪道・凍結路で後輪がパンクしたとき
（18インチタイヤ装着車）

1 前輪を応急用タイヤに交換する

2 パンクした後輪をはずした前輪に交換
する

3 タイヤチェーンを後輪に装着する

警告

■応急用タイヤを使用するとき

●お客様の車専用になっているため、
他の車には使用しないでください。

●同時に2つ以上の応急用タイヤを使用
しないでください。

●できるだけ早く通常のタイヤと交換
してください。

●急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避けてください。

■応急用タイヤを装着しているとき

正確な車両速度が検出できない場合が
あり、次のシステムが正常に作動しな
くなるおそれがあります。

･ ABS

･ ブレーキアシスト

･ VSC

･ LDA（レーンディパーチャーアラー
ト [ ステアリング制御機能付き ]）

･ NAVI・AI-AVS

･ レーダークルーズコントロール

･ VGRS ★

･ DRS ★

･ LDH★

･ TRC

･ VDIM

･ PCS

･ ナビゲーション

･ タイヤ空気圧警報システム

･ AVS

･ EPS

･ バックガイドモニター

･ クリアランスソナー★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■応急用タイヤ使用時の速度制限

応急用タイヤを装着しているときは、
80km/h 以上の速度で走行しないでく
ださい。
応急用タイヤは、高速走行に適してい
ないため、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

注意

■タイヤチェーンの装着について

応急用タイヤには、タイヤチェーンを
装着しないでください。
タイヤチェーンが車体にあたり、車を
損傷したり走行に悪影響をおよぼした
りするおそれがあります。

■タイヤ・ホイール・バルブ／送信
機・バルブキャップの修理・交換

P.241
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● 地面が固く平らで安全な場所に移
動する

● パーキングブレーキをかける

● シフトレバーを Pにする

● エンジンを停止する

● 非常点滅灯を点滅させる
（ P.253)

● タイヤの損傷程度を確認する

釘やネジなどが刺さっている場合の
み、タイヤを応急修理してください。
･ タイヤに刺さっている釘やネジな
どは抜かないでください。抜いて
しまうと穴が大きくなりすぎ、応
急修理ができなくなることがあり
ます。

･ パンク補修液がもれないようにす
るため、パンク箇所が分かってい
る場合は、パンク箇所が上になる
ように車両を移動してください。

知識

■応急修理キットで修理できないパンク

次の場合は、応急修理キットでは応急修
理できません。レクサス販売店にご連絡
ください。

●タイヤ空気圧が不十分な状態で走行し
てタイヤが損傷しているとき

●タイヤ側面など、接地面以外に穴や損
傷があるとき

●タイヤがホイールから明らかにはずれ
ているとき

●タイヤに 4mm以上の切り傷や刺し傷が
あるとき

●ホイールが破損しているとき

●2本以上のタイヤがパンクしているとき

●1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や刺
し傷があるとき

●補修液の有効期限がきれているとき

パンクしたときは（タイヤ
パンク応急修理キット装着
車）

タイヤパンク応急修理キット装着
車には、スペアタイヤが搭載され
ていません。

タイヤがパンクしたときは、タイ
ヤパンク応急修理キットで応急修
理することができます。釘やネジ
などが刺さった程度の軽度なパン
クを応急修理できます。（パンク補
修液 1本につき、応急修理できる
タイヤは 1本です）

タイヤパンク応急修理キットで応
急修理したタイヤの修理・交換に
ついては、レクサス販売店にご相
談ください。

警告

■パンクしたままの走行について

タイヤがパンクした状態で走行を続け
ないでください。
短い距離の運転でも、タイヤとホイー
ルが修理できないほど損傷したり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

応急修理する前に
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ジャッキハンドル

ホイールナットレンチ

ドライバー

けん引フック

タイヤパンク応急修理キット

ジャッキ※

※ジャッキの使い方（ P.274）

タイヤパンク応急修理キット・工具の搭載位置

A

B

C

D

E

F
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ボトル

ホース

空気逃がしキャップ

ラベル

コンプレッサー

電源スイッチ

空気圧計

電源プラグ

タイヤパンク応急修理キットの内容／各部の名称

A

B

C

A

B

C
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知識

■応急修理キットについて

●パンク補修液には有効期限があります。
有効期限はボトルに表示されています。
有効期限が切れる前に交換してくださ
い。交換については、レクサス販売店
にご相談ください。

●応急修理キットのパンク補修液は、1 本
のタイヤを一度だけ応急修理できます。
使用したパンク補修液の交換は、レク
サス販売店にご相談ください。コンプ
レッサーは、くり返し使用できます。

●外気温度が－40℃～60℃のときに使用
できます。

●応急修理キット搭載車両の装着タイヤ
専用です。指定タイヤサイズ以外のタ
イヤや、他の用途には使用しないでく
ださい。

●パンク補修液が衣服に付着すると、シ
ミになる場合があります。

●パンク補修液がホイールやボデーに付
着した場合、放置すると取れなくなる
おそれがあります。ぬれた布などです
みやかにふき取ってください。

●応急修理キット作動中は、大きな音が
しますが故障ではありません。

●タイヤ空気圧の点検や調整には使用し
ないでください。

■応急修理キットの点検について

パンク補修液の有効期限の確認は定期的
に行ってください。
有効期限はボトルに表示されています。
有効期限がきれたパンク補修液は使用し
ないでください。応急修理キットによる
修理が正常にできない場合があります。

1 フックを使ってラゲージマットを
固定する（ P.273）

警告

■応急修理キットについて

●応急修理キットは指定の位置に収納
してください。
急ブレーキ時などに応急修理キット
が飛び出したりして破損したり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

●応急修理キットはお客様の車専用で
す。他の車には使わないでください。
他の車に使うと思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●指定タイヤサイズ以外のタイヤや他
の用途には使用しないでください。
応急修理が完全に行われないおそれ
があります。

■パンク補修液について

●誤って飲み込むと健康に害がありま
す。その場合はできるだけたくさん
の水を飲み、ただちに医師の診察を
受けてください。

●もし目に入ったり、皮膚に付着した
りした場合には、水でよく洗い流し
てください。それでも異常を感じた
ときは、医師の診察を受けてくださ
い。

タイヤパンク応急修理キットの
取り出し方
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2 ツールトレイを取りはずす

3 応急修理キットを取り出す

1 パンクしたタイヤのバルブから、
バルブキャップを取りはずす

2 ホースをのばし、空気逃がし
キャップを取りはずす

空気逃がしキャップは再度使用するため、
なくさないように保管してください。

3 ホースをバルブに接続する

ホース先端を時計まわりにまわして、で
きるだけ奥までねじ込みます。

4 コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認する

注意

■ラゲージマットの損傷を防ぐために

トランクを閉めるとき、ラゲージマッ
トのフックをトランクの端にかけたま
まにしないでください。

応急修理をするには
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5 コンプレッサーのゴム栓をはずす

6 コンプレッサーの電源プラグを取
りはずす

7 コンプレッサーの電源プラグをア
クセサリーソケットに挿し込む
（ P.224）

8 ボトルをコンプレッサーに接続す
る

しっかりと接続されているか確認してく

ださい。

9 付属のラベル2枚を図のように
それぞれ貼り付ける

ホイールの汚れや水分を十分にふき取っ
てからラベルを貼り付けてください。ラ
ベルを貼り付けることができない場合は、
レクサス販売店にてタイヤを修理・交換
するときにパンク補修液注入済であるこ
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とを必ずお伝えください。

10タイヤの指定空気圧を確認する

運転席側の空気圧ラベルで確認すること
ができます。（ P.237）

11エンジンを始動する（ P.122）

12コンプレッサーのスイッチをON
にし、パンク補修液と空気を充填
する

13空気圧が指定空気圧になるまで充
填する

一時的に空気圧計が 300 ～

400kPa（3.0 ～ 4.0kg/cm2）
まで上昇し、徐々に減少します。

スイッチをONにしてから 1分
程度（低温の場合は 15分程度）
で実際の空気圧表示になります。

コンプレッサーのスイッチをOFF にし
て空気圧を確認してください。空気の入

A

B



285

7

7-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

れすぎに注意して、指定空気圧になるま
で充填・確認をくり返してください。

10分以上（低温の場合は 35 分以上）
充填しても指定空気圧にならない場合は、
応急修理できません。コンプレッサーの
スイッチを OFF にしてレクサス販売店
にご連絡ください。

空気を入れすぎたときは、指定空気圧に
なるまで空気を抜いてください。
（ P.286, 305）

14コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認したうえ
で、アクセサリーソケットから電
源プラグを抜き、タイヤのバルブ
から応急修理キットのホースを取
りはずす

ホースを取りはずすときにパンク補修液
がもれる可能性があります。

15バルブキャップを応急修理したタ
イヤのバルブに取り付ける

16ボトルのホース先端に空気逃がし
キャップを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、お車が汚れる可能性
があります。

17いったん、ボトルとコンプレッ
サーを接続したままトランクに収
納する

18タイヤ内のパンク補修液を均等に
広げるために、すみやかに 5km

程度、速度 80km/h 以下で安全
に走行する

19走行後、平坦で安全な場所に停車
し、再度コンプレッサーを接続す
る

20コンプレッサーのスイッチをON
にして数秒間経過後、スイッチを
OFFにして空気圧を確認する

空気圧が130kPa（1.3kg/cm2）
未満の場合：応急修理できませ
ん。レクサス販売店にご連絡くだ
さい。

空気圧が130kPa（1.3kg/cm2）
以上、指定空気圧未満の場合：手
順 21へ

空気圧が指定空気圧の場合：手順
22へ

21コンプレッサーのスイッチをON
にして指定空気圧まで空気を充填
し、再度、約5km走行後にあら
ためて手順 19から実施する

A

B

C
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22ボトルのホース先端に空気逃がし
キャップを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、お車が汚れる可能性
があります。

23ボトルとコンプレッサーを接続し
たままトランクに収納する

24急ブレーキ、急加速、急ハンドル
を避け、100km 以内、速度
80km/h 以下でレクサス販売店ま
で慎重に走行する

タイヤの修理・交換についてはレクサス
販売店にご相談ください。

知識

■応急（パンク）修理キットを使用した
とき

●空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くレクサス
販売店で点検を受け、空気圧バルブ／
送信機を交換してください。

●タイヤの指定空気圧に達していても、
タイヤ空気圧警告灯が点灯する可能性
があります。

■空気を入れすぎてしまったとき

1 タイヤからホースを取りはずす

2 ホース先端に空気逃がしキャップを取
り付け、キャップの突起部をタイヤの
バルブに押しあてて空気を抜く

3 ホースから空気逃がしキャップを取り
はずし、ホースを再接続する

4 コンプレッサーのスイッチをONにし
て数秒間経過後、スイッチを OFF に
して空気圧計を確認する（ P.305）

指定空気圧より低いときは、再度、コン
プレッサーのスイッチをONにし、指定
空気圧になるまで空気を充填してくださ
い。

警告

■パンクしたタイヤを応急修理すると
き

●車両を安全で平坦な場所に停止させ
てください。

●走行直後、ホイールやブレーキまわ
りなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわ
りは高温になっている可能性がある
ため手や足などがふれると、やけど
をするおそれがあります。

●タイヤを車両に取り付けた状態で、
バルブとホースをしっかりと接続し
てください。

●接続が不十分な場合、空気がもれた
り、パンク補修液が飛散したりする
おそれがあります。

●充填中にホースがはずれると、圧力
でホースが急に動くおそれがあり危
険です。



287

7

7-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

警告

●充填後、ホースを取りはずすときや
空気を抜くときにパンク補修液が飛
散する場合があります。

●作業手順に従って応急修理を行って
ください。
手順どおりに行わないとパンク補修
液が噴出する場合があります。

●破裂の危険があるので、応急修理
キットの作動中は補修中のタイヤか
ら離れてください。タイヤに亀裂や
変形が発生している場合、ただちに
コンプレッサーのスイッチを OFF に
し、修理を中止してください。

●応急修理キットは、長時間作動させ
ると過熱する可能性があります。35
分以上連続で作動させないでくださ
い。

●応急修理キットの作動中は、部分的
に熱くなります。使用中、または使
用後の取り扱いには注意してくださ
い。ボトルとコンプレッサー接続箇
所の金属部分は特に熱くなるため、
使用中、または使用直後はふれない
でください。

●速度制限ラベルは指定位置以外に貼
らないでください。ハンドルのパッ
ド部分などの SRS エアバッグ展開部
に貼ると、SRS エアバッグが正常に
作動しなくなるおそれがあります。

■補修液を均等に広げるための運転に
ついて

●低速で慎重に運転してください。特
にカーブや旋回時には注意してくだ
さい。

●車がまっすぐ走行しなかったり、ハ
ンドルをとられたりする場合は、停
車し、次のことを確認してください。

･ タイヤを確認してください。タイヤ
がホイールからはずれている可能性
があります。

･ 空気圧を確認してください。

130kPa（1.3kg/cm2）未満の場合
は、タイヤが大きなダメージを受け
ている可能性があります。

注意

■応急修理をするとき

●タイヤに刺さった釘やネジを取り除
かずに応急修理を行ってください。
取り除いてしまうと、応急修理キッ
トでは応急修理ができなくなる場合
があります。

●応急修理キットに防水機能はありま
せん。降雨時などは、水がかからな
いようにして使用してください。

●砂地などの砂ぼこりの多い場所に直
接置いて使用しないでください。砂
ぼこりなどを吸い込むと、故障の原
因になります。

●応急修理キットは倒れた状態では正
常に作動しません。必ず立ててご使
用ください。

■応急修理キットについて

●応急修理キットはDC12V 専用です。
他の電源での使用はできません。

●応急修理キットにガソリンがかかる
と、劣化するおそれがあります。ガ
ソリンがかからないようにしてくだ
さい。
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次の原因が考えられます。

● 燃料が入っていない可能性があり
ます。
給油してください。

● 燃料を吸い込みすぎている可能性
があります。
再度、正しい手順（ P.122）に
従って、エンジンをかけてくださ
い。

● エンジンイモビライザーシステム
に異常がある可能性があります。
（ P.48）

次の原因が考えられます。

● バッテリーあがりの可能性があり
ます。（ P.293）

● バッテリーのターミナルがゆるん
でいる可能性があります。

注意

●応急修理キットはトランクに収納し
てください。
急ブレーキ時などに応急修理キット
が飛び出したりして破損するおそれ
があります。

●応急修理キットは指定の位置に収納
し、お子さまが誤って手をふれない
ようご注意ください。

●分解・改造などは絶対にしないでく
ださい。また、圧力計などに衝撃を
与えないでください。故障の原因に
なります。

エンジンがかからないとき
は

正しいエンジンのかけ方
（ P.122）に従っても、エンジン
がかからないときは、次の状況の
中であてはまるものを確認し、適
切に対処してください。

スターターは正常にまわってい
るのにエンジンがかからない場
合

スターターがゆっくりまわる／
室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合
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電子キーの電池切れやヒューズ切れ
など、電気系統異常の可能性があり
ます。異常の種類によっては、エン
ジンを一時的な処置でかけることが
できます。（ P.289）

次の原因が考えられます。

● バッテリーのターミナルがはずれ
ている可能性があります。

● バッテリーあがりの可能性があり
ます。（ P.293）

● ステアリングロックシステムに異
常がある可能性があります。

対処の方法がわからないとき、あるいは
対処をしてもエンジンがかからないとき
は、レクサス販売店にご連絡ください。

通常のエンジン始動操作でエンジン
が始動しないときは、次の手順でエ
ンジンが始動する場合があります。
緊急時以外は、この方法で始動させ
ないでください。

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認する

2 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

3 エンジンスイッチをアクセサリー
モードにする

4 ブレーキペダルをしっかり踏んで
エンジンスイッチを約15秒以上
押し続ける

上記の方法でエンジンが始動しても、
システムの故障が考えられます。た
だちにレクサス販売店で点検を受け
てください。

スターターがまわらない場合

スターターがまわらない／室内
灯・ヘッドランプが点灯しない
／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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トランク内のカバーを取りはずし、
レバーを引きます。

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻され
たキーナンバーと残りのメカニカ
ルキーから、レクサス販売店でレ
クサス純正品の新しいメカニカル
キーを作ることができます。

キーナンバープレートは車の中以
外の安全な場所（財布の中など）
に保管してください。

注意

■電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーと
カードキーをすべてお持ちの上、ただ
ちにレクサス販売店にご相談ください。

給油扉が開かないときは

ドアが解錠されている状態で給油
扉の車両後端の中央部分を押して
も給油扉が開かないときは、次の
手順で給油扉を開けることができ
ます。

給油扉を開くには
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知識

■電子キーが正常に働かない場合

●車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定を確
認し、非作動になっている場合には、
作動可能に設定変更してください。

●電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくださ
い。（ P.90）

■ ドアを解錠するには

メカニカルキー（ P.80）を使って
次の操作ができます。

1 運転席側のドアハンドルを引いた
まま、メカニカルキーを挿し込む

2 キーをまわしてドアを解錠する

3 メカニカルキーを抜いてドアハン
ドルを元に戻したあと、再度ドア
ハンドルを引く

■ ドアを施錠するには

1 ロックレバーを施錠側にする

2 ドアハンドルを引いたままドアを
閉める

■ トランクの解錠

メカニカルキーを時計まわりにまわ

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさまた
げられたり（ P.90）、電子キー
の電池が切れたときは、スマート
エントリー＆スタートシステムと
ワイヤレスリモコンが使用できな
くなります。このような場合、次
の手順でドアやトランクを開けた
り、エンジンを始動したりするこ
とができます。

注意

■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
（カードキーを含む）をお持ちくださ
い。

ドアの施錠・解錠、トランクの
解錠
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して開ける（ P.50）

知識

■キーの連動機能

1 ドアガラスとムーンルーフ★が開く

（まわし続ける）※

2 全ドア解錠

3 全ドア施錠

4 ドアガラスとムーンルーフ★が閉まる

（まわし続ける）※

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※カスタマイズ機能での設定変更が必要
です。

1 シフトレバーが Pの状態でブ
レーキペダルを踏む

2 電子キーのレクサスエンブレム面
で、エンジンスイッチにふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、イ
グニッションONモードへ切りかわりま
す。

車両カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムの設定が非作動
になっているときは、アクセサリーモー
ドへ切りかわります。

3 ブレーキペダルをしっかりと踏み
込んで、マルチインフォメーショ

ンディスプレイに が表示さ

れていることを確認する

4 エンジンスイッチを押す

処置をしても作動しないときは、レ

警告

■メカニカルキーを使ってドアガラス
やムーンルーフを操作するとき

ドアガラスやムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してから
操作してください。またお子さまには、
メカニカルキーによる操作をさせない
でください。お子さまや他の人がドア
ガラスやムーンルーフに挟まれたり巻
き込まれたりするおそれがあります。

エンジン始動の方法
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クサス販売店にご連絡ください。

知識

■エンジンの停止方法

通常のエンジンの停止方法と同様に、シ
フトレバーを Pにしてエンジンスイッチ
を押します。

■電池交換について

ここで説明しているエンジンの始動方法
は一時的な処置です。電池が切れたとき
は、ただちに電池の交換をおすすめしま
す。（ P.246）

■オートアラームについて

メカニカルキーで施錠した場合、オート
アラームが設定されません。なお、オー
トアラーム設定中にメカニカルキーで解
錠すると、警報が鳴りますのでご注意く
ださい。（ P.49）

■モードの切りかえ

エンジン始動方法の手順 3で、ブレーキ
ペダルから足を離してエンジンスイッチ
を押すと、エンジンが始動せず、スイッ
チを押すごとにモードが切りかわります。
（ P.124）

ブースターケーブルと 12Vのバッテ
リー付き救援車があれば、次の手順
に従って、エンジンを始動させるこ
とができます。

1 電子キーを携帯していることを確
認する

ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に
ドアが施錠されます。 ( P.50)

2 ボンネットを開ける ( P.234)

バッテリーがあがったとき
は

バッテリーがあがった場合、次の
手順でエンジンを始動することが
できます。

エンジンを再始動するには
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3 赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子 につなぎ、もう

一方の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒色のブー

スターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、もう一方の端

を、未塗装の金属部（図に示すような固定された部分） につなぐ

● RC350

バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

未塗装の金属部（図に示すような固定された部分）

● RC300

バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

未塗装の金属部（図に示すような固定された部分）

4 救援車のエンジンをかけ、回転を
少し高めにして、約 5分間自車
のバッテリーを充電する

5 エンジンスイッチがOFF の状態
でいずれかのドアを開閉する

6 救援車のエンジン回転を維持した
まま、エンジンスイッチをいった
んイグニッションONモードにし
てからエンジンを始動する

A

B

C

D

A

B

C

D

A

B

C

D
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7 エンジンが始動したら、ブース
ターケーブルをつないだときと逆
の順ではずす

エンジンが始動しても、早めにレク
サス販売店で点検を受けてください。

知識

■バッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

■バッテリーあがりを防ぐために

●エンジンが停止しているときは、ラン
プやオーディオの電源を切ってくださ
い。
（Stop & Start システム装着車は、シス
テムによるエンジン停止中を除く）

●渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

■バッテリーの充電について

バッテリーの電力は、車両を使用してい
ないあいだも、一部の電装品による消費
や自然放電のために、少しずつ消費され
ています。そのため、車両を長期間放置
すると、バッテリーがあがってエンジン
を始動できなくなるおそれがあります。
（バッテリーは走行中に自動で充電されま
す）

■バッテリーあがり時や取りはずし時な
ど

●バッテリー脱着直後はスマートエント
リー＆スタートシステムによるドアの
解錠ができない場合があります。解錠
できなかった場合はワイヤレスリモコ
ン、またはメカニカルキーで解錠・施
錠を実施してください。

●バッテリー脱着後、最初の始動操作で
はエンジンが始動できないことがあり
ますが異常ではありません。再度始動
操作を行ってください。

●車両は常に電源の状態を記憶していま
す。バッテリー脱着時、車両はバッテ

リーをはずす前の状態に復帰します。
バッテリーを脱着する際は、エンジン
スイッチを OFF にしてから行ってくだ
さい。
バッテリーがあがる前の状態が不明の
場合、バッテリー接続時は特に注意し
てください。

●Stop & Start システム装着車：バッテ
リーがあがったあと、またはバッテ
リー端子をはずしたあとは、約 5～ 60
分間、Stop & Start システムが作動し
ないことがあります。

■バッテリーを交換するときは (Stop & 
Start システム装着車 )

装着されているバッテリーは、Stop & 
Start システム専用品です。S-95 または
それ以上の性能を持つバッテリーと交換
してください。
適切なバッテリーをご使用いただかない
場合、バッテリー保護のために Stop & 
Start システムの作動が制限されます。さ
らに、バッテリーの早期劣化や、最悪の
場合にはエンジンが再始動しなくなるお
それがあります。
詳しくはレクサス販売店にご相談くださ
い。

警告

■バッテリーの引火または爆発を防ぐ
ために

バッテリーから発生する可燃性ガスに
引火して爆発するおそれがあり危険で
すので、火や火花が発生しないよう、
次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子以
外に接続しない

●＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

●ブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない
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1 安全な場所に停車し、エアコンを
OFFにしてから、エンジンを停
止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認し
てから、注意してボンネットを開
ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 エンジンが十分に冷えてから、ラ
ジエーターコア部（放熱部）や
ホースなどからの冷却水もれを点
検する

警告

●バッテリー付近では、喫煙したり
マッチやライターなどで火を起こさ
ない

■バッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のある
酸性の電解液が入っており、また関連
部品には鉛または鉛の混合物を含んで
いるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。

●バッテリーを取り扱うときは保護メ
ガネを着用し、液（酸）が皮膚・衣
服・車体に付着しないようにする

●必要以上、顔や頭などをバッテリー
に近付けない

●誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

●誤ってバッテリー液を飲み込んだ場
合、多量の水を飲んで、すぐに医師
の診察を受ける

●バッテリーの支柱・ターミナル・そ
の他の関連部品の取り扱い後は手を
洗う

●お子さまをバッテリーに近付けない

注意

■ブースターケーブルの取扱いについ
て

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンやベルト
に巻き込まれないように十分注意して
ください。

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバーヒー
トの可能性があります。

● 水温計（ P.58）の表示がレッ
ドゾーンに入ったり、エンジン
出力が低下する（スピードが出
ないなど）

● マルチインフォメーションディ
スプレイに“エンジン冷却水
高温 安全な場所に停車して取扱
書を確認してください”が表
示される

● エンジンルームから蒸気が出る

対処方法
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● RC350

ラジエーター

ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にレクサス販売店に連絡してください。

● RC300

ラジエーター

ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にレクサス販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンクの
上限（“FULL”または“F”）
と下限（“LOW”または “L”）
のあいだにあるかを点検する

● エンジン (RC350)

リザーバーキャップ

上限（“FULL”または“F”）

下限（“LOW”または“L”）

● エンジン (RC300)

リザーバーキャップ

上限（“FULL”または“F”）

下限（“LOW”または“L”）

● インタークーラー (RC300)

リザーバーキャップ

A

B

A

B

A

B

C

A

B

C

A
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上限（“FULL”または“F”）

下限（“LOW”または“L”）

5 冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

● エンジン (RC350)

● エンジン (RC300)

● インタークーラー (RC300)

6 エンジンを始動し、エアコンを作
動させてラジエーター冷却用の
ファンが作動しているか、および

ラジエーターコアやホースなどか
ら冷却水もれがないことを再度確
認する

エンジンが冷えた状態での始動直後は、
エアコンをONにすることでファンが作
動します。ファンの音や風で確認してく
ださい。わかりにくいときは、エアコン
のON・OFF をくり返してください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが
作動しないことがあります）

7 ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、レクサ
ス販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのレクサス販売店で点検を
受ける

B

C

警告

■エンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、やけどなどの重大
な傷害を受けるおそれがあります。

●エンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

●手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）をファンやベル
トから離してください。手や着衣が
巻き込まれ、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。
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警告

●RC350：エンジンおよびラジエー
ターが熱い場合は冷却水リザーバー
タンクのキャップやエンジンカバー
内側の注水キャップを開けないでく
ださい。高温の蒸気や冷却水が圧力
によって噴き出すおそれがあります。

●RC300：エンジンおよびラジエー
ターが熱い場合は冷却水リザーバー
タンクのキャップや注水キャップま
たは、インタークーラーリザーバー
タンクのキャップを開けないでくだ
さい。高温の蒸気や冷却水が圧力に
よって噴き出すおそれがあります。

注意

■冷却水を入れるとき

エンジンが十分に冷えてからゆっくり
入れてください。エンジンが熱いとき
に急に冷たい冷却水を入れると、エン
ジンが損傷するおそれがあります。

■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

●冷却水用添加剤を使用しない
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1 パーキングブレーキをかけシフト
レバーをPにして、エンジンを
停止する

2 後輪周辺の土や雪などを取り除く
3 後輪の下に木や石などをあてがう
4 エンジンを再始動する
5 シフトレバーをDまたは Rに入
れ、パーキングブレーキを解除し
て注意しながらアクセルペダルを
踏む

知識

■脱出しにくいとき

スイッチを押して TRC を OFF にし

てください。

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタイ
ヤが空転したり埋まり込んで動け
なくなったときは次の方法を試み
てください。

脱出するには

警告

■脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。スタックか
ら脱出するとき、車が前方または後方
に飛び出すおそれがありますので、特
に注意してください。

■シフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。車
が急発進し、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

注意

■トランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

●後輪が空転するのを避け、必要以上
にアクセルペダルを踏まないでくだ
さい。

●上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。
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8-1.仕様一覧

※1エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖
機後に停止し、5 分以上経過してからレベルゲージで行ってください。

※20W-20 は上記表の指定銘柄の中では、最も省燃費性に優れるオイルです。

■ エンジンオイル推奨粘度

下記図に基づき、外気温に適した粘
度のものをご使用ください。

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されます。
お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」といいま
す）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご使用
ください。

燃料

指定燃料 容量［L］（参考値）

無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク） 66

エンジンオイル

指定銘柄 車種

容量［L］（参考値※1）

オイルのみ交換
オイルとオイル
フィルター交換

弊社純正モーターオイル SN PLUS

0W-20※2

API SN PLUS/RC, ILSAC GF-5,

SAE 0W-20

弊社純正モーターオイル SN 5W-30
API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE

5W-30

RC350 5.5 5.7

RC300 4.3 4.6
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※ 0W-20 は新車時に充填されており、
上記図に示す中では、最も省燃費性に
優れるオイルです。

オイル粘度について（例として
0W-20で説明します）：
･ 0W-20 の 0Wは、低温時のエン
ジン始動特性を示しています。W
の前の数値が小さいほど冬場や寒
冷時のエンジン始動が容易になり
ます。

･ 0W-20 の 20は、高温時の粘度
特性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オイ
ルは、高速または重負荷走行に適
しています。

■ 指定エンジンオイル

API 規格 SN PLUS/RC、SN/RC、

SM/ECか、ILSAC規格に合致した
オイルをご使用ください。
なお、ILSAC 規格合格油の缶には
ILSAC CERTIFICATION（イルサッ
クサーティフィケーション）マーク
がついています。

API マーク

ILSAC CERTIFICATIONマーク

■ RC350

■ RC300

A

B

ラジエーター

指定銘柄 容量［L］（参考値）

弊社純正スーパーロングライフクーラン
ト

凍結保証温度

濃度 30％　　－ 12°C
濃度 50％　　－ 35°C

9.5

指定銘柄 容量［L］（参考値）

弊社純正スーパーロングライフクーラン
ト

凍結保証温度

濃度 30％　　－ 12°C
濃度 50％　　－ 35°C

エンジン 8.1

インタークーラー 3.1
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※交換が必要な際はレクサス販売店にご相談ください

LSD( リミテッドスリップディファレンシャル )非装着車

LSD( リミテッドスリップディファレンシャル )装着車

■ ブレーキフルード

トランスミッション

指定銘柄 車種
容量［L］（参考値

※）

弊社純正オートフルードWS
RC350 9.5

RC300 8.7

注意

■トランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

ディファレンシャル

オイルタイプ・推奨粘度 容量［L］（参考値）

弊社純正ディファレンシャルギヤオイル
LT
（API GL-5 SAE 75W-85）

1.35

オイルタイプ・推奨粘度 容量［L］（参考値）

弊社純正ディファレンシャルギヤオイル
LX
(API GL-5, SAE 75W-85)

1.35

ブレーキ

指定銘柄

弊社純正ブレーキフルード 2500H-A
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■ ブレーキペダル

※エンジン回転時に 500N（51kgf）の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値

■ パーキングブレーキ

※ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（“カチッ”という音）のこ
とです。

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

項目 基準値［mm］

遊び 1～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※
RC350 108

RC300 104

項目 基準値（回数）

踏みしろ

操作力 300N（30.6kgf）のときのノッ

チ※数

8 ～ 11

ウォッシャータンク

容量 [L]（参考値）

4.8

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの
空気圧 kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

標準タイヤ

235/45R18 94Y 18  8J 240（2.4）

235/40R19 92Y 19  8J 240（2.4） -

265/35R19 94Y 19  9J - 250（2.5）

応急用タイ

ヤ★
T155/70D17 110M 17  4T

420（4.2）
T145/70D18 107M 18  4T
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※表に記載のないランプは LED を採用しています。

電球（バルブ）※

電球 W（ワット）数

バニティランプ 8

足元照明 3.8

トランクランプ 5

車両仕様

名称 型式 エンジン 駆動方式

RC350 GSC10
2GR-FKS（3.5L ガ

ソリン）
FR（後輪駆動）

RC300 ASC10
8AR-FTS （2.0L ガ

ソリン）
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8-2.カスタマイズ機能

■ マルチインフォメーションディス
プレイで設定するには

1 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

2 スイッチを操作して設定変更した
い項目を選択する

3 画面に表示されている内容に従っ
て設定を変更する

■ ナビゲーションシステムで設定す
るには

1 リモートタッチのMENU ボタン
を押し、“設定・編集”を選択
する

2 “設定・編集”画面の“車両
”を選択する

3 “車両カスタマイズ”、“ドラ
イブモードカスタマイズ” また
は、“クリアランスソナー設定
”を選択する

4 “車両カスタマイズ”を選択し
た場合、設定を変更したいカテゴ
リーを選択する

5 一覧表示された中から設定を変更
する項目を選択する

6 機能の作動内容を選択する

作動・非作動を変更できる機能では、“
する”（作動）・“しない”（非作動）
を選択します。

音量やセンサーの感度などを変更できる
機能では、“+”または“－”を選択
してレベルを調整します。

リモートタッチについて詳しくは、
別冊「ナビゲーションシステム取扱
説明書」をご覧ください。

知識

■ナビゲーション画面でカスタマイズ設
定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトレバーを Pにしてくだ
さい。また、バッテリーあがりを防ぐた
め、エンジンがかかっている状態で操作
を行ってください。

ユーザーカスタマイズ機能
一覧

お車に装備されている各種の機能
は、ご希望に合わせてレクサス販
売店で作動内容を変更することが
できます。また、ナビゲーション
システム・マルチインフォメー
ションディスプレイの操作により、
設定を変更することができる機能
もあります。

G-Link サービスご契約のお客様
は、G-カスタマイズ機能（レクサ
スオーナーズサイトのご利用、ま
たはレクサス販売店へのご依頼）
により、遠隔で設定変更ができま
す。

遠隔での設定変更が可能な項目に
関してはレクサスオーナーズサイ
トでご確認ください。

設定を変更するには
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機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳しく
はレクサス販売店へお問い合わせください。

ナビゲーションシステムの画面操作で設定変更可能

マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能

レクサス販売店で設定変更可能

■ オートアラーム（ P.49）

■ メーター、マルチインフォメーションディスプレイ（ P.54, 58, 64）

警告

■ナビゲーション画面でカスタマイズ
設定を行うとき

エンジンがかかった状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

■カスタマイズを行うときは

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

車両カスタマイズ設定一覧

A

B

C

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーを使って解
錠したときのアラーム解除

なし あり ― ― ○

機能の内容※1 初期設定 変更後

言語 日本語 英語 ― ○ ―

単位 km/L L/100km ― ○ ―

スイッチを押したときに

表示される画面の設定※2
ドライブインフォ 1 お好みの項目※3 ― ○ ―

A B C

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

※1機能についての詳しい説明は P.69 を参照してください
※2F SPORT 以外
※3登録できない項目もあります
※4F SPORT
※5RC350
※6RC300
※7公道では制限速度をお守りください。

ドライブインフォ 1
瞬間燃費

設定できる項目は
P.65 を参照

― ○ ―
リセット間平均燃費

ドライブインフォ 2
航続可能距離

― ○ ―
リセット間平均車速

ドライブインフォ 3
給油後平均燃費

― ○ ―
始動後走行時間

割り込み表示 あり なし ― ○ ―

テーマカラー※2 カラー 1 カラー 2 ○ ○ ―

指針の色※4 カラー 1
カラー 2

― ○ ―
カラー 3

REV インジケーター※4 5000r/min.

2000 ～

6800r/min※5

2000 ～

6100r/min※6
― ○ ―

なし

REV ピーク※4 あり なし ― ○ ―

車速インジケーター※4 なし あり ― ○ ―

車速インジケーターの車速

設定※4
100km/h 50 ～ 120km/h※7 ― ○ ―

エコドライブインジケー
ター

あり（自動点灯） なし ― ○ ―

機能の内容※1 初期設定 変更後 A B C
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■ ドアロック（ P.82, 85, 291）

■ スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（ P.82, 85）

■ スマートエントリー＆スタートシステム（ P.82, 85, 89）

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーによる解錠 1回で全ドア解錠
1回で運転席ドア解
錠、連続 2回で全

ドア解錠
― ― ○

車速感応オートドアロック あり なし ○ ― ○

シフトレバーを P以外にし
たときの全ドア施錠（シフ
ト操作連動ドアロック）

なし あり ○ ― ○

シフトレバーを Pにしたと
きの全ドア解錠（シフト操
作連動アンロック）

あり なし ○ ― ○

運転席ドアを開けたときの
全ドア解錠（運転席ドア開
連動アンロック）

なし あり ○ ― ○

全ドア解錠したときトラン
ク解錠、全ドア施錠したと
きトランク施錠（ドアロッ
ク連動トランク）

あり なし ― ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

作動の合図（ブザー音量調
整）

レベル 5
OFF

○ ― ○
レベル 1～ 7

作動の合図（非常点滅灯） あり なし ○ ― ○

解錠後、ドアを開けなかっ
たときの自動施錠までの時
間

30 秒
60 秒

― ― ○
120秒

半ドア警告ブザー あり なし ― ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

スマートエントリー＆ス
タートシステム

あり なし ○ ― ○

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ ワイヤレスドアロック（ P.82, 85）

■ メモリーコール機能（ P.97）

■ パワーイージーアクセスシステム（ P.97）

■ ドアミラー（ P.104）

解錠されるドアの選択 全席解錠 運転席のみ解錠 ○ ― ○

連続ロック操作の有効回数 2回 無制限 ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

機能の内容 初期設定 変更後

ワイヤレス機能 あり なし ― ― ○

解錠時の操作 1回で全ドア解錠
1回で運転席ドア解
錠、連続 2回で全

ドア解錠
○ ― ○

トランク解錠時の操作
1回押し続ける

（短）

1回押し

― ― ○

2回押し

1回押し続ける
（長）

非作動

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

連動するドアの選択 運転席ドア 全ドア ― ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

降車時の運転席シート移動
量調節

標準
OFF

○ ― ○
少なめ

ハンドルの作動 あり なし ― ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

オート電動格納作動
ドアの施錠・解錠と

連動

OFF

― ― ○エンジンスイッチと
連動

A B C
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■ パワーウインドウ（ P.107）

■ ムーンルーフ★（ P.110）

★：グレード、オプションなどにより装備の有無があります。

■ 方向指示灯（ P.130）

■ ランプ自動点灯・消灯システム（ P.133）

■ ランプ（ P.133）

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキー連動開閉機
能

なし あり ― ― ○

ワイヤレスリモコン連動開
閉機能

なし あり ― ― ○

ワイヤレスリモコン連動開
閉作動の合図（ブザー）

あり なし ― ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキー連動開閉機
能

なし あり ― ― ○

ワイヤレスリモコン連動開
閉機能

なし あり ― ― ○

ワイヤレスリモコン連動開
閉作動の合図（ブザー）

あり なし ― ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

方向指示灯の点滅中に、点
滅している側へ方向指示レ
バーを一段階操作したとき
の作動

点滅したまま 消灯 ― ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

ライトセンサーの感度調整 標準 － 2～ 2 ○ ― ○

ランプを点灯するまでの時
間

標準 長め ― ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

LED デイライト あり なし ― ― ○

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ Stop & Start システム（ P.171）

■ PCS（プリクラッシュセーフティ）（ P.150）

■ LDA（レーンディパーチャーアラート [ ステアリング制御機能付き］）
（ P.156）

■ クリアランスソナー★（ P.186）

機能の内容 初期設定 変更後

エアコンの A/C スイッチを
ON にしているときの、
Stop & Start システムによ
るアイドリングストップ時
間

Normal
（通常）

Long
（長め）

― ○ ―

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

PCS（プリクラッシュセー
フティ）機能

あり なし ― ○ ―

警報タイミング 中間
遠い

― ○ ―
近い

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

ステアリング制御機能
（操舵支援）

あり なし ― ○ ―

警報手段 （振動／音） 振動 音 ― ○ ―

車線逸脱時の警報ブザーが
吹鳴する感度
（警報感度）

普通 高 ― ○ ―

ふらつき検知機能 あり なし ― ○ ―

ふらつき検知感度 普通
低

― ○ ―
高

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

フロントセンターセンサー
の検知可能距離

遠い 近い ○ ― ○

リヤセンターセンサーの検
知可能距離

遠い 近い ○ ― ○

ブザー音量 レベル 2 レベル 1～ 3 ○ ― ○

A B C
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★：グレード、オプションなどにより装備の有無があります。

■ ドライブモードセレクトスイッチ（ P.192）

■ エアコン（ P.208）

■ シートヒーター（ P.216）

■ イルミネーション（ P.218）

機能の内容 初期設定 変更後

カスタムモード時のパワー
トレーン制御

Normal
Power

○ ― ―
Eco

カスタムモード時のシャ
シー制御

Normal Sport ○ ― ―

カスタムモード時のエアコ
ン作動

Normal Eco ○ ― ―

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

AUTO スイッチが ONのと
き、連動して外気導入と内
気循環を自動的に切りかえ
る

する しない ○ ― ○

AUTO スイッチを ONにし
たとき、A/C（エアコン）ス
イッチが連動して ON にな
る

する しない ○ ― ○

排ガスセンサー感度調節 標準 － 3～ 3 ○ ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

タイマー制御 なし あり ○ ― ○

A B C

機能の内容 初期設定 変更後

室内灯の消灯までの時間 15 秒

OFF

○ ― ○7.5 秒

30 秒

エンジンスイッチ OFF 後の
作動

あり なし ― ― ○

解錠時の照明の点灯 あり なし ― ― ○

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

知識

■車両カスタマイズについて

●“車速感応オートドアロック”と“シ
フトレバーを P以外にしたときの全ド
ア施錠（シフト操作連動ドアロッ
ク）”を両方とも“あり”にした場
合、次のように作動します。

･ シフトレバーを P以外に入れると全ド
アが施錠されます。

･ 全ドアが施錠された状態で発進した場
合、車速感応式自動ドアロックは作動
しません。

･ 発進前にいずれかのドアロックを解錠
してから発進した場合は、車速感応
オートドアロックが作動します。

●“スマートエントリー＆スタートシス
テム”の設定が“なし”の場合、“
解錠されるドアの選択”の設定はでき
ません。

●解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠が作動したときの合図は、“作
動の合図（非常点滅灯）”・“作動の

合図音量（ブザー音量調整）”の設定
に依存します。

●ナビゲーション画面以外でもスイッチ
操作などでカスタマイズ設定ができる
項目があります。スイッチ操作で設定
を変更した場合、エンジンスイッチを
OFF にし、再度エンジンスイッチをイ
グニッション ONモードにするまでナ
ビゲーション画面には反映されません。

接近時の照明の点灯 あり なし ― ― ○

リモートタッチパッド照明
の点灯

あり なし ― ― ○

室外足元照明の消灯までの
時間

15 秒

OFF

○ ― ○7.5 秒

30 秒

接近時の室外足元照明の点
灯

あり なし ― ― ○

解錠時の室外足元照明の点
灯

あり なし ― ― ○

ドアを開けたときの室外足
元照明の点灯

あり なし ― ― ○

室外足元照明の消灯時の
フェードアウト

長い 短い ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C
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8-3.初期設定

初期設定が必要な項目

次の項目はメンテナンスを行ったあとなどに、システムを正しく作動させる
ために初期設定が必要です。

項目 初期設定が必要なとき 参照先

タイヤ空気圧警報シス
テム

タイヤローテーションを行ったあと P.237
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318 こんなときは（症状別さくいん）

1-1.こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

● メカニカルキーをなくした場合、
レクサス販売店でレクサス純正の
新しいメカニカルキーを作ること
ができます。（ P.290）

● 電子キーをなくすと盗難の危険性
が極めて高くなるため、ただちに
レクサス販売店にご相談くださ
い。（ P.290）

● キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？（ P.246）

● エンジンスイッチがイグニッショ
ンONモードになっていません
か？

施錠するときは、エンジンスイッチ
をOFFにしてください。（ P.124）

● 電子キーを車内に置き忘れていま
せんか？

施錠するときは、電子キーを携帯し
ていることを確認してください。

● 電波状況により、機能が正常に働
いていない可能性があります。
（ P.90）

● キー閉じ込み防止機能が働き、通
常通りトランクを開けることがで
きます。キーを取り出してくださ
い。（ P.87）

● ブレーキペダルをしっかりと踏み
ながらエンジンスイッチを押して
いますか？（ P.122）

● シフトレバーは Pになっています
か？（ P.122）

● キーが車内の検知される場所にあ
りますか？（ P.89）

● ステアリングロックされていませ
んか？（ P.122）

● キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？

このときは、一時的な方法でエンジ
ンをかけることができます。
（ P.292）

● バッテリーがあがっていません
か？（ P.293）

お困りの際は、レクサス販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこと
を確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

キーが正常に働かないときは

施錠・解錠できない

誤ってトランク内にキーを閉じ
込めた

故障かな？と思ったら

エンジンがかからない
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● エンジンスイッチはイグニッショ
ンONモードになっていますか？

エンジンスイッチはイグニッション
ONモードでブレーキを踏んでも解
除できないとき（ P.127）

● 盗難防止のため、自動的にロック
されます。（ P.122）

● ウインドウロックスイッチが押さ
れていませんか？

ウインドウロックスイッチが押され
ていると、運転席以外のパワーウイ
ンドウは操作できなくなります。
（ P.109）

● 一定時間アクセサリーモードまた
はイグニッションONモード（エ
ンジンがかかっていない状態）に
しておくと、自動電源OFF機能
が作動します。（ P.124）

● 警告音が鳴りだしたときは、「車

から音が鳴ったときは（音さくい
ん）」（ P.320）をご確認くださ
い。

● 警告灯や警告メッセージが表示さ
れたときは、P.261、267 をご確
認ください。

● 応急用タイヤ装着車

車を安全な場所に停め、パンクした
タイヤを応急用タイヤに交換してく
ださい。（ P.270）

● タイヤパンク応急修理キット装着
車

車を安全な場所に停め、タイヤパン
ク応急修理キットでパンクしたタイ
ヤを応急修理してください。
（ P.278）

● ぬかるみ・砂地・雪道などで動け
なくなったときの脱出方法を試し
てください。（ P.300）

ブレーキペダルを踏んでいても
シフトレバーが Pから動かない

エンジンを停止したあとにハン
ドルがまわせなくなった

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

エンジンスイッチが自動的に
OFF になった

警告音・アラーム・ホーンが鳴
りだした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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1-2.車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンを使ってドア
またはトランクを解錠するか、エンジ
ンスイッチをアクセサリーモードまた
はイグニッションON モードにする

か、エンジンを始動すると、警報を解
除することができます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※助手席に荷物を置いている場合にもブ
ザーが鳴ることがあります。

次の状況のとき、車の状態や誤操
作などをお知らせするために警告
音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

解錠したとき

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.49

ドアを開閉し
たとき

シフトポジション
が P以外になっ
ている

P.267

窓・ムーンルーフ
★が開いている
（エンジン停止中
のみ）

P.108
P.111

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.49

トランクを閉
めたとき

電子キーをトラン
ク内に置き忘れて
いる

P.87

エンジンを停
止したとき

電子キーの電池残
量が少なくなって
いる

P.78

施錠しようと
したとき（施
錠できないと
き）

いずれかのドアが
確実に閉まってい
ない

P.83

電子キーを車内に
置き忘れている

P.267

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したと
き

いずれかのドア・
トランク・ボン
ネットが確実に閉
まっていない

P.85

パーキングブレー
キが解除されてい
ない

P.131

運転席・助手席の
シートベルトを着

用していない※
P.265

シフトダウン
したとき

シフトダウン制限
をこえて操作した

P.129

ブレーキペダ
ルを踏んだと
き（キーキー
音）

ブレーキパッドが
摩耗しているおそ
れがある

P.117

先行車に接近
したとき

レーダークルーズ
コントロールを使
用している

P.168

前方の障害物
と衝突しそう
になったとき

PCS（プリク
ラッシュセーフ
ティ）が作動した

P.150

車線から逸脱
しそうになっ
たとき

LDA（レーンディ
パーチャーアラー
ト）を使用してい
る

P.156
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）......................... 208

ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................... 194

AI-AVS
（アーティフィカルインテリジェン
スアダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）......... 194, 197

AI-SHIFT
（アーティフィカルインテリジェン
スシフト）.......................... 126

AVS
（アダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）................. 194

BSM
（ブラインドスポットモニター）178

DRS
（ダイナミックリヤステアリング）
....................................... 194

EDR
（イベントデータレコーダー）...... 6

EPS
（エレクトリックパワーステアリン
グ）................................... 194

FR
（フロントエンジンリヤドライブ）
....................................... 306

Harmonious Driving Navi. 画面. 71
ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）................................... 303

LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）..................................... 156
LDH
（レクサスダイナミックハンドリン
グシステム）....................... 195

LED
（ライトエミッティングダイオード）
............................... 133, 249

LED デイライト ......................133
Lexus Safety System +
LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）...................................156

PCS（プリクラッシュセーフティ）
........................................150

オートマチックハイビーム.....135

レーダークルーズコントロール164

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..150

RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
........................................178

REV インジケーター...................61
REV ピーク ..............................61
SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）................................26

TRC
（トラクションコントロール）194, 
300

VDIM
（ビークルダイナミクスインテグレ
イテッドマネージメント）......195

VGRS
（バリアブルギヤレシオステアリン
グ）...................................194

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）...................................194
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五十音順さくいん

あ

アースポイント（バッテリーあがりの処

置）........................................ 293

アイドリングストップ
Stop & Start システム.................... 171

アウターミラー（ドアミラー）
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 178

格納のしかた ............................... 105

操作........................................... 104

ブラインドスポットモニター（BSM）178

ポジションメモリー......................... 97

ミラーヒーター ............................ 212

リバース連動機能 ......................... 104

アクセサリーソケット................. 224

アクセサリーモード.................... 124

アシストグリップ....................... 224

足元照明 .................................. 218

アダプティブバリアブルサスペンション

システム（AVS）...................... 194

アラーム
オートアラーム .............................. 49

警告ブザー .......................... 261, 267

アンチロックブレーキシステム（ABS）

............................................ 194

アンテナ（スマートエントリー＆スター

トシステム）.............................. 89

い

イグニッションスイッチ（エンジンス

イッチ）
エンジンのかけ方 ......................... 122

自動電源 OFF機能........................ 124

車両を緊急停止するには................. 254

モードの切りかえ ......................... 124

位置交換（タイヤローテーション）. 239

イベントデータレコーダー（EDR）..... 6

イモビライザーシステム.................48

イルミネーテッドエントリーシステム

.............................................219

インジケーター（表示灯）...............55

インストルメントパネル照度調整スイッ

チ............................................63

インテリアランプ .......................218

インナーミラー ..........................103

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ....................249

方向指示レバー.............................130

ウインドウ
ウォッシャー................................138

パワーウインドウ..........................107

リヤウインドウデフォッガー ...........212

ウインドウロックスイッチ............109

ウインドシールドデアイサー.........212

ウォッシャー .............................138
液の補給......................................236

スイッチ......................................138

タンク容量...................................305

冬の前の準備・点検 .......................199

動けなくなったときは（スタック）..300

雨滴感知式ワイパー ....................138

運転
雨の日の運転................................114

運転を補助する装置 .......................194

寒冷時の運転................................199

正しい運転姿勢...............................21

手順 ...........................................114

え

エアコン
「ナノイー」...................................213

オートエアコン.............................208
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花粉除去機能 ............................... 212

曇り取り（フロントガラス）............ 212

フィルターの清掃 ......................... 245

エアコン・デフォッガー .............. 208

エアバッグ
SRS エアバッグ警告灯................... 262

改造・廃棄 .................................... 31

作動条件 ....................................... 27

正しい姿勢 .................................... 21

配置............................................. 26

エコドライブインジケーター .......... 66

エコドライブインジケーターランプ.. 66

エレクトリックパワーステアリング

（EPS）................................... 194

エンジン
イグニッションスイッチ（エンジンスイッ

チ）.......................................... 122

エンジンイモビライザーシステム ....... 48

エンジンがかからない（エンジンが始動で

きない）.................................... 288

エンジンスイッチ ......................... 122

エンジンの始動方法....................... 122

オーバーヒート ............................ 296

緊急時の停止方法 ......................... 254

タコメーター ........................... 58, 59

フューエルポンプシャットオフシステム

.............................................. 260

ボンネット .................................. 234

エンジンイモビライザーシステム..... 48

エンジンオイル
警告灯........................................ 261

冬の前の準備・点検....................... 199

メンテナンスデータ....................... 302

容量........................................... 302

エンジン回転計（タコメーター）58, 59

エンジンスイッチ
エンジンのかけ方 ......................... 122

自動電源 OFF機能........................ 124

モードの切りかえ..........................124

エンジンフード（ボンネット）
開け方.........................................234

警告メッセージ...............................85

エンジンルーム ..........................234
エンジンルームから蒸気が出ている...296

お

オイル（エンジンオイル）.............302

応急用タイヤ .............................270
交換方法......................................270

オーディオシステム連携表示...........68

オートアラーム ............................49

オートドアロック・アンロック機能 ..85

オートマチックトランスミッション
オートマチックトランスミッション...126

スノーモード................................128

オートマチックハイビーム............135

オートレベリングシステム（ヘッドラン

プ）
作動 ...........................................134

オーバーヒート ..........................296

オープナー
給油扉.........................................144

トランク........................................86

ボンネット...................................234

お子さまの安全
チャイルドシート............................43

お子さまを乗せるとき
ウインドウロックスイッチ ..............109

お子さまの安全のために ...................35

キーの電池...................................247

シートベルトの着用 ...................23, 24

ステアリングヒーター・シートヒーターに

関する警告.................................216

チャイルドシート............................35

チャイルドシートの取り付け .............35

発炎筒の取り扱いに関する警告.........254
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バッテリーに関する警告................. 296

パワーウインドウに関する警告 ........ 108

“ODO TRIP” スイッチ................ 63

オドメーター／トリップメーターディス

プレイ ..................................... 63
表示項目 ....................................... 63

割り込み表示 ................................. 63

か

カーテシランプ
装着位置 ..................................... 218

カーテンシールドエアバッグ .......... 26

カードキー.................................. 78

カーペット
洗浄........................................... 232

フロアマットの取り付け方................ 20

外気温度表示......................... 58, 59

外装の電球（バルブ）.................. 249
交換要領 ..................................... 249

過給圧表示.................................. 66

カスタマイズ機能....................... 307

型式 ........................................ 306

カップホルダー.......................... 221

カメラ
前方カメラ（PCS) ........................ 146

白線認識用カメラ（LDA）............... 156

ガラスの曇り取り（リヤウインドウデ

フォッガー）............................ 212

ガレージジャッキ....................... 235

冠水路走行................................ 119

寒冷時の運転............................. 199

き

キー
エンジンが始動できない................. 288

カードキー .................................... 78

キーナンバープレート...................... 78

キーの構成.....................................78

キーレスエントリー ...................80, 89

キーをなくした.............................290

正常に働かない.............................291

施錠・解錠ができない ....................291

電子キー........................................78

電池が切れた................................246

メカニカルキー...............................80

ワイヤレスリモコン .........................80

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム89

ワイヤレスドアロック ......................80

救急箱等固定用バンド..................222

給油
給油口が開けられない ....................290

給油のしかた................................143

メンテナンスデータ .......................302

緊急時シートベルト固定機構...........25

緊急時の対処
エンジンが始動できない .................288

オーバーヒートした .......................296

キーの電池が切れた ...............246, 291

キーをなくした.............................290

警告灯がついた.............................261

警告メッセージが表示された ...........267

けん引.........................................256

故障したときは.............................252

車両を緊急停止する .......................254

水没したときは.............................255

スタックした................................300

電子キーが正常に働かない ..............291

発炎筒.........................................253

バッテリーがあがった ....................293

パンクした...........................270, 278

緊急ブレーキシグナル..................195
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く

空気圧（タイヤ）
タイヤ空気圧警報システム.............. 239

メンテナンスデータ....................... 305

区間距離計（トリップメーター）...... 63

曇り取り
フロントガラス ............................ 212

ミラーヒーター ............................ 212

リヤウインドウデフォッガー........... 212

クラクション（ホーン）................ 102

クリアランスソナー.................... 186
警告メッセージ ............................ 188

操作........................................... 186

クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ ..................................... 133

電球（バルブ）の交換.................... 249

クリップ
フロアマット ................................. 20

クルーズコントロール
レーダークルーズコントロール ........ 164

グローブボックス....................... 221

グローブボックスランプ .............. 221

け

警音器（ホーン）........................ 102

計器類（メーター）....................... 58
マルチインフォメーションディスプレイ64

警告灯 ..................................... 261
ABS & ブレーキアシスト................ 262

SRS エアバッグ............................ 262

LDA 表示灯 ................................. 263

エンジン ..................................... 262

シートベルト非着用....................... 265

スリップ表示灯 ............................ 264

タイヤ空気圧 ............................... 265

ドライブスタートコントロール ........ 262

燃料残量 ..................................... 265

パーキングブレーキ警告灯 ..............263

パワーステアリング .......................263

PCS ...........................................264

ブレーキ......................................261

ブレーキオーバーライドシステム......262

マスターウォーニング ....................265

油圧 ...........................................261

警告ブザー
LDA ...........................................156

シートベルト非着用 .......................265

シフトダウン制限..........................129

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）...........................................168

手放し運転警告（LDA）...................161

ドライブスタートコントロール.........262

トランク開.....................................85

パワーステアリング .......................263

半ドア...........................................83

半ドア走行時..................................85

プリクラッシュセーフティ ..............264

プリクラッシュブレーキ .................150

ブレーキ......................................261

ブレーキオーバーライドシステム......262

ボンネット開..................................85

窓開 ...........................................108

ムーンルーフ開.............................111

油圧 ...........................................261

リバース......................................126

警告メッセージ ..........................267

傾斜センサー（オートアラーム）.......51

化粧ミラー（バニティミラー）.......225

こ

交換
キーの電池...................................246

タイヤ.........................................270

電球（バルブ）..............................249

ヒューズ......................................248
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工具（ツール）................... 271, 279

航続可能距離......................... 65, 73

後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換.................... 249

コートフック............................. 224

コーナリングランプ.................... 134

子供専用シート............................ 35
取り付け方 .................................... 37

コンソールボックス.................... 221

コンライト（自動点灯・消灯装置）. 133

さ

サイドエアバッグ......................... 26

サイド方向指示灯
電球（バルブ）の交換.................... 249

方向指示レバー ............................ 130

サイドミラー（ドアミラー）
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 178

格納のしかた ............................... 105

操作........................................... 104

ブラインドスポットモニター（BSM）178

ポジションメモリー......................... 97

ミラーヒーター ............................ 212

リバース連動機能 ......................... 104

サスペンションコントロール（PCS）

............................................ 150

三角表示板等固定用バンド ........... 223

サンシェード
ルーフ........................................ 110

サンバイザー............................. 225

し

シート
正しい運転姿勢 .............................. 21

調整............................................. 94

手入れ........................................ 232

パワーイージーアクセスシステム........97

ヘッドレスト................................100

ポジションメモリー .........................97

メモリーコール機能 .........................98

シートヒーター ..........................216

シートベルト ...............................23
お子さまの着用.........................23, 24

緊急時シートベルト固定機構 .............25

シートベルトガイド .........................25

正しく着用するには .........................24

チャイルドシートの取り付け .............43

着け方・はずし方............................24

手入れ.........................................232

妊娠中の方の着用............................23

非着用警告灯................................265

シートベルト非着用警告灯............265

シートベルトプリテンショナー
機能 .............................................25

プリテンショナー警告灯 .................262

シートベンチレーター..................216

シートポジションメモリー..............97

G モニター..................................67

室内灯（インテリアランプ）..........218

始動後走行距離 ............................65

始動のしかた .............................122

シフトポジション .......................126

シフトレバー
シフトポジションの切りかえ ...........127

シフトレンジの切りかえ .................129

操作 ...........................................126

リバース警告ブザー .......................126

車速インジケーター ......................61

ジャッキ
ガレージジャッキ..........................235

車載ジャッキ........................271, 279

ジャッキハンドル ...............271, 279

車幅灯
電球（バルブ）の交換 ....................249
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ランプスイッチ ............................ 133

車両型式 .................................. 306

車両仕様（スペック）.................. 302

車両を緊急停止するには .............. 254

瞬間燃費 .............................. 65, 73

仕様（車両仕様）........................ 302

衝撃感知ドアロック解除システム..... 83

初期化
タイヤ空気圧警報システム.............. 242

パワーウインドウ ......................... 107

ムーンルーフ ............................... 111

初期設定 .................................. 316

助手席にチャイルドシートを取り付ける

.............................................. 37

侵入センサー（オートアラーム）...... 51

す

水温計 ................................. 58, 59

スイッチ
LDA ........................................... 159

PCS OFF .................................... 152

TRC OFF .................................... 195

VSC OFF .................................... 195

イグニッション ............................ 122

インストルメントパネル照度調整 ....... 63

ウインドウロック ......................... 109

ウォッシャー ............................... 138

エンジンスイッチ ......................... 122

オートマチックハイビーム.............. 135

“ODO TRIP”............................... 63

クリアランスソナー....................... 186

シート調整 .................................... 94

シートヒーター ............................ 216

シートベンチレーター.................... 217

シートポジションメモリー................ 97

車間距離切りかえ（レーダークルーズコン

トロール）................................. 164

侵入・傾斜センサーOFF .................. 51

ステアリングヒーター ....................216

Stop & Start キャンセル..................176

スノーモード................................128

タイヤ空気圧警報リセット ..............242

ドアミラー...................................104

ドアロック.....................................84

ドライブモードセレクト .................192

トランクオープナー .........................86

トランクオープナーメイン ................88

パドルシフト................................128

パワーウインドウ..........................107

ハンドル位置調整..........................102

フォグランプ................................137

方向指示レバー.............................130

ホーン（警音器）...........................102

ポジションメモリー .........................97

ムーンルーフ................................110

メーター操作スイッチ ......................64

ランプ.........................................133

リセット（タイヤ空気圧警報システム）

.......................................242, 243

リヤウインドウデフォッガー ...........208

リヤフォグランプ..........................137

レーダークルーズコントロール.........164

ワイパー......................................138

スタック...................................300

ステアリングコントロール（PCS）..150

ステアリングヒーター..................216

ステアリングホイール（ハンドル）
位置調整......................................102

ステアリングヒーター ....................216

パワーイージーアクセスシステム........97

ポジションメモリー .........................97

ステアリングロック ....................122
解除できないとき..........................122

警告メッセージ.............................122

Stop & Start システム
システム情報..................................68
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割り込み表示 ................................. 63

Stop & Start システム情報............. 68

ストップランプ（制動灯）
緊急ブレーキシグナル.................... 195

電球（バルブ）の交換.................... 249

スノータイヤ（冬用タイヤ）.......... 199

スピードメーター
車速インジケーター......................... 61

スピードメーター................... 58, 59

スペアタイヤ（応急用タイヤ）....... 270
交換方法 ..................................... 270

スペック（車両仕様）.................. 302

スマートエントリー＆スタートシステム
アンテナの位置 .............................. 89

エンジンの始動 ............................ 122

カスタマイズ設定 ......................... 307

緊急始動機能 ............................... 289

作動範囲 ....................................... 89

正常に働かないとき....................... 291

節電機能 ....................................... 90

電波がおよぼす影響について............. 92

ドアの解錠・施錠 ........................... 82

トランクの解錠 .............................. 86

スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換.................... 249

ランプスイッチ ............................ 133

スリップ表示灯.......................... 195

せ

清掃
アルミホイール ............................ 229

外装........................................... 228

シートベルト ............................... 232

内装........................................... 232

レーダー ..................................... 146

制動灯
緊急ブレーキシグナル.................... 195

電球（バルブ）の交換.................... 249

積算距離計（オドメーター）............63

セキュリティインジケーター.....48, 49

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）........................................168

センサー
LDA ...........................................156

インナーミラー.............................103

雨滴感知センサー..........................141

湿度センサー................................215

侵入・傾斜センサー .........................51

ライトセンサー.............................133

レーダー......................................146

洗車.........................................228

前照灯（ヘッドランプ）
電球（バルブ）の交換 ....................249

ライトセンサー.............................133

ランプ消し忘れ防止機能 .................133

ランプスイッチ.............................133

センターディスプレイ..................206

そ

走行時間.....................................65

走行情報表示 ...............................65

走行モード（ドライブモード）128, 192

送信機（タイヤ空気圧警報システム）

.............................................239

速度計（スピードメーター）......58, 59

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ....................249

方向指示レバー.............................130

ダイナミックリヤステアリング（DRS）

.............................................194

タイヤ
応急用タイヤ................................270

空気圧.................................244, 305



329五十音順さくいん

空気圧警告灯 ............................... 265

交換........................................... 270

チェーン ..................................... 199

点検........................................... 237

パンク応急修理キット.................... 278

パンクしたときは ................. 270, 278

冬用タイヤ .................................. 199

ホイールサイズ ............................ 305

ローテーション（位置交換）............ 239

タイヤが空まわりする（スタックした）

............................................ 300

タイヤ空気圧
警告灯........................................ 265

タイヤ空気圧警報システム
ID コードの登録・選択................... 243

機能について ............................... 239

空気圧バルブ／送信機について ........ 241

空気圧表示画面 ............................ 239

警告灯........................................ 265

初期化........................................ 242

タイヤチェーン.......................... 199

タコメーター......................... 58, 59
REV インジケーター........................ 61

REV ピーク.................................... 61

ち

チェーン（タイヤチェーン）.......... 199

チャイルドシート......................... 35
ISOFIX ロアアンカレッジでの固定...... 45

シードベルトでの固定...................... 43

知っておいていただきたいこと .......... 36

トップテザーアンカレッジを使用する . 46

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）

............................................ 131
警告灯........................................ 263

操作........................................... 131

冬季の注意 .................................. 199

未解除走行時警告ブザー................. 131

メンテナンスデータ .......................305

つ

ツール（工具 ) ...................271, 279

て

手入れ
アルミホイール.............................229

外装 ...........................................228

シートベルト................................232

内装 ...........................................232

レーダー......................................146

テールランプ（尾灯）
電球（バルブ）の交換 ....................249

ランプスイッチ.............................133

テザーベルト ...............................43

デフォッガー（リヤウインドウデフォッ

ガー）.....................................212

電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）...................249

点検基準値（メンテナンスデータ）..302

電子キー.....................................78
作動範囲........................................89

正常に働かないとき .......................291

節電機能........................................90

電池が切れた................................291

電池交換......................................246

電池交換（キー）.........................246

と

ドア...........................................82
オートドアロック・アンロック機能.....85

衝撃感知ドアロック解除システム........83

スマートエントリー＆スタートシステム89

ドアガラス...................................107

ドアロックスイッチ .........................84
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ロックレバー ................................. 84

ワイヤレスリモコン......................... 82

ドアカーテシランプ
位置........................................... 218

ドアハンドル照明....................... 218

ドアミラー
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 178

格納のしかた ............................... 105

操作........................................... 104

ブラインドスポットモニター（BSM）178

ポジションメモリー......................... 97

ミラーヒーター ............................ 212

リバース連動機能 ......................... 104

盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム ....... 48

オートアラーム .............................. 49

ラゲージセキュリティシステム .......... 88

時計 ........................................ 224

時計を調整する.......................... 224

トップテザーアンカレッジ ............. 46

ドライビングポジションメモリー..... 97
ポジションメモリー......................... 97

メモリーコール機能......................... 98

ドライブインフォメーション（マルチイ

ンフォメーションディスプレイ）
メーター操作スイッチ...................... 64

ドライブスタートコントロール ..... 115

ドライブモードセレクトスイッチ... 192

トラクションコントロール（TRC）. 194

トランク
オープナー .................................... 86

キー閉じ込み防止機能...................... 87

警告メッセージ .............................. 85

電子キーが正常に働かないとき ........ 291

トランク内の装備 ......................... 222

メインスイッチ .............................. 88

ラゲージセキュリティシステム .......... 88

トランクランプ ............................87

トランスミッション
オートマチックトランスミッション...126

シフトダウン制限警告ブザー ...........129

スノーモード................................128

操作 ...........................................127

パドルシフトスイッチ ....................128

メンテナンスデータ .......................304

トリップメーター .........................63

な

内装
収納装備......................................220

手入れ.........................................232

「ナノイー」................................213

ナビゲーションシステム連携表示.....68

に

ニーエアバッグ ............................26

荷物
積むときの注意.............................120

トランク........................................85

トランク内装備.............................222

荷物固定用フック..........................222

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....300

ね

燃費
給油後平均燃費...............................73

瞬間燃費..................................65, 73

燃費画面........................................71

平均燃費............................65, 71, 73

燃料
給油 ...........................................143
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種類........................................... 302

燃料計.................................... 58, 59

燃料残量警告灯 ............................ 265

フューエルポンプシャットオフシステム

.............................................. 260

容量........................................... 302

燃料計 ................................. 58, 59

は

パーキングブレーキ.................... 131
警告灯........................................ 263

操作........................................... 131

冬季の注意 .................................. 199

未解除走行時警告ブザー................. 131

メンテナンスデータ....................... 305

パーソナルランプ....................... 219

排気ガス .................................... 33

ハイビーム（ヘッドランプ）
オートマチックハイビーム.............. 135

電球（バルブ）の交換.................... 249

ランプスイッチ ............................ 133

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換.................... 249

ハザードランプ（非常点滅灯）
電球（バルブ）の交換.................... 249

挟み込み防止機能
パワーウインドウ ......................... 107

ムーンルーフ ............................... 110

発炎筒 ..................................... 253

バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換.................... 249

バッテリー
警告灯........................................ 261

バッテリーがあがった................. 293

パドルシフトスイッチ................. 128

バニティ（化粧用）ミラー ........... 225

バニティミラーランプ
装備について ............................... 225

バリアブルギヤレシオステアリング

（VGRS）..................................194

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）................249

パワーウインドウ
ウインドウロックスイッチ ..............109

閉めることができないときは ...........107

初期化.........................................107

操作 ...........................................107

ドアロック連動ドアガラス開閉機能...108

挟み込み防止機能..........................107

巻き込み防止................................107

パワーステアリング ....................194
警告灯.........................................263

パンクした
応急用タイヤ装着車 .......................270

タイヤ空気圧警告灯 .......................265

タイヤパンク応急修理キット装着車...278

番号灯（ライセンスプレートランプ）
電球（バルブ）の交換 ....................249

ランプスイッチ.............................133

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整......................................102

ステアリングヒーター ....................216

パワーイージーアクセスシステム........97

ポジションメモリー .........................97

ひ

ビークルスタビリティコントロール

（VSC）....................................194

ビークルダイナミクスインテグレイテッ

ドマネージメント（VDIM）..........195

ヒーター
エアコン・デフォッガー .................208

シートヒーター.............................216

ステアリングヒーター ....................216

ミラーヒーター.............................212
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非常点滅灯（ハザードランプ）
電球（バルブ）の交換.................... 249

尾灯（テールランプ）
電球（バルブ）の交換.................... 249

ランプスイッチ ............................ 133

ヒューズ .................................. 248

表示灯 ....................................... 55

日よけ（サンバイザー）................ 225

ヒルスタートアシストコントロール 194

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方 ..... 293

ブーストメーター......................... 66

フォグランプ............................. 137
スイッチ ..................................... 137

ブザー
シフトダウン制限警告.................... 129

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）.......................................... 168

手放し運転警告（LDA）.................. 161

パーキングブレーキ未解除走行時警告131

半ドア走行時警告 ........................... 85

窓開警告 ..................................... 108

ムーンルーフ警告 ......................... 111

リバース警告 ............................... 126

フック
けん引フック ............................... 258

コートフック ............................... 224

フロアマット固定フック................... 20

フューエルポンプシャットオフシステム

............................................ 260

フューエルメーター................ 58, 59

フューエルリッド（給油口）
給油口が開かない ......................... 290

給油のしかた ............................... 143

冬の前の準備（寒冷時の運転）....... 199

冬用タイヤ................................ 199

ブラインドスポットモニター（BSM）

.............................................178

ふらつき検知機能 .........................67

プリクラッシュセーフティ（PCS）
PCS OFF スイッチ........................152

機能 ...........................................150

PCS 警告灯..................................264

ブレーキ
緊急ブレーキシグナル ....................195

警告灯.........................................261

パーキングブレーキ .......................131

メンテナンスデータ .......................304

ブレーキアシスト .......................194

ブレーキフルード .......................304

フロアマット ...............................20

フロントシート
シートヒーター.............................216

シートベンチレーター ....................216

正しい運転姿勢...............................21

調整 .............................................94

手入れ.........................................232

パワーイージーアクセスシステム........97

ヘッドレスト................................100

ポジションメモリー .........................97

メモリーコール機能 .........................98

フロント方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ....................249

方向指示レバー.............................130

へ

平均車速...............................65, 73

平均燃費.........................65, 71, 73

ヘッドランプ
クリーナー...................................138

電球（バルブ）の交換 ....................249

ライトセンサー.............................133

ランプ消し忘れ防止機能 .................133

ランプスイッチ.............................133
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ヘッドランプオートレベリングシステム

............................................ 134

ヘッドレスト............................. 100

ベンチレーター（シートベンチレーター）

............................................ 216

ほ

ホイール
交換（タイヤ）.............................. 270

ホイール .................................. 305

方向指示灯
電球（バルブ）の交換.................... 249

方向指示レバー ............................ 130

ホーン（警音器）........................ 102

ポジションメモリー...................... 97

保証 ............................................ 7

ポップアップフード...................... 31

ボンネット
開け方........................................ 234

警告メッセージ .............................. 85

ポップアップフード......................... 31

ま

マスターウォーニング................. 265

マルチインフォメーションディスプレイ

.............................................. 64
エコドライブインジケーター............. 66

オーディオシステム連携................... 68

Gear Position................................. 67

警告メッセージ ............................ 267

G モニター .................................... 67

Stop & Start システム情報................ 68

設定............................................. 69

走行情報表示 ................................. 65

タイヤ空気圧 ............................... 239

ドライブインフォメーション............. 65

ナビゲーションシステム連携............. 68

ブーストメーター............................66

ふらつき検知機能............................67

メーター操作スイッチ ......................64

み

ミラー
アウターミラー.............................104

インナーミラー.............................103

ドアミラー...................................104

バニティミラー.............................225

ミラーヒーター.............................212

む

ムーンルーフ
初期化.........................................111

操作 ...........................................110

ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能110

挟み込み防止機能..........................110

め

メーター
計器類...........................................58

警告灯.........................................261

警告メッセージ.............................267

照度調整........................................63

設定 .............................................69

表示・配置の切りかえ ......................61

表示灯...........................................55

メーター（計器類）
マルチインフォメーションディスプレイ64

メーターリング ............................61

メカニカルキー ............................80

メモリーコール機能 ......................98

メンテナンスデータ ....................302
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ゆ

ユーザーカスタマイズ機能 ........... 307

雪道ですべって動けない（スタックした）

............................................ 300

油脂類 ..................................... 302

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
電球（バルブ）の交換.................... 249

ランプスイッチ ............................ 133

ラゲージセキュリティシステム ....... 88

ラゲージルーム（トランク）.... 85, 222

ラジエーター
オーバーヒート ............................ 296

メンテナンスデータ....................... 303

ランプ
コーナリングランプ....................... 134

室内灯........................................ 218

電球（バルブ）の交換.................... 249

非常点滅灯（ハザードランプ）......... 253

ヘッドランプ（前照灯）.................. 133

方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ

ンカー）.................................... 130

ライトセンサー ............................ 133

ランプ消し忘れ防止機能................. 133

リヤフォグランプ ......................... 137

ランプ消し忘れ防止機能 .............. 133

り

リバース連動機能....................... 104

リモートタッチ.......................... 204

リヤウィンドウデフォッガー ........ 212

RCTA（リヤクロストラフィックアラー

ト）........................................ 178

リヤシート.................................. 96
ヘッドレスト ............................... 100

リヤフォグランプ .......................137
スイッチ......................................137

電球（バルブ）の交換 ....................249

リヤ方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ....................249

方向指示レバー.............................130

リング（メーター）........................61

る

ルームミラー（インナーミラー）.....103

れ

冷却水
冬の前の準備................................199

メンテナンスデータ .......................303

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート.............................296

メンテナンスデータ .......................303

レーダークルーズコントロール
警告メッセージ.............................170

接近警報......................................168

レーダー......................................146

レーンディパーチャーアラート（LDA）

.............................................156

レーンディパーチャーアラート（LDA）
警告メッセージ.............................162

操作 ...........................................159

レクサスダイナミックハンドリングシス

テム（LDH）............................195

レバー
シフト.........................................126

方向指示......................................130

ボンネット解除.............................234
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ろ

ロック
ウインドウロック ......................... 109

スマートエントリー＆スタートシステム89

ドア............................................. 82

ワイヤレスリモコン......................... 80

わ

ワイパー＆ウォッシャー .............. 138
ウォッシャー液の補充.................... 236

ワイパーブレード（寒冷地用）....... 200

ワイヤレスリモコン
作動の合図 .................................... 83

操作............................................. 80

電池の交換 .................................. 246

半ドア警告ブザー ........................... 83

ワックス .................................. 228

次の装備は、別冊「ナビゲーションシ
ステム取扱説明書」をお読みくださ
い。
・オーディオ

・バックガイドモニター

・ナビゲーションシステム

・音声操作システム

・ハンズフリー

・G-Link

・ETC2.0 システム
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック（ P.234）

トランクオープナースイッチ（ P.86）

給油扉／給油口 （ P.143）

ボンネット解除レバー（ P.234）

タイヤ空気圧（ P.305）

燃料の容量（参考値） 66L

燃料の種類 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク） P.302

タイヤが冷えていると
きの空気圧

P.305

エンジンオイル容量
（参考値）

P.302

エンジンオイルの種類 弊社純正モーターオイル P.302

A

B

C

D

E
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